


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　目次






電撃ヴんこ版　序文

【chapter.1】　邂逅

【chapter.2】　兄妹

【chapter.3】　厚遇

【chapter.4】　夜伽

【chapter.5】　亀裂

【chapter.6】　恋敵

【chapter.7】　落涙

【chapter.8】　発病

【chapter.9】　過熱

【chapter.10】 焦燥

【chapter.11】 懇願

【chapter.12】 覚醒

【chapter.13】 夭折

【chapter.14】 別離

【chapter.15】 追慕



註

解説　　おかゆまさき

あとがき









[image: ロボット妹 改め 人類皆兄妹!～目醒めよ愛の妹力～]


















凡はん例れい




一、本書の底てい本ぼんには、作者蔵ぞう『妹いもうとものシリーズ　ロボット妹』私し家か版ばんを用い、短たん縮しゆく版である『電でん撃げきヴんこ』版等の出版を適てき宜ぎ参照した。




一、原げん本ぽん佐さ藤とうケイ所しよ蔵ぞう版ばんを基礎とし、佐藤ケイ所蔵版において削さく除じよされた部分は、読者の理解を助けるに有ゆう益えきと判断される限りに於おいてＴＫ氏所蔵版より適宜補おぎなった。




一、特に難なん解かいと思われる箇所、初しよ学がく者には予備知識を補う必要があると思われる箇所には、註ちゆう（　）を附して巻かん末まつにまとめた。







網走あばしりの別荘にて　著ちよ者しや











電撃ヴんこ版　序文




【作品解説】




　この作品は佐さ藤とうケイがデビュー前に友人のＴＫ氏に「無む口くちで病びよう弱じやくな妹がええんや～」と言われて書いた「妹いもうともの」シリーズの一篇、『ロボット妹』である。「妹もの」シリーズではこれの他に『病弱妹』と呼ばれる作品があり、こちらは電でん撃げき文庫から『LAST KISS』というスカした題名ですでに発表されている。本来、『病弱妹』とこの『ロボット妹』とは対ついを成なす作品として作られており、佐藤ケイ自身の希望では、出来れば二つ合わせて出版、どちらか片方しか出せないのであれば『ロボット妹』のほうを出したいというものであったが、担たん当とう編集者に「ロボットのほうを本にして出すってのはちょっとありえないよ（笑）」と軽く一いつ笑しように付されてしまい、更には「私が担当の間は『ロボット妹』が本になることはあり得ないと思っておいてください」とまで言われてしまうという、悲ひ嘆たんすべき事態となった。もはや、『ロボット妹』が電撃文庫で日の目を見ることは絶望的だと誰もが思った。作者は、他の出版社に持ち込むのと自分で同どう人じん本ぼんとして出すのとどちらが儲もうかるか、真剣に考え始めた。だが！　天は『ロボット妹』を見放してはいなかった！

　担当編集者をして「もしデビュー作じゃなくてこっちを賞に応募してきたら、確実に二次で落ちてたね。っていうか私が落とす（笑）」とまで言わしめた幻まぼろしの作品が、今ここにそのベールを剝はぐ！






※いくつかの小ネタは書いた時期よりもより今日的なものに修正されています。

※読者からの反応が大きかった場合、単行本になる可能性もあるそうです。友達に呼びかけて組織票を送りつけてほしいという希望を作者は非ひ公式に表ひよう明めいしています。（※註ちゆう　これは『電撃ヴんこ』版に載ったものであり、文庫化された現在では送る意味はない）
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「ちきしょう。また負けちまった……」

　夕暮れの商店街。俺はまたしても小学生に完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめされたショックを引きずりながら、重い足を引きずっていた。

「肉にく弾だん戦なら絶対に負けっこねぇのによ……」

　八つ当たり気味に、そこらのブロック塀べいに昇龍拳（１）を喰らわせると、砕かれた破片がボロボロと崩れ落ちる。

「生なま身みならこんな技、すぐ出来るのに……。なんでゲームだと肝かん心じんな時に出ねぇんだ」

　硬こう派はな長ラン（２）に包まれた肩をガックリ落としながら、俺は溜ため息をついた。

　まあいい。ゲームなんかでいくら強くたって、実際の喧けん嘩かで強くなけりゃ意味ねぇもんな。これでも俺は、この界かい隈わいじゃ、ちったぁ名の知れた一いつ匹ぴき狼おおかみだ。岩がん鉄てつ巌いわ男おって言やぁ、ヤクザもケツまくって逃げ出す超ちよう高校級武ぶ闘とう派は高校生だぜ。

　といっても俺は不良じゃねぇ。悪い奴やつ等らを懲こらしめる、いわば正義の味方、町のヒーローってところだ。喧嘩ばっかりしてるせいで、先せん公こうには目ぇつけられてるけどよ。

　でも俺は絶対に弱いものには手を上げねぇ。俺が拳こぶしを振るうのは、誰かが助けを求めてる時と、降り懸かかる火ひの粉こを払う時だけだ。なんたって俺の目指してるのは男の中の男、硬派中の硬派だからな。強くて硬派な一匹狼。いかにもモテそうじゃねぇか？　ま、俺は女なんかにゃ興味はねぇがよ。っつっても別にホモじゃねぇぞ。ただ硬派なだけだ。勘かん違ちがいすんなよ。

「きゃあぁぁーっ！」

　突然女の悲鳴が辺りに響ひびき渡った。この声からして、かなり可愛かわいいに違いねぇ！

　あそこの塀へいの影だな。何事だ？

　慌あわてて駆け付けてみると、おっといけねぇ。どっかの不良グループが、女の子に絡んでるじゃねぇか。

「へへへ、いいじゃねえか、付き合えよ」

「やめてください！」

　あの女子、制服からして俺と同じ学校だな。しかも予想どおり結けつ構こう可愛いときてる。男として、硬派として、コイツは見み過すごすワケにゃいかねぇ。少しいいとこ見せつけてやるか……じゃねぇ、か弱い婦ふ女じよ子しを苛いじめる社会のクズどもに、正義の鉄てつ拳けんを喰らわせてやる必要があるな。

「よしな。嫌がってるじゃねぇか」

　不良どもが胡う散さん臭くさそうに俺を振り返る。

「何だテメェは。関係ねぇヤツは引っ込んでろ！」

　リーダーらしきヤツが言う。カジュアルな服着て、不良っていうよりチーマーだな。全く、男なら学ランでビシッと決めろってんだ。最近の奴等はどうにも軟なん派ぱでいけねぇ。

　コイツらの数は全部で五人。たったの五人じゃ俺の相手じゃねぇな。ちょっとからかってやるか。さっきゲーセンでボコボコにされた腹いせだ。

「大の男が何人も一人の女に寄ってたかって、テメェら恥ずかしいと思わねぇのか？」

「なんだとこの野や郎ろう？　ブッ殺すぞ！」

「へっ。一人じゃ怖くて女の子に声かけることすら出来ねぇってか？　今時、女子中学生でも一人で堂々と告白するぜ？」

「なめてんのかコラァ！」

　一番近くにいた毛糸の帽ぼう子し野郎が殴なぐりかかってくる。トロくせぇパンチだ。しかも隙すきだらけときてやがる。まともな喧けん嘩かしたことねぇのか？

　ゴス……っ！

　ほとんどその場から動かずに、カウンターで沈めてやると、残りの四人の顔色が変わりやがった。

「テメェ……」

「どうした？　遠えん慮りよせずに全員で来いよ」

「ふざけやがって！　クソがぁっ！」

　げっ！　マジで全員で来やがった。っていっても、チームワークもクソもねぇな、コイツら。チーマーのくせに。かえって味方同どう士しで邪じや魔まし合ってるじゃねぇか。

　バキッ！　ドカッ！　ボコッ！　ゴツッ！

　一いつ瞬しゆんで四人を片付ける俺。へへっ、我ながら恐ろしいほどの強さだな。さすがは男・岩がん鉄てつ巌いわ男お様だぜ。格かく闘とうゲームだと小学生にも負けるけどよ……。

「さあ、お嬢じようさん。もう大丈夫だぜ」

　って、あれ？　俺が戦ってるスキに逃げちまったのか。

　ちっ。もしかして、「助けていただいたお礼に……」なんて展開になるんじゃねぇかと少し期待してたのによ。畜ちく生しよう。せめて一ひと言こと礼を言うくらいはしてくれてもいいんじゃねぇか……。何て礼れい儀ぎ知らずな女だ……。せっかく半年振ぶりに女の子と口をきくチャンスだったのに……。

　……ま、いいさ。仕方ねぇ。別に俺はモテたくてやってるワケじゃねぇんだ。そうさ。俺は自分のためにやってんだ。自分を磨みがいて、男の中の男になるためによ。女の子に相手にされようがされまいが関係ねぇ。そうさ。関係ねぇぜ。………何だ畜生。自分に噓うそなんか吐ついてねぇぞ！

　しかし、男の中の男と粋いきがってはみても、所しよ詮せんはこんな小さな町で不良やチンピラをぶちのめしてるだけ……。スケール小ちいせぇよな。俺もこんなみみっちい喧嘩ばっかりじゃなくて、もっと世界の命めい運うんを賭かけた戦いとかやってみてぇぜ。男としてよ。例えばテレビのヒーローみたいに。たった一人、命を賭けて世界のために戦う。あれこそ男子たるものの本ほん懐かいって気がするぜ。それに、そうなりゃきっと町のヒーローなんかやってるよりゃ少しはモテそうな気が……。いや、別にモテたくてやってるわけじゃねぇんだが……。

「よう、巌男。いいところで会った」

　突然後うしろから声をかけられた。誰だ？

　なんだ。石いわ走ばしり博士じゃねぇか。石走足たる巳み（３）。近所に住んでるマッド・サイエンティストだ。昔から親と喧けん嘩かするたびに博士のところに世話になってるから、俺にとっちゃほとんど親代わりって存在だ。

「どうしたんだ、博士。いいところで会ったってのは」

「いやなに。実は、以前からやっておった研究がついに完成してな」

　ちゃんと研究なんかしてたのか。ただの社会不ふ適てき応おう者だと思ってたぜ。

「研究って、博士、何なに研究してたんだ？」

「きょーだいロボットじゃ」

「きょ、巨大ロボット？　なんでまたそんなものを？」

「マッド・サイエンティストがロボットを作ったといえば、世界征せい服ふくか世界に平和をもたらすためのどちらかに決まっておろう。悪の組織に属しておらん市し井せいの一いちマッド・サイエンティストたるワシは、無む論ろん後者じゃ」

「せ、世界平和……！」

　っていやぁ、ちょうど俺が今考えてたことじゃねぇか。なんて都つ合ごうのいい展開なんだ。ご都合主義万ばん歳ざいだぜ！

「そうじゃ。現在の世の中を見ろ。世界各地で紛ふん争そうが絶えず、テロ、悪の秘密結けつ社しやなどが溢あふれ、政治は腐ふ敗はいし、道徳は地に堕おちた。消費税（４）は上がり、児童ポルノの取り締まりは厳きびしくなり、各種の規制はますます強まっておる。時代はまさに破は滅めつへと向かっておるのじゃ。これぞまさに世紀末まつ！　新たに始まる二十一世紀を守るために、今こそ誰かが立ち上がらねばならん時なのじゃ」

「一部変へんな箇所があった気もするが、確かにそのとおりだぜ……！」

「そこで、世の中に平和を取り戻したいとワシなりに願って、三十年の歳さい月げつをかけてついにワシはロボットを完成させたのじゃ」

「ス、スゲェぜ博士……！　ロボットなんて、自動車製せい造ぞう工場かＳＦの中だけにしかねぇと思ってたのによ。そのいかにも博士らしい白はく衣いはダテじゃなかったんだな」

「ふっ。眼鏡めがねはダテじゃがな」

「ついでに髪はヅラ……」

「そんなことはどうでもいい。で、是ぜ非ひともお前にパイロットになってほしいのじゃが」

「お、俺が？」

「うむ。お前のように強くて真っ直ぐで正義の心に溢あふれた若者にこそ、ロボットのパイロットはふさわしい」

　俺が巨大ロボットのパイロットに！　そして世界平和のために戦うってのか……！　スゲエぜ。そこらへんの不良を懲こらしめるのとはワケが違う。世界規き模ぼだぜ。まさにさっき俺が願ってたとおりのヒーローじゃねぇか。やったぜ。俺はこういうのを待ってたんだ。俺の中の正義の炎ほのおがメラメラと燃え上がってきやがるぜ！　目指すは兜かぶと甲こう児じだ！

「分かったぜ、博士！　まかせとけ！　世界の平和は俺がキチッと守ってみせらぁ！」

「おお、そうか。よかった。では、早速この紙にサインを」

「サインって、おいおい、そりゃまだ早すぎねぇか。そりゃ、有名になってからじゃ、サインしてやる暇ひまも無くなるかもしれねえけどよ」

「阿あ呆ほうっ！　そうではない。契約書じゃ。お前がロボットのパイロットになるということの」

「契約書……？　んなもん、口くち約束でいいじゃねぇか。それに俺、婚こん姻いん届とか連れん帯たい保証人とかよく分からねぇ書類にはみだりにサインするなって言われてるからな」

「じゃが、それでは給料は出んぞ」

「何？　パイロットとして契約したら金もらえんのか？」

「そりゃそうじゃ。タダ働きなどさせておるのがバレたら、労働基準監かん督とく署しよから何を言われるか分からんからな。もちろん基本給に加えて超ちよう過か勤務手当てもちゃんと出すつもりじゃぞ」

「けど博士、給料出す金なんかあんのかよ？」

「ふっふっふ。心配は無用じゃ。ワシには政界や財界に多くの支援者がおる。そもそも、三十年間の研究費をどこから捻ねん出しゆつしたと思うておるのじゃ」

「そ、それもそうだな。じゃ、遠えん慮りよなく給料はいただくことにするぜ」

　契約書にサインを済ませると、俺は博士の研究所へ向かった。




　研究所に着くと、石いわ走ばしり博士が二階のガラクタ置き場……イヤ、研究室へと案内する。

「巌いわ男およ。これがワシの作ったロボットじゃ」

「なんだ。部屋ん中に収まる程度の大きさなのか。ちょっと期待外はずれだな。で、どこにあるんだよ、それは？」

「ほれ、ここに立っておるじゃろうが」

「ここにって、女の子が一人立ってるだけじゃねぇか。どこにロボットなんて……？」

「この女の子がロボットなのじゃ」

「な、なに……っ？　ちょっと待て博士！　これのどこが巨大ロボットなんだよっ。まるっきり等とう身しん大だいじゃねぇかっ！」

「巌男よ。ワシは巨大ロボットなどとは一度も言うておらんぞ」

「何？　でも、確かに最初……」

「ワシは兄妹ロボットと言うたのじゃ」

「きょ、きょうだいロボット……？」

「そうじゃ。『人類皆みな兄妹』を体現して争い事を解決する驚きよう異いの新発明！　それが兄妹ロボットなのじゃ。力では争いは解決せん。世界に真の平和をもたらすのは、ただ愛のみ！　愛こそが世界を救うのじゃ！　そしてこれこそはその栄はえある試し作さく品ひん第一号『世界の妹早さ蕨わらびもえみ（５）』、通つう称しよう『もえみちゃん一号』じゃ！」

「なっ、なにぃーっ！」

「そして巌いわ男お！　お前は栄光ある世界で最初のパイロットなのじゃ！」

「ちょ、ちょっと待て博士っ！　男がこんなモンに乗れるかよっ！　大体俺おれは巨大ロボットって聞いてたから……」

「ふっふっふ、今いま更さらなにを言うてももう遅いわ。貴き様さまはすでにパイロットとして契約しておる」

「なっ？　テ、テメェまさか、俺が巨大ロボと兄妹ロボを勘かん違ちがいしてるって知ってて……！」

「さあて、何のことやら。そもそも、この契約書にもちゃーんと『兄妹ロボット』と書いてあろうが」

「テメェ、その位置って……！　ずっと親指で隠かくしてやがったな！」

「見苦しいぞ、巌男！　過程はどうあれ、男が一度交わした約束じゃ！　それを今更覆くつがえそうと言うのか？　それでも貴様は男か！」

「うぐ……っ。た、確かに男に二に言ごんはねぇ……。け、けどよ……、俺がそんな可愛かわいらしい女の子の格かつ好こうした等とう身しん大だいロボットに乗り込んで操そう縦じゆうするなんて、ほとんどそりゃ女装じゃねぇか。いくら何でもあんまりだ……。せっかくの硬こう派はが台だい無なしだぜ……」

「なんじゃ。このもえみちゃんは気に入らんのか？　巌男の好みのタイプではなかったか」

[image: ]

「気に入らねぇってワケじゃねぇ。確かに可愛かわいいと思うし、男としてそういう子と付き合うってんなら俺だって異い存ぞんはねぇよ。むしろ大だい歓迎だ。けど、俺がその子になっちまうってのはよ……」

「巌いわ男お……もえみちゃんのパイロットになるのはそんなにイヤなのか？」

「ああ。大体なんで妹なんだよ。弟とか兄あに貴きとか、男ロボットにすることだって出来たはずじゃねぇか」

「じゃが巌男よ。男女平等の世の中とはいっても、まだまだ男社会なのが現実。争い事を起こすのも当然男たちじゃ。そこへ兄あに貴きロボや弟ロボが割って入ったらどうなる？　仲ちゆう裁さいどころか兄弟喧げん嘩かは必至ではないか。男どもの争いを止められるのは、妹しかおらん！　可愛い妹に縋すがられてこそ、男たちも怒る気持ちを鎮しずめるというモノじゃ」

「っていうか、そりゃ博士の個人的なヘンタイ趣味じゃねぇのか！」

「ふっ。これだからバカ学生は。兄妹婚こん（６）なぞ、神話の世界をひもとけば、世界中どこにでも見られるのじゃぞ」

「けどそれはあくまで神話の話だろうが。近親相そう姦かんてのは世界中どこでもタブーだって聞いたことがあるぜ」

「うむ。確かに世界的にタブーじゃ。じゃがな、わざわざ禁止するということは、それだけヤリたがるヤツが多いという証しよう拠こではないか」

「うっ。た、確かに、誰もやりたがらねぇようなことをわざわざ禁止したりはしねぇ……」

「そうじゃ。つまり、『妹と……』というのが世界的にタブーということは、裏を返せば世界中どこでも、男はみんな妹がスキっていう証拠なのじゃ！　ならば、兄妹愛あいの力を持って世界に平和をもたらそうとする、この『兄妹ロボット』の試し作さく品ひん第一号が『世界の妹』となるのは当然ではないか！」

「……博士よ。一つだけ聞いてもいいか」

「なんじゃ？」

「博士、妹はいるのか？」

「いや、ワシは一人っ子じゃ」

「そうか……。それを聞いて少しだけ安心したぜ」

「で、今の説明を聞いて、『妹ロボット』の理由は納なつ得とくしてくれたか？」

「ああ、一応な……」

「では、パイロットは引き受けてくれるな？」

「いや、それとこれとは話が別だぜ。大体、女のロボットを操そう縦じゆうするんなら、男の俺にやらせなくても女のパイロットを探してくりゃいいじゃねぇか」

「今いま更さらそうはいかん。ワシは最初からお前をパイロットに、と考えておった。コックピットの仕し様ようはすでにお前の体格に合わせてある。お前以外には操縦は出来んのじゃ。巌男よ。お前が拒否すれば、このロボットを動かせるものはおらんのじゃ」

「……だけどよぉ」

「……巌いわ男およ。男が女ロボットに乗るのはそこまでイヤか？」

「ああ、イヤだ」

「そうか。そこまで嫌がるのなら、ワシとしても無理は言えんな……。後こう悔かいせんな？」

「どういう意味だ？」

「いや、お前がパイロットになってくれたら、このロボットのモデルの子を紹介してやろうと思っておったのだが……」

「な、何？　ちょっと待て！　モ、モデルがいるのか？」

「無む論ろんじゃ。モデルも無く、こんな精せい巧こうで可愛かわいいロボットを作れると思っておるのか」

「た、確かに言われてみりゃそのとおりだが……。しかし、こんな可愛い子が現実にいるとは……信じられねぇぜ。しかも博士の知り合いに……。まさか娘じゃねぇだろうな」

「まあ、そんなことはどうでも良かろう。お前がパイロットを辞じ退たいするという以上、引き合わせるつもりもないからの」

「まっ、待て！　誰が辞退するなんて言った？　俺は『イヤだ』とは言ったけど、だからって辞退するとは一言も言ってねぇぜ。たとえイヤでも、一度交わした約束は絶対に守るってのが俺のポリシーだ。世の中、イヤだイヤだで通用するモンじゃねえからな」

「ほう。ということは、パイロットを引き受けてくれるか」

「もちろんだぜ！　世界の平和のためだ。断ることは出来ねぇ。それによく見りゃこのロボットだって、結けつ構こうカッコよくて強そうじゃねぇかっ！」

「そうか。そう言ってもらえるとありがたい」

「……でよ、パイロットの件は引き受けたからよ、博士のほうも、モデルの子の紹介、よろしく頼むぜ」

「うむ、楽しみにしておいてくれ……（すまん、許せ（７）。引き合わせたところで、生なま身みのお前とこの子のモデルとは結ばれぬ定めなのだよ。だってこれ、ワシが若い頃に同人仲間と作ったオリジナルキャラだから……）」

「ん？　どうしたんだ博士。急に黙っちまってよ」

「あ、ああいや、別に……。少し昔のことを……」

「そうか。……しかしこのロボット、よく出来てるよな。ほとんど人間と見分けつかねぇぜ」

「まぁな。ワシは造ぞう型けい師しとしてもプロじゃからの」

「けどまぁ、パンツの下までこんな精せい巧こうに……。って、まさかこれ、博士の使用済ずみじゃねぇだろうな？」

「なっ、何をバカなっ！　自分のロボットは自分の娘も同然！　この手でキズモノに出来るワケがあろうかっ！」

「それもそうか」

「そうじゃとも。ちゃんと新しい膜まくに張り替えてあるわい」

「やっぱヤッてんのかっ！」

　うげぇ～っ。どうしよう。触っちまったぜ……。ロボットだってのに、なんか妙みような湿り気があったからヘンだとは思ってたんだが……。

　とにかく石せつ鹼けんで手ぇ洗って消毒だ。ジャーっと。あー、汚ぇ……。

「ところで博士よ。一つ聞きてぇんだが」

「なんじゃ？」

「俺はこのロボットに『乗り込む』んだよな？　中に乗り込んで操そう縦じゆうするんだよな？　コックピットとかパイロットとか言ってたし」

「ああ、そのとおりじゃ。遠えん隔かく操作にすると、敵に電波妨ぼう害がいなどされた時に困るからの。アンテナ部分はどうしても弱点になるし。直接乗り込んで操縦するのが、結局もっとも安全なのじゃ」

「イヤ、そういうことじゃなくてよ」

「なんじゃ？」

「あのよ、俺はこれでも身長百九十近くあるんだぜ。一方のこのロボットは、どう見たって百五十センチちょっとじゃねぇか。どうやって乗り込めってんだよ。入りっこねぇぞ」

「そのことなら心配いらん。ロボットの額ひたいのクリスタルに手を当ててみろ」

「ん？　こうか？」

　言われたとおりにする俺。

　途と端たんにピッと電子音が鳴って、機械音声が喋しやべる。

「パイロット指し紋もん照しよう合ごうシマシタ。パスワードヲ入力シテクダサイ」

「ここでパスワードを入力すれば、お前の体は自動的にロボットの中に乗り込むようになっておる」

「パ、パスワード入力だぁ？　どうやるんだよ」

「音声入力対たい応おうじゃ。口で言えばよい」

「で、パスワードは何なんだ」

「『もえみ、お、お兄ちゃんのことがスキなの』じゃ」

「な、何だそりゃあ？　カッコ悪ぃ！　っていうか、男がそんな気持ち悪ぃこと言えるかよっ！」

「言えぬのか？」

「当然だっ！」

「そうか。貴き様さまも所しよ詮せん、その程度の男だったか」

「なに？」

「いったんは男らしくパイロットを引き受けたくせに、いざ乗り込む段になったら怖おじ気けづくとはな……。お前を男の中の男と見込んだからこそパイロットに指名したのじゃが、どうもワシのダテ眼鏡めがねが曇っておったらしい」

「まっ、待てよ！　俺は何もビビッてるワケじゃねぇ。ただよ、そのパスワードはあんまりにも恥ずかしいっていうか……」

「ふっ、情なさけないものよ。昔の巌いわ男おは言い訳一つせぬまさに硬こう派は中の硬派じゃったが……」

「うぐ……っ！　ク、クソっ！　分かったよ、言やぁいいんだろ、言やぁよ……」

　ちきしょう。こんなこと言ってるところなんざ、これまでぶちのめしてきた不良どもには死んでも見せられねぇぜ……。

「……も、……『もえみ、お兄ちゃんのことがスキなの』……」

　シーン……。何も起こらねぇ。なんでだっ！　せっかく死ぬほど恥ずかしいのを我慢して言ったってのによっ！　これじゃ、恥のかき損じゃねぇかっ！

「おいっ！　博士っ！　なんで何も起こらねぇんだよ」

「パスワードが間違っておるのじゃ」

「なにぃ？　俺はちゃんと言われたとおりに……」

「イヤ。違う。どもる箇所が間違っておる。『も、……もえみ』ではなく『お、お兄ちゃん』が正しいどもり箇所じゃ」

「な、なんだそりゃ？　正しいどもり箇所って……」

「どもる箇所を馬鹿にしてはならんぞ。どこでどもるかで、何に対して一番恥はじらっておるかが分かるのじゃからな。『お、お兄ちゃんのことが』とすることで、実の兄に惚ほれてしまうことへの羞しゆう恥ちと後ろめたさがそこはかとなく漂い、それが絶ぜつ妙みようなスパイスとなって一段と高次のエクスタシーへと我らをいざなうのじゃ！」

「……………。よく分からねぇが、分かった。とにかくどもる箇所を間違えちゃいけねぇんだな。もっかいいくぜ。『モエミ、オ、オニイチャンノコトガスキナノ』……」

　シーン……。やっぱり何も起こらねぇ。

「おいっ！　今度はちゃんと間違えずに言ったぞ。なのになんで何も起こらねぇんだよ」

「声が小さ過ぎるのと棒ぼう読よみ過ぎじゃ。もっと大きな声で感情豊ゆたかに言わんと、音声入力装そう置ちが反応せん」

「な……、こ、こんな恥ずかしいセリフを大声で言えってのか……！」

　こ、これは試し練れんなのか……？　やっぱヒーローたるもの、ロボットに乗り込むにも試練を乗り越えてからでなきゃいけねぇってことなのか……。けどよ、これまで男の中の男としてひたすら男おとこ道みちを歩いてきた俺に、こんな台詞せりふを大声でしかも感情込めて言えなんて、そりゃ神様、あまりにも酷こくってモンだぜ……！

「なんじゃ？　やはり怖いのか？　男、男とイキがってみても所しよ詮せんは……」

「だ、誰が怖おじ気けづいてんだよっ！　ちょっと精神統とう一いつしてただけだ。今から言うところだ。黙って聞いてやがれ」

　チキショウ！　ヤケクソだ！

「『もえみ、お、お兄ちゃんのことがスキなの』……っ！」

　どうだ……っ！　言ってのけたぞ！　やっぱ俺は男だっ！

　その瞬しゆん間かん、クリスタルが光った。と同時に俺の体が小さくなって、クリスタルの中へ引き込まれる。気がつくと俺は操そう縦じゆう席に座っていた。

「ス、スゲェぜ！　まさか俺が小さくなるとは。これだけでも大発明じゃねぇか。見直したぜ博士！」

　といっても、俺の声はコックピット内で虚むなしく反はん響きようするだけ。外には届いてねぇみてぇだ。おいおい、操作方法も分からねぇのに外部と遮しや断だんされちまったら、一体どうすりゃいいんだ？　第一、俺はどうやったら外に出られるのかすら分からねぇってのによ……。

　俺が焦っていると、目の前の巨大モニターに小さな画面が映った。博士の顔だ。助かったぜ。ちゃんと通信は出来るんだな。このまま閉じ込められて餓が死しなんてことになったらどうしようかと思っちまった。博士の不ぶ細さい工くなツラを見てこんなに嬉うれしく思ったのは、多分これまで生きてきて初めての経験だぜ。

「どうじゃ巌いわ男お。ロボットの乗り心地は」

「ああ、悪かねぇ。っていうか、大したモンだぜ博士。マジでよ」

「ではこれから、簡単な操作説明をさせてもらうがいいか？」

「ああ、やってくれ。このまま動かしようがねぇってんじゃ、意味ねぇからな」

「よし。ではまず、手の動きじゃ」

「ああ」

「手の動きは、手元のレバーとボタンで操作する。以上」

「……ホントに簡単な説明だな」

「次に脚あしじゃが、これは足元のペダルで操作する。以上」

「………」

「続いて、外部との交信じゃ。これは少し複雑なので、よく聞け」

「おう」

「まず、コントロールセンターとの通信は常じよう時じつながりっぱなしじゃ。これは切ることは出来ん。つまり、コックピット内のお前と研究室のワシとの交信は途と絶だえることはないから安心せい」

「ああ、分かった」

「次に、そのロボットには外部スピーカーが付いておって、それを通じて他の人間たちと普通に会話を交わすことが出来る。もちろん高性能のボイスチェンジャーを搭とう載さいしておるから、お前の野の太ぶとい声もちゃんと可愛かわいい女の子の声になって出て行く。心配いらん」

「そうか。まあ、どうせ敵と会話なんかする気はねぇけどな。黙ってぶちのめせばすむ話だ」

「そう野や蛮ばんなことを言うでない。どんな時でもまず話し合うことが大切じゃ。話し合って通じないとなれば、堂々とぶちのめす口こう実じつも出来るというものではないか」

「まぁ、確かにな。で、外部スピーカーをオンにするにはどうすりゃいいんだ？　スイッチか何かか？」

「簡単じゃ。相手に向かって『お兄ちゃん』と呼び掛ければよい。それで自動的に外部スピーカーにつながるようになっておる」

「なっ……！　またそれかよ……。いい加か減げん、やめてくれよな……」

「モード切替えで、べつのキーワードを選ぶことも出来るが」

「そ、そうなのか。そいつぁ助かるぜ。どうやって変更するんだ？」

「コントロールパネルでメニュー画面を呼び出し、『オプション』という項目を選択するのじゃ。その中に、『外部スピーカー入力切きり替かえ』というのがあるじゃろ？　そこを開けば、ほかのキーワードの候補が選べる」

「ああ、分かったぜ。えっと……って、『兄にい様さま』『アニキ』『あにぃ』……（以下略）……。これじゃ結局どれだって同じじゃねぇかよ！」

「なら『お兄ちゃん』のままにしておくがいい」

「いや、そいつだけはカンベンだ。そんな、女みてぇな甘ったれた呼び掛け方なんか出来ねぇ。かといって、男の俺にとっちゃ『アニキ』はもっとイヤだしな、そっち系けいみてぇで。『あにさん』も京きよう女おんなみてぇだし……。ま、堅い俺としては『兄様』がギリギリ妥協ラインかな。『兄あに者じや』とかならもっといいんだが、贅ぜい沢たくいっても始まらねぇしよ」

　ピッ、っと。よし、切替え完了。

「終わったか？　では少し試してみよう。ロボットの前に行ってやるから、話しかけてみてくれ」

「ああ、分かった」

　小さい画面が消える。しばらくすると、外の景色を移している大スクリーンに博士の姿が映った。

「さあ、外部スピーカーを試すのじゃ」

　なんだ。外の声はほっといてもちゃんと聞こえるようになってんのか。って、当たり前か……。

　まあいい。とりあえず試すぜ。

　……しかし、この博士に向かって『兄様』って呼び掛けるのは、かなり抵抗があるな。第一、今までずっと『博士』って呼んでたのに、急に人の呼び方なんか変えられねぇよ。

「どうした？　上う手まくいかんか？」

　いや、そう言うワケじゃねぇんだが……。

　ま、いっか。とりあえず『兄にい様さま』って言葉で外部スピーカーつないじまってから、後はいつもどおりに話せばいいしな。

「兄様……」

「おお！　イイ感じじゃ！　その声、その顔、その表情！　ゾクゾクするわい！」

「表情？　表情もついてんのか？」

「表情は今はオート・モードになっておる。発言に一番適した表情を自動的に選択してくれるのじゃ。じゃがその前に、その可愛かわいらしい声で下げ品ひんな口く調ちようはよさんか！　手元に妹いもうと言葉のＡＢＣを書いたテキストがあるじゃろ。それを参考に喋しやべるのじゃ。よいな」

「参考書ぉ？　俺ぁそういう類たぐいは苦にが手てなんだよな」

「じゃが、もえみちゃんの性能を百パーセント発はつ揮きするには是ぜ非ひとも覚えてもらわねばならん。なに、さほど難しいことは書いておらん。すぐに覚えられるはずじゃ」

「えーと何々……。『人に話しかける時は可愛らしく『あのね』から入りましょう』……？　……あのよ、博士」

　プツッ！

　ん？　何だ今のは？

「おい、ちょっと。どうしたんだ博士？　急にスピーカーの調子が……」

　って、ダメだ。切れちまった。一体どうしたんだ？

「巌いわ男およ、聞こえるか？」

　博士の声だ。

「外部スピーカーのスイッチは、設定した呼び掛け以外の言葉で誰かに呼び掛けると自動的に切れてしまうようになっておるのじゃ」

　ってことは、外の奴やつ等らと喋しやべろうと思ったらずっと「兄様」って呼び掛ける以外はねぇってことかっ？　じょっ、冗じよう談だんじゃねぇぜっ！

「おい、兄様！」

「だからその口く調ちようはやめろと言っとるじゃろ！　話しかける時には『あのね』で始めろとテキストにも書いてあろうが！」

「んなこたどうだっていい。とりあえず、外部スピーカーは分かったから、もう普通の通信に戻ろうぜ」

「イヤじゃ」

「な、イ、イヤってこのジジ……いや、兄様、一体どういうこった？」

「ワシはここで喋りたい」

「ふっ、ふざけんなっ。どっちで喋ろうが一緒だろうが」

「馬鹿モン。全然違うわ。モニターで通信する場合、映るのはお前の顔、聞こえるのはお前の声じゃ。じゃが、ここでこうやって話せば見えるのは『もえみちゃん一号』の顔、聞こえるのは『もえみちゃん一号』の声、しかも呼び掛けは常に『兄にい様さま』じゃ！　こんな素晴らしい環かん境きようをなぜ放ほう棄きせねばならん？」

「こ、このヘンタイじじい……」

「言うておくがな、ワシが会話を拒否すれば、お前はそこから脱出する方法を知ることは永久に出来んのじゃぞ。そしてワシはここで直接喋しやべる以外に会話を交わすつもりは無い！」

「ひ、卑ひ怯きようモン……！」

「何とでもお言い。可愛かわいい妹よ」

　ち、畜ちく生しよう。ここは博士に服ふく従じゆうするしかねぇのか。なんかスゲェ屈くつ辱じよくだ。

「で、兄様よ。出る時にはどうやったらいいんだ」

「それは最後に教えてやる。その前に、まず妹いもうと言葉の習しゆう得とく。ついで基本的な操作の練習じゃ」

「ってことは、妹言葉と基本操作をマスターしない限り脱出の仕方も教えてくれねぇってことか？」

「まあそういうことじゃ」

「くっそー、人の弱みに付け込みやがって……。まぁしょうがねぇ。操作の仕方も分からねぇパイロットなんざ必要ねえしな」

「操作よりも妹言葉じゃ。これをマスターせんことには、もえみちゃんの力を百パーセント引き出すことは出来んからな。必ひつ殺さつ技わざを出すにも妹言葉は必ひつ須すなのじゃ」

「また何か恥ずかしいパスワードでも設定してあんのか？　……まぁいい。必殺技も使えねぇロボットなんて、インポになっちまった種たね馬うまみてえなモンだしな。よし！　一いつ瞬しゆんでマスターしてやるぜ！」

　妹言葉って言ったって、所しよ詮せんは日本語。こんなもん、楽勝だぜ。えーと、まずは第一章『妹言葉の語ご尾び活用』からか……。




　一時間ほどで、『妹言葉』の初歩と、基本動作を覚えた。『妹言葉』を使うのにゃ抵抗があるが、操作のほうは基本的にはそれ程ほど難しくねぇ。交互に足を動かせばそのとおりに歩くし、こっちの動きがほぼそのままロボットに伝わるような感じだ。ただ、モノを摑つかんだりするのは結けつ構こう調整が難しいぜ。力を入れ過ぎて壊しちまうか、反対に弱すぎて落としちまう。だがまあ、基本動作は一応マスターだ。敵とケンカするのにデリケートな操作なんざ必要ねぇしな。殴なぐって蹴けれたらそれでいい。

「博はか……兄様。一応基本的な操作はマスターしたぜ。……あと妹言葉も」

「おおそうか。ではとりあえず、今からしばらくの間、妹言葉で喋ってもらおうかの」

「な……。そ、それだけはカンベンしてくれ……。あんな恥ずかしい口く調ちようでなんか喋れねぇ……」

「ならワシもロボットから降りる方法は教えん」

「ぐ……こ、この……」

「どうした？　ほれ、早く喋しやべってみぃ。それともマスターしたというのはハッタリか？　男・岩がん鉄てつ巌いわ男おはただのハッタリ野や郎ろうじゃったのか？」

　チッ、チキショウ。調子に乗りやがって。誰がハッタリ野郎だ。これでも聞きやがれっ！

「……ホ、ホントにマスターしたんだモン兄にい様さまのイジワルっ（８）！」

　ぐああぁぁっ……！　言ってて口が腐りそうな気分だぜ……！　だが、どうだ！　見たか、俺様の修行の成果！

「おおおお……！　す、素晴らしい！　その声、その顔、そのセリフ！　予想をはるかに超える素晴らしさじゃあっ！」

「へっ。どんなもんだ」

「イジワル言って悪かった、もえみちゃん！　兄様を許しておくれ。よし。やはり今後は一いつ切さい妹言葉で話してもらうことにしよう。決定じゃ」

「い、イヤだっ。それだけはっ！」

「ならワシも降りる方法は教えられんぞ」

　くそっ。こいつめ………！　これでも喰らいやがれ！

「……どうして兄様、もえみ（９－１）にイジワルばっかり言うの？」

「はうあっ！　す、すまぬ、もえみちゃん！　兄様は決してそんなつもりでは……！」

「……だったら、普通に喋ってもいい？」

「ああ、いいとも。もえみちゃんの好きなようにしていいんじゃよ」

「ハァハァ……、た、助かったぜ。これ以上妹いもうと言葉を続けたら、マジで血管が切れてクモ膜まく下か出しゆつ血けつを起こすとこだった……」

「くっ。急にまた男口く調ちように戻りおって……。まぁやむを得ん。ワシもあれ以上妹言葉で喋られては理性が崩ほう壊かいしそうじゃったからな。で、次は基本操そう作さじゃな。少し見せてくれ」

「おう。まず、これがジャブ。次にチンへフック入れてからボディへ左アッパーを決めて動きを封じる。で、最後にとどめの右ストレートだ！」

「ぐふぅっ！」

　……って、しまった。つい調子に乗ってホントに博士を殴なぐっちまった。大丈夫か？　……あ、生きてるようだ。良かったぜ。べつに死んだって構やしねぇが、その前にロボットからの脱出の仕方だけは教えてもらわねぇとマズいからな。

「……兄様、大丈夫だったか？」

「全くこのおちゃめさんが。女の子がそんな暴力を振るうもんじゃないぞ。こいつめ」

「やっ、やめねぇか。その気き色しよくワリィ話し方はっ！　……そんなことより良く無事だったな。ロボットによって強化された俺のパンチを喰らっておきながらよ」

「いや、強化されてはおらん。むしろ逆に弱体化しておる」

「な……？」

「そのロボットのパワーは普通よりちょっぴりか弱い女の子程度に設定してあるからの。ちょっとくらいのおちゃめは平気じゃ」

「ふっ、ふざけんなジジ……兄にい様さま！　そんなんでどうやって敵と戦うってんだよ！」

「じゃから、兄妹愛あいの力をもって平和をもたらすと言うたじゃろうが」

「なんなんだよ、その兄妹愛パワーってのは」

「要するにじゃな……」

　ズズーンッ！　博士の説明を邪じや魔まするかのように、突然スゲェ物音が響ひびき渡った。何事だ、一体？

　窓から外を見ると、町中から黒こく煙えんが立ち上ってやがる。そして上空には、ゆ、ＵＦＯ……？　ちょっと待ってくれ。何なんだ、このＢ級ＳＦ映画ばりのいきなりな展開は！

　ＵＦＯが何か喋しやべってやがる。

「地球人どもに告ぐ！　私はエリダヌス座エプシロン星はインセスタブ王国第二王子、Ｃ・スコニーである！　貴き様さまらの将来を、次の選択肢しから選べ！　一、私に服ふく従じゆうして生を得る。二、反抗して絶ぜつ滅めつする。回答時間は一時間だ。それまでに回答の無い場合は、服従の意志無しと見なして一気に殲せん滅めつさせてもらう！　なお、回答用紙に名前が無い場合は無効とさせてもらうからそのつもりで」

「シ、シスコン兄？」

「Ｃ・スコニーじゃ」

「それより何なんだ、アイツは。宇宙人のくせに流りゆう暢ちような日本語喋しやべりやがって……！」

「そんなことよりこれは願ってもないチャンスじゃ！　今こそ『もえみちゃん一号』で出動して、その性能を世界に見せつけるのじゃ！　そして更なるスポンサーを……」

「って、待てよ。こんな弱っちいロボットで、どうやって戦えってんだ」

「何をビビッておる！　世界の平和のために命を賭として戦うのではなかったのか？」

「そ、そりゃそうだが、このまま出向いたってみすみす殺されに行くようなもんじゃねぇか。結果の伴わねぇ努力なんて、本人以外にとっちゃ無む価か値ちだぜ」

「安心せい！　今のもえみちゃんはノーマルモードじゃ。じゃが、もえみちゃん一号は実は変形ロボであり合体ロボなのじゃ！　さあ、緊きん急きゆう事態モードに変形開かい始しじゃ！」

「へ、変形だと！　そんなことが出来んのか。スゲェ！　さすがロボットだ！　で、どうやって変形するんだ？」

「コントロールパネルの変形ボタンを押せばいい」

「よし！　押したぜ！」

　ゴゴゴゴゴ……。振動音とともにロボットの袖そでが少しずつ長くなってくる。スゲエ。ホントに変身ロボだ！　こっから一体どんなふうに……。

　って、なんだ？　手先を少し隠かくしたくらいで止まっちまったぞ。

「おい、博はか……兄にい様さま。変形が途中で止まっちまったんだが」

「いや、すでに完了しておる」

「なに？　袖そでが長くなっただけでか？」

「袖だけではない。服全体が一回り大きめサイズの男物のシャツに変形したのじゃ」

「って、そりゃなんの意味があんだよ。ひょっとして防御力が飛躍的にアップしたとか？」

「いや、ただの布の服じゃ」

「じゃあ一体……？」

「ふっ。自分の手の先を良く見ろ。手の甲こうがすべて隠れて、指三本がようやく覗のぞくくらいになっておるじゃろうが」

「あ、ああ……。だけどこれじゃ、袖が邪じや魔まになってかえって戦いづらいじゃねぇか」

「よく聞け。袖から可愛かわいらしくチョコっと覗いたその指先こそ、人呼んで悪あく魔まの指先『チョコ出し』じゃ！　その指先でくすぐられたら、とろかされずにいられる男おとこ心ごころは存在せん！」

「な、なんだよそりゃ。意味ねぇ！　元に戻すにはどうやりゃいいんだ」

「それを教えている暇ひまはない！　急がねば、町は廃はい墟きよにされてしまうのじゃぞ。はやく出動せんか！」

「そうは言ってもよ……。そうだ。合がつ体たいってのは？」

　変形と比べりゃ合体のほうがはるかに強くなりそうだ。それに、外付けの強力な武器かなにかもあるのかもしれねぇ。

「合体か？　したいのか？」

「ああ、してみてぇ」

「……今ここでワシとするか？」

「な？　が、合体ってのはそういう意味かっ！　こ、このエロジジイっ！　じゃなくてエロ兄様っ！　服を脱ぐんじゃねぇっ！」

　じょ、冗じよう談だんじゃねぇぜ……！　なにが『合体ロボ』だ。そりゃ、確かに合体かもしれねえけどよ……。

「と、とりあえず事態は一いつ刻こくを争うしよ。俺は出動すっから、兄様、サポートしっかり頼んだぜ！」

　逃げるようにして研究所を飛び出す俺。ああ、しかし、タチの悪ぃ男に絡まれる女の子の気持ちが少しだけ分かった気がするぜ。やっぱりあの手の男どもは、キチッとぶちのめしてきて正解だったんだな。俺のやってきたことは正しかったんだ……。




　しかし、出動だっつっても道路を走っていくだけだからな。パニックになった群衆をかき分けて、人の流れに逆行して走るってのは一ひと苦労だぜ。足元には壊れたビルの瓦が礫れきだの割れたガラス片へんだのがゴロゴロしてやがるしよ。走りづれぇっ！

　しかもこのロボット、運動能力は普通の人間よりやや劣る程度だろ。トロくさくってしょうがねぇ。しかも、走らせるためには俺おれ自身の足も同じくらい動かさなきゃならねぇと来てる。あー、もうチキショウっ！　自分で走るほうが百倍早いぜ……！

　ハァハァ……、よーし、とりあえずＵＦＯの真下まで来たぞ。

「博士！　敵の真下に来たぜ。こっからどうすんだ？」

　あー、無線通信だと『兄にい様さま』って呼ばずに済むから楽でいいぜぇ……！

「よし。ではまず、敵を呼び出すのじゃ。さすがにあのＵＦＯで攻撃されてはひとたまりもないからの」

「それもそうだな。よし、呼び出してやるぜ」

　っつっても、外部スピーカーでしか呼び掛けられねぇからな。

　ハッ……！　ってことは、『兄様』なんて呼び掛けんのか？　敵に向かって……？

　カ、カッコ悪ぃ！　そんなの、全然決まらねぇじゃねぇか。絶対にヒーローのやるこっちゃねぇ。男らしさのかけらもねぇぜ……！

「どうしたのじゃ、巌いわ男お。まさかお前、敵を目の前にして……」

「うっせぇ！　怖おじ気けづいちゃいねぇっ！　ちょっと心の準備をしてただけだっ！」

　畜ちく生しよう。仕方ねぇ……！

「兄様！」

　どうだ！　呼んでやったぜ！　さあ、出てきやがれ、この凶きよう悪あく宇宙人めらが！

　お、ＵＦＯの下から光が出て、一人降りてきやがった。

　……って、何だコイツ？　地球人そっくりじゃねぇか！　しかも、貴族風ふうのきらびやかな衣装に身を包んだ長髪美び形けい男……！

　い、イヤだっ！　こんな耽たん美び系けいだと、『兄様』でもそっち系っぽくなっちまう。呼びたくねぇっ！

　まあいい。会話なんざしねぇで黙ってぶっ倒しちまおう。……って、このロボット、全然パワーねぇんだった！　チキショウ。どうしろってんだ。

〔巌男！　今じゃ。必殺兵器、兄妹愛あい発生電波を照しよう射しやじゃ！〕

〔おっと。博士か？　なんでいきなりかぎ括かつ弧こ「　」じゃなく亀きつ甲こう括弧〔　〕に変わってんだ？〕

〔いや、この後は、あの宇宙人との会話と、ワシとの通信とが入り乱れることになるじゃろ？　その時、誰と喋しやべっているのか混乱するといかんのでな。念のためじゃ〕

〔心配しなくても、混乱なんかしねぇよ〕

〔いや、なにもお前だけを心配しての配はい慮りよではない〕

〔じゃあ誰の心配を……？〕

〔………異い次じ元げん人じんとでも言うておこうか〕

　よく分からねぇが、とりあえず兄妹愛あい発生電波だっ！　必殺兵器らしいしな。このボタンを押せばいいのか？　よし、喰らいやがれっ！

　って、発射したけど全然ダメージなんざ与えてねえぞ？

〔おい、博士。野や郎ろう、ピンピンしてるぜ？〕

〔いや、そんなことはない。ヤツの様よう子すをよく見てみろ〕

　様子？　そういや、ちょっと放心したような表情してるが。精神攻こう撃げきでも与えたのか？

　あ、こっちにふらふら近づいてきやがった。

「ロザリー、どうしてこんなところに……？」

　は？　な、なんだそのロザリーってのは？

　おっと、博士からの通信だ。

〔巌いわ男およ。今の、聞いたか？〕

〔ああ、博士。なんか、ロザリーとかなんとか……〕

〔うむ。これこそが兄妹愛発生電波の威い力りよく！　今、ヤツにとってもえみちゃん一号は、自分の可愛かわいい妹ロザリーなのじゃ〕

〔って、ロザリーってのは何モンだよ？〕

〔妹の名前じゃろ。妄もう想そうなのか現実に存在するのかは分からんが〕
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〔こんなすぐに名前が出てくるってこた、現実に存在すんじゃねぇのか〕

〔いやいや、分からんぞ。ワシなど、もえみちゃんを筆ひつ頭とうに妄もう想そうの妹がレギュラーで常に五人はおる。更に予備の控えとして十二人プラスアルファが……〕

〔いや、博士の場合は特殊事じ例れいだからよ……〕

「ロザリー。どうしたのだ、さっきから黙り込んで……？」

　話しかけてきやがったな宇宙人。けど、こっからどうすりゃいいんだ？　ヤツの妹に成りすましたからって、どうしようもねぇじゃねぇか。これで一体どうやって地球を救うんだっ！

〔巌いわ男およ。何を黙りこくっておる。今こそ、妹いもうと言葉で話しかける時じゃ〕

〔そ、そんなモンで話しかけてどうするってんだよっ！〕

〔侵しん略りやくをやめるように可愛かわいくお願いするのじゃ！〕

〔なっ！　正義のヒーローともあろう者が、そんな情なさけねぇ真ま似ねを……。第一お願いしたって断られたら終しまいじゃねぇか〕

〔それなら心配には及ばん。もえみちゃん一号の妹いもうと力りよくの前には、どんな男も無力じゃ〕

〔い、妹力？　なんだそりゃ？〕

〔兄妹愛あいパワーの一つでな。兄あに心ごころを摑つかみ、揺さぶり、果ては奴ど隷れいにまでおとしめてしまう、科学では解かい明めい出来ない驚きよう異いのパワーじゃ〕

〔な、なんかよく分からねぇけど、『科学では解明出来ない驚異のパワー』ってのは科学者のいう台詞せりふじゃねぇな〕

〔構わん。ワシはただの科学者ではなくて、『マッド』の称しよう号ごうを受けておるからの〕

〔……自慢することじゃねぇだろ〕

〔それから念のために言っておくが、ワシは今、お前の会話はすべてもえみちゃんの声に変へん換かんして通信しておる。モニターに映るのももえみちゃんの顔じゃ。したがって、お前が男のままで妹いもうと言葉を聞かれてしまうなどという心配は無用じゃ〕

〔そ、そうなのか？〕

〔大だい体たい考えてもみろ。貴き様さまのその声と顔で妹言葉などを聞かされたら、あまりの悍おぞましさに夜一人でトイレに行けんようになってしまうじゃろ。そうなってはサポートどころではない〕

〔つーかそれが出来るんだったら最初っからモニター越しの通信だけで良かったじゃねぇか！〕

〔阿あ呆ほう！　そうしておったらお前はワシを『兄にい様さま』と呼んでくれておったか？〕

〔呼ぶわけねぇだろ！〕

〔ほれ見たことか！　それならやはり直接その場で語らう以外にないじゃろが！〕

　こ、このジジイは……！

〔まぁ済んだことを今いま更さら言ってもしょうがねぇが。とにかく、俺の声で聞かれてねぇって知って安心したぜっ。それじゃ一発俺の妹力で、この宇宙人めを奴隷にしてみるかっ！〕

〔ああ。頑がん張ばってくれ。ワシもしっかり聞き耳を立てていてやるからな〕

　見てやがれ、シスコン宇宙人。この俺様の妹いもうと言葉で骨抜きにして、地球侵しん略りやくどころじゃねぇようにしてやる。そして俺は地球を救ったヒーローになるんだ！

「ロザリー。大丈夫か？」

「兄にい様さま。何でも……ないの」

　あっ、アブねぇアブねぇ。もう少しで「何でもねぇよ」とか言っちまうところだったぜ。しかしこの妹言葉……。あんまり使い過ぎると、俺のアイデンティティが崩ほう壊かいしちまうな。ほどほどにしとかねぇとこっちが先に参っちまう。

〔巌いわ男およ。今の間の取り方、絶ぜつ妙みようじゃったぞ。いかにも内気ではかなげな妹といった風情ふぜいがよく出ておった〕

〔うっせえ。今のは偶然だ。そんなことで褒ほめられたって嬉うれしかねぇ！〕

　宇宙人が心配そうに肩を抱いてきた。

「病気はもういいのか？　大丈夫か？」

〔びょ、病気？　おい、博士。どういうことだ？〕

〔ううむ。どうやら、さっきの『内気ではかなげな妹』の風情に反応しらたしい。はかなげな妹とくれば、不ふ治じの病に決まっておるからの〕

〔そ、そうなのか……？　とにかくそれなら、無む口くちな様よう子すで攻めてくぜ〕

　そのほうが俺も消しよう耗もうが少なくて済むしな。

「へ、平気……」

　ふぅ。片かた言ことで喋しやべるだけなら、それほど苦痛じゃねぇ。

「本当に平気なのか？　なんだか今日のお前は虚うつろな顔をしているぞ」

「え？　そ、そう……？」

〔マズいぞ巌男。オート・モードでは表情は台詞せりふに対応して変化するから、何も喋らずにいると無表情になってしまうのじゃ〕

〔そ、そうか……。だったら、手動に切り換えよう〕

〔セミ・オートという手もあるぞ〕

〔セミ・オート？〕

〔オートと手動の中間でな。喋っているときの表情は自動選択、黙っている時には手動で表情コントロールが出来る〕

〔お、そいつでいこう。一番楽そうだ〕

　えーっと、モード切替えでセミ・オートを選んで、と。

〔オーケーだ〕

〔それから、手動で表情を操作する時は、もえみちゃん一号の表情をモニターでチェックしながらするようにな。下へ手たしてとんでもない表情をさせてしまう危険がある〕

〔それもそうだな〕

　表情モニタリングは、このボタンだな。おっと。もえみちゃん一号の現在の表情がモニターに映った。

　確かに無表情で怖こえぇぜ。可愛かわいい顔なんだがな。これが今の俺の顔に当たるわけだ。……なんだかなぁ。

「ロザリー。とりあえず宇宙船の中に戻るぞ」

「あ……、はい兄にい様さま」

　チキショウ！　なっ、なにが「はい、兄様」だ……！　男の中の男だったこの俺が、今や無口で内気な妹だなんて……。けど、地球の平和にゃかえられねぇからな。苦く難なんに耐え抜いてこそ、真のヒーローだぜ……！
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［兄side］




　私はＣ・スコニー。エリダヌス座エプシロン星はインセスタブ王国の第二王子だ。今は愛人兼けん秘書であるリリィ一人だけつれて、地球にやってきている。目的は当然、二人きりのバカンス兼地球征せい服ふくである。蛮ばん人じんどもの征服は貴き族ぞくのレジャーであるからな。地球で言うところの狩りに当たると考えていただきたい。

　……ぬ？　何なに故ゆえ、異い星せい人じんであるこの私が、地球の貴族文化などを知っているのだ？

　……いわゆる第六感というヤツだろうか。優秀な狩人かりうどは獲え物ものを見ただけで好物やくせ、餌えさ場ばのありかまで見抜くと聞いたことがあるが、私の場合もそれと同じことであろうか。地球という獲物を目の前にして、直ちよつ感かん的に地球の文化を見抜いたのだ。そうだ。そうに違いない。さすがは私だ。

　とりあえず地球人たちには宣せん戦せん布ふ告こくもしたし、回答まで一時間の猶ゆう予よを与えた。態度を決めるまで、少しリリィと愛を深め合うとするか。愛人と言いながら、まだ手を握った段階でもたついておるからな。宇宙酔よいだとかいって部屋に籠こもっていたが……。

「兄にい様さま！」

　何だ？　今の呼び声は？　私に妹などおらぬはずだが。

　宇宙船から下を見る。一人の可か憐れんな少女がこちらに向かって呼び掛けているのが目に入った。あの姿……。なんというか、その、いくら面めん識しきのない相手とはいえ、いきなり兄様などと呼び掛けられてしまっては、無視するわけにもいかないような気がする。一応、下に降りて直接会って話をしてみるくらいの心の余よ裕ゆうはあったっていいだろう。私は仮にも一国の王子という立場の人間なのだ。常に広い心と深い愛情を胸に抱いている必要がある。

　地上に降りて間近で見てみると、な、なんという可憐さなのだ……。この世にこれほど可憐な少女が実在しようとは……。

「ロザリー、どうしてこんなところに……？」

　……ハッ！　な、何を言っているのだ、私は？　ロザリーだと？　一体どうして私はそんな名前を……？　ロザリーとは一体どこの誰なのだ。

　だが、この少女……。べつにロザリーと呼ばれても怪け訝げんな顔をするわけでもない。むしろ当然といった表情だ。まさか、ひょっとしたら本当にロザリーという名なのではなかろうか。そうだ。そうに決まっている。きっと、私の鋭えい敏びんな第六感は、それを直感的に見抜いたのだ。だからつい、無意識のうちにロザリーと呼び掛けたに違いない。そうだ。決して私のヘンな妄もう想そうから出てきた名前などではないのだ。断じて！　そもそも私にはリリィというれっきとした恋人がいる。ナイスバディで色気ムンムンの、誰もが羨うらやむ美人の恋人が！　その私が、いくら可憐とはいえこんな少女に変な妄想を投とう影えいしたりするはずがない！

　しかし、何なに故ゆえこの少女は惚ほおけたように私の顔を見つめて黙っているのだ？

「ロザリー。どうしたのだ、さっきから黙り込んで？」

「兄にい様さま。何でも……ないの」

　に、兄様……！　何なに故ゆえこの可か憐れんな少女は先さき程ほどから私のことを兄様と呼ぶのか？　しかも、あたかもそれが当然であるかのように。だが、そう呼ばれている私自身、兄様と呼ばれることに何なん等ら抵抗を感じぬ。一体これは……？

　はっ。もしや、私たちは前世で兄妹だったのでは……？　そうだ。きっとそうに違いない。そしてきっと悲しい別れをして、来世での再会を誓ちかい合った間あいだ柄がらなのだ。そして今、二人は運命に導かれてついに再会を果たしたのだ。それ以外に、兄様と呼ばれるのがここまで自然なことたりうる理由が見つからぬ。

　ならば、私は今からこの少女の兄となろう。運命に逆らうわけにはいかぬ。訪れる運命を必然なものとして甘かん受じゆせよ、とは古こ来らいより多くの哲学者たちの説いてきたところだ。なにも、兄様と呼ばれるのが気持ちいいとか、実は妹が欲しかったとか、そういうことは一いつ切さい考えていない。それだけは断言しておこう。

　しかし、先程からの、この少女の憂うれいに満ちたまなざしはどうしたことか。もしや、具合でも悪いのだろうか。

　あり得る。美しく可憐な少女に不ふ治じの病は付き物だ。それが妹とくれば、もう病びよう弱じやくに決まっている。ロザリーもそうなのに違いない。

「病気はもういいのか？　大丈夫か？」

「へ、平気……」

「本当に平気なのか？　なんだか今日のお前は虚うつろな顔をしているぞ」

「え？　そ、そう……？」

　そして再び沈ちん黙もく。

　話しかけてやれば一いつ瞬しゆん表情を取り戻すが、すぐまた黙り込んで虚ろな顔に戻る。一体この少女の憂いの元は何なのだ。この美しい顔から生の輝きを奪った元げん凶きようは何なのだ。

　仮にも兄と呼ばれてしまった私だ。彼女に生命の輝きを取り戻すまで、面めん倒どうをみてやる必要がある。もちろん常にそばに寄り添ってだ。

「ロザリー。とりあえず宇宙船の中に戻るぞ」

「あ……。はい、兄様」

　可憐な少女は何の抵抗も見せず、まるで当たり前のように私の後に従った。なお、付ふ言げんしておくが、私がロザリーを自分の艦かん内ないに連れ込んだのは、あくまで保護が目的である。兄は常に妹のそばに寄り添って、支えてやる義務があるというだけに過ぎん。特に、ロザリーは病弱なのだ。その上、深い悲しみを背負っている。これを放っておくような真ま似ねが赦ゆるされるはずがないではないか。

　船内に戻ると、私はとりあえずロザリーを食堂へ連れて行き、温かい食事を用意した。リリィを呼んできて作らせてもいいのだが、彼女は宇宙酔よいで部屋に引っ込んでいる。わずらわせたくない。

　そうだ。無理して出てきたりしないよう、外から部屋にカギを掛けておこう。これでよし。万一の場合にも、兄妹二人きりの時間を邪じや魔まされる心配はなくなった。……ではない。王子たる私の妹がやってきたというのに、一人部屋でのうのうと寝ていたことへの罪ざい悪あく感かんは、閉じ込められていたという事実によって幾いく分ぶんでも和やわらぐであろう。これも私流の心こころ遣づかいだ。

　食堂に戻ると、ロザリーは相変わらずボーッとしている。食事にも手を付けていない。これは、ひょっとすると、兄の私が戻るまで待っていたのではないか。な、なんという健気けなげな妹なのだ……！

「さ、ロザリー。遠えん慮りよなく食べたまえ」

　思わず込み上げる感かん涙るいを堪こらえながら、さりげなく勧める私。

　といっても、用意したものはトーストと紅茶くらいだが。積んである食料は大たい抵ていが宇宙食なのだから、やむを得ない。地球を征服した暁あかつきには、ここの食材を用いてもっと豪ごう勢せいなモノをたらふく食べさせてやろう。

　ロザリーはしばらくうつむいてじっとこちらを窺うかがっていたが、やがて微かすかに微笑ほほえむと、コクリとうなずいた。

　袖そでからチョコっと覗のぞいた可愛かわいらしい指先で少し不ぶ器き用ようそうにパンを持ち、ハグハグと食べる。その一生懸けん命めいな様さまは、見ていても実に微笑ましい。地球に宣せん戦せん布ふ告こくしたことなど忘れてしまいそうだ。

「うまいか？」

　ロザリーは無言の笑みを浮かべて、コクリとうなずいた。

　内気そうで無む口くちな子だが、笑顔は人ひと懐なつっこい。

「食べたら少し休むか？　疲れただろう？」

　そう話しかけると、ロザリーは無言のまま首を振った。だが、その虚うつろな顔は決して元気そうには見えない。どういうことだろう。この、じっとこちらを見つめる寂しげな瞳ひとみ……。もしや、私のそばから離れたくないのだろうか。そうだ。そうに違いない。

「ロザリー。兄にい様さまがちゃんとそばについていてやるから、安心して休んでいいのだよ」

　優しく肩を抱きながら、目を見つめて微笑む。ロザリーは少しきょとんとした顔をしてから、やがてニッコリと笑った。
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［妹side］




　あー、畜ちく生しようっ！　なんなんだ、この長髪ヤサ男は。っていうか、なんで俺は今、こんなふうにベッドに寝かし付けられて手を握られてるんだ。って、俺の手じゃなくてロボットの手だけどよ。けど、はっきり言って、横になるとコックピットが傾いて、起きてるよりかなり辛つらい状況なんだがな。というより、男にこんなに優しくされたって、はっきり言って気持ち悪ぃだけだ。っていうか、この男、優し過ぎねぇか？　妹に対する兄の思いをはるかに逸いつ脱だつしちまってるような気がする。特にさっき、肩を抱いてきた時のあの目。ありゃ、博士と同類の目ぇしてやがった。おかげでビビッて、笑顔を出すのが一いつ瞬しゆん遅れちまったぜ。

　しかし、無言は楽でいいな。うなずくのと首振るのと、後は微笑。この三つだけとりあえずちゃんとやっておきゃ、俺自身は全ぜん然ぜん妹いもうと言葉なんか使わなくてもいいしよ。兄にい様さまなんて呼び掛ける必要もねぇ。表情なんて所しよ詮せんレバー操作だから、はなっから抵抗はねぇし。

　おっと、通信だ。

〔おい、巌いわ男お〕

〔なんだよ博士？〕

〔さっきから全然喋しやべらんな、お前〕

〔うっせぇな。無む口くちな様よう子すで攻めるって言ったじゃねぇか。それに妹言葉なんか不用意に連発してたら、説得する前に倒れちまう〕

〔いや、なにも悪いと言っているのではないぞ。世の中には無口ではかなげな妹が好きだというヤツも大おお勢ぜいおるしな。じゃが、ワシの好みとしてはやはり多少お茶ちや目めさんのほうが……〕

〔博士の好みなんか知るかっ！〕

〔まぁ確かに。ここはとりあえず宇宙人めの趣味に合わせておくことが大事じゃ。ロザリーとやらはやはり病びよう弱じやくで内気な娘のようじゃしな〕

〔ああ、そんな感じだぜ。ずっと黙ってても、それほどヘンには思ってねぇみてぇだし。第一、いたわり方が異常だぜ〕

〔いや、異常ではない。兄というものは妹に対して、無限の愛を注そそぐのが常なのじゃ〕

〔それは妹のいねぇ博士の勝手な妄もう想そうなんじゃねぇのか……？〕

「ロザリー。なにか欲しいものはあるか？」

　おっと。話しかけてきやがったな。とりあえずなにもいらねぇ。二回首を振るぜ。フルフルっと。そして適当に笑っとけ。

〔見事じゃ、巌男。その一連のコンボを言葉に直すと、『ううん、平気。心配してくれてありがとうお兄ちゃん』といったところじゃな。いかにも健気けなげな妹といった風情ふぜいじゃ。貴き様さまも兄心のツボを摑つかんできたようじゃの〕

〔そっ、そんなモン、摑んじゃいねぇっ！〕

　しかしこの博士は何で自分の口でああいう台詞せりふを吐いて平気でいられるんだ。信じられねぇ神経だぜ。俺なんか、妹いもうと言葉を一言使うたびにＨＰが五〇は削けずられるってのによ……。

　ズシーン……ッ！

　唐とう突とつに、艦かん内ないが揺さぶられるようなものすげぇ音がした。何だ？　今の衝しよう撃げきは？

　宇宙人もたまげた顔してやがる。

「ロザリー、少し様よう子すを見てくるから、お前はここでじっとしていろ」

　いや、じっとしてろって言われても……。俺だってなにが起きたのか知りてぇぜ。

「ロザリー、何なに故ゆえついてくる？」

　うるせぇ。んなモン、俺の勝手だぜ。……とはいってもよ、一いち応おう今はロザリーに成りすましてっからな。まぁいい。黙ってうつむいて、上うわ目め遣づかいで見つめてやれ。適当に勘かん違ちがいしてくれるだろ。

「さ、ロザリー。いい子だからベッドに戻っておいで」

　イヤだっっつってんだろ！　ええい、首振り二回だ。

〔巌いわ男およ、ついでにヤツの袖そでを引っ張るのじゃ！〕

〔袖？　なんでだ？〕

〔いいから言うとおりにせい〕

〔けどよ、俺、ものを摑つかむような微び妙みような操作は苦にが手てなんだよ〕

〔安心せい。袖引ひっ張ぱりはあらかじめ特とく殊しゆ動作としてインプットされておる。操作説明のＥＸ必殺技わざの欄らんに、出し方が載っておるじゃろ〕

〔ああ、これか。分かったぜ〕

　あらよっと。上上下下左右左右ＢＡっと。よし、コマンド入力終了。

　お、うまい具合にヤツの袖を引っ張りやがった。

「ロザリー……？」

〔今じゃ、巌男！　ここで『一人にしないで』とかますのじゃ！〕

〔ふっ、ふざけんなっ！　だっ、誰がそんな台詞言いうかっ！〕

〔恥ずかしがる必要はない。どうせヤツにはロザリーの発言としか聞こえんのじゃからな〕

〔博士は俺の発言として聞いてんだろうがっ！〕

〔安心せい。ワシはあくまでもえみちゃんの発言として聞いておる。この通信も含めてな〕

〔噓うそつけっ！　巌男って呼び掛けてやがるくせにっ！〕

　チキショウ。なにが『一人にしないで』だ。この俺に、そんな女め々めしい台詞が言えるわけがねぇじゃねぇかっ。想像するだけでも鳥とり肌はだが立つぜっ。

　ええいっ。面めん倒どうだ。黙って首でも振っとけ。

「……ロザリー。まさか、寂しいのか……？」

　おおっと。うまい具合に勘違いしてきやがった。当然ここはうなずいておくぜ。

「……分かった。これからはお前を決して離しはしないと兄にい様さまが約束しよう。さ、おいで」

　だ～か～ら～……っ、テメエのその目はヤバいってんだ。大体、自分で自分のことを兄様とか言ってんじゃねぇ。

　ま、いいか。とりあえずこれでヤツにくっついていけることになったしな。人じん生せい何事も前向きに考えていかねぇと。

　って、肩抱だくなっ。このヘンタイ兄あに貴き宇宙人め。歩きにくいじゃねぇかっ。俺はまだ、操作に熟じゆく達たつしたわけじゃねぇんだっ。

　あっ。言ってるそばから転んじまったじゃねぇか。いってぇ～……っ。

〔タダ今ノ攻撃デ、出力五パーセントダウン。胸部バイパスニ軽度ノ亀き裂れつ発生〕

〔な、何だ、今の音声は？〕

〔機体が損そん傷しようを受けると、自動的に機械音おん声せいが知らせてくれるのじゃ〕

　なるほど。いちいちメーター類をチェックしなくてもいいってワケだな。そいつは便利だぜ。

「大丈夫か、ロザリー？」

〔巌いわ男およ、今じゃ。ここですかさず頭をかきながらテレ笑いじゃ！〕

　なにぃ？　なんだそれは。また博士の変な趣味か？　まあいい。どうせレバー操作だけだしな。喋しやべらねぇで済む分には何だってやってやるぜ。頭をかきながら、『照れ』と『笑い』のコンボだな。

　よし。宇宙人めもつられて笑ってやがるぜ。

「相変わらずドジだな、お前は」

　頭をなでてくる。なるほど、ロザリーってヤツはドジなのか。だったら、ちょっとくらい操作ミスしたって平気だな。少し気が楽になったぜ。

　宇宙人に連れられてエレベーターを上がり、展望台みてぇなところに出た。三百六十度モニターに囲まれてて、外の様よう子すが一目瞭りよう然ぜんだ。

　って、なんだこりゃ？　周囲を飛び交う軍用機の数々。地上には戦せん車しやらしきものがうようよ蠢うごめいて……。

　ま、まさか……っ。自衛隊が総そう攻撃しかけにきたんじゃねぇだろうなっ。じょっ、冗じよう談だんじゃねぇぜ。俺がまだ中にいるってのに、このまま撃げき墜ついされたりしたら……。こんな宇宙人と心しん中じゆうは御ご免めんだっ！　あと、こんなロボットの中で死ぬなんて恥さらしな真ま似ねもっ！

　くそっ。それにしても日本の危き機き管理体制でここまで迅じん速そくに自衛隊が出動するとは。さすが有ゆう事じ関連法案が衆議院を通過しただけはあるぜ……！

　宇宙人が傲ごう慢まんに笑いやがる。平気なのか？

「ふふ……、愚おろかな奴やつ等らだ。自ら絶ぜつ滅めつする道を選ぶとは……」

　って、言ったそばからいきなりビーム発射か！　しかもたった一いつ瞬しゆんで、アレだけいた戦闘機を全部灰はいにしちまった……。信じられねぇ。ほとんどこりゃ、ヤマトの波動砲ほう並なみの威い力りよくじゃねぇか。

「お次は地上を掃除しておくか」

　ヤベェッ。下には博士がいる。すこし離れた町外れにいるとはいえ、この威い力りよくで焼き払われたりしたら間違いなく死んじまう。いや、あんなヘンタイは死んだほうが世の為ためだけど、今いま死なれたら俺は一生このままコックピットの中だ。そしたら俺は、死ぬまでロザリーじゃねぇか。そいつはマズいっ。

　イヤイヤ、そうじゃねぇっ。俺は一応これでも世界平和のためにロボットのパイロットを引き受けたんだ。なのにこんなところで町を破壊されるのを黙ってみてたらヒーローとしての名な折おれだぜっ！　男の中の男として、硬こう派は中の硬派として、ここは命いのち懸がけでも阻そ止しするぜ！

　宇宙人の腕にしがみついて、何とかビーム発射を止める俺。宇宙人が、こっちを驚いたように見てやがる。

「ロザリー？」

　ヤベぇ。疑われちまったか？　くそっ。どうやってごまかすかな……。とりあえず首振るか。フルフルっと。

「どうした？　何なに故ゆえ邪じや魔まをする……？」

　ああ、もうっ。チキショウ。なぜもクソもねぇよ。でもとりあえず、もう一回首くび振ふっとくか。

「……？　一体なにが不満なのだ？」

　クソッ。首振ってるだけじゃラチが明かねぇ。こうなったら泣いてごまかすぜ！　そりゃっ。レバー入力っ！

「……ロザリー。泣いているだけでは分からん。さ、お願いだから兄にい様さまに話してくれないか？」

　うっせぇな！　俺だって口で説明出来りゃ、こんな苦労はしねぇんだよっ！　って、べつに口で説明出来ねぇワケじゃねぇけどよ……。でも、こんなヤツに『兄様』なんて呼び掛けるなんて、考えただけでも悍おぞましいし、第一、博士がずっとこっちの会話を傍ぼう受じゆしてやがるんだぜ。それなのに妹いもうと言葉なんか使えっかよ……！

「ロザリー。いつだって兄様には何でも話してくれただろう？　さ、涙を拭ふいて。一いつ体たい何が気にいらなかったのだ？」

　っていうか、膝ひざの上に抱っこすんのはよせっ！　あと、ハンカチで涙を拭くのもっ！　それから頰ほおを寄せて耳元で囁ささやくのもだぁっ！

　おっと。博士からの通信だ。

〔もえみちゃんよ、何故だんまりを決め込んでおる？　今こそ、侵しん略りやくをやめるように説得する絶ぜつ好こうの機会ではないか。何のために妹言葉をマスターしたのじゃ〕

〔なっ？　ちょっと待て！　なんでいきなり『もえみちゃん』呼ばわりなんだテメェっ！〕

〔お前が先さき程ほど自分から言うたのではないか。巌いわ男おと呼び掛けるなと〕

〔う、それは……〕

〔ワシは今からはお前のことをもえみちゃんとしか呼ばん。じゃから安心して、身も心も妹になりきるがよい！〕

〔ふっ、ふざけんじゃねぇっ！　男の中の男・岩がん鉄てつ巌いわ男お様に向かって、なにがもえみちゃんだぁっ！〕

〔男の中の男たるものが、地球の平和よりも自分個人のケチなプライドを優先するのか？　男の中の男が、己おのれの羞しゆう恥ち心しんごときに屈するというのか？　自分自身に打ち勝てぬようなヤツの、どこが男の中の男じゃというのじゃ〕

〔なっ……！　テ、テメェ……！〕

〔まぁ、仕方ない。お前のことを買いかぶり過ぎておったワシにも責任はある。妹として会話が出来んというなら、ワシが今から手取り足取りセリフを言ってやるから、お前はそれをそのままデクの坊ぼうのごとく繰り返すがよい〕

〔ふっ、ふざけんなっ！　会話くらい、俺にだって出来らぁっ！〕

〔ふっふっふ、強がりを言うな。付つけ焼やき刃ばの貴き様さまと違って、ワシは妹のエキスパートじゃ。ワシの言うとおりに言えば間違いはない〕

〔強がりじゃねぇっ！　い、妹になりきるくらい、真の男たる俺にとっちゃ造ぞう作さもねぇことだっ。俺の妹っぷりが付け焼き刃かどうか、そこで耳の穴かっぽじってよーく聞いてやがれ！〕

〔ほう、楽しみじゃな（ってゆーか単純なヤツ……）〕

　くっそー、馬鹿にしやがって……。泣くのはもう終了だ。俺様の見事な会話テクニックで、地球侵しん略りやくを思いとどまらせてみせるぜっ！　見てやがれ、博士！

「兄にい様さま」

「ロザリー。話してくれるかい？」

　く……っ！　こんなヤツを兄様なんて呼ぶのは、や、やっぱ抵抗ありまくりだぜ……っ！　だが、耐えろ！　耐えるんだ、俺！　降り懸かかる試し練れんを果か敢かんに乗り越えてこそ、真のヒーローだぜ！

　とりあえず、これ以上攻撃しねえでくれって頼んでおかねぇとな。それを内気な妹っぽく、か……。『しねえでくれ』は妹いもうと言葉なら『しないで』って感じか……？（９－２）　よし、とりあえずこれで行くぜっ！

「これ以上攻撃……」

　だあぁぁっ！　ダメだあっ！　やっぱり言えねぇよ、そんな口く調ちようでよぉっ！　しょうがねえ。『しないで』を表すために首でも振っておこう。フルフルっと。……どうだ。通じたか？




［兄side］




　私が地上に向けてビームを発射しようとした瞬しゆん間かん、ロザリーが腕にしがみついて邪じや魔まをした。

「どうした……？　何なに故ゆえ邪じや魔まをする？」

　ロザリーは無言で首を振る。

「……？　一体何が不満なのだ？」

　ロザリーはやはり何も答えず、突然涙なみだを零こぼした。い、一体どうしたというのだ。ま、まさか兄であるこの私が、妹を泣かせたなどというわけではあるまいな。妹泣なかせは兄として最低の犯罪行為だぞ。もし兄あに王子が死んで私が王位を継けい承しようした暁あかつきには、妹を泣かせた兄あに貴きはすべて死刑にする法律を作ろうと思っているくらいだ。なのにその私が……。

　と、とにかく、可か憐れんな少女の泣く姿ほど心の痛むものはない。一いつ刻こくも早く泣きやませねば……。

「……ロザリー。泣いているだけでは分からん。さ、お願いだから兄にい様さまに話してくれないか？」

　ロザリーはしゃくり上げながら、やはり無言で首振りだ。

「ロザリー。いつだって兄様には何でも話してくれただろう？　さ、涙を拭ふいて。一いつ体たい何が気にいらなかったのだ？」

　膝ひざの上に抱だっこして、ハンカチで涙を拭いてやる。私の腕に抱かれて、少し落ち着いたようだ。しばらく沈ちん黙もくしたあと、ようやく口を開いた。

「兄様」

「ロザリー。話してくれるかい？」

　ロザリーは少しうつむいた。そして消え入りそうな声で呟つぶやくように言う。

「これ以上攻撃……」

　そして首をフルフルと振る。

「これ以上、攻撃するなということか？」

　ロザリーは黙ってコクリとうなずく。

「だが、何故……？」

　ロザリーは口くち数かず少なく呟く。

「……下にいる人たち……死ん……じゃう……」

　おお、この子は何と心優しいのだ……。あのような原げん住民どものことを思って、ここまで涙するとは……。しかもこのポツリポツリと呟くような口く調ちよう。なんと愛いとおしい！　思わず抱き締めずにはいられんぞ！

「ロザリー。安心おし。下にいる人たちはね、地球人といって、我々とは全く別の、いわば獣けものなのだよ。だから、いくら殺しても構わんのだ」




［妹side2］




　こ、この宇宙人！　俺たち地球人を獣だとぉっ！　テメェこそいたいけな妹を狙ってるケダモノのくせに。なぁにが「いくら殺しても構わん」だっ！　ふざけやがって！　このまますがりつく振りして十字絞じめだっ！　絞め殺してやる！　……って、ダメだ、チキショウ。このロボットのパワーじゃ振りじゃなくて、まんますがりついてるだけじゃねぇか。生なま身みの俺なら、こんな野や郎ろう、三秒で地じ獄ごくへ送ってやれるってのによぉぉ……。




［兄side.2］




　ロザリーは目に涙を浮かべたまま、悲しげに首を振るばかり。そのうち、私の首にすがって再び泣き始めた。参ったな。どうすれば良いのだろうか……。

　ロザリーにこんなに泣かれてはやむを得ん。とりあえず、地球人どもの征せい服ふくはいったん延期するとするか。今はロザリーを泣きやませることのほうが先決だ。

「ロザリー。分かった。とりあえず、侵しん略りやくはいったん延期することにしよう。だからもう泣かないでおくれ」

　幸い、先さき程ほどの一いち撃げきでこちらの力は地球人たちには十分伝わっているだろうから、こちらから停てい戦せんを呼び掛けたとて、さほど不利にはなるまい。

「地球人どもに告ぐ！　こちらの個人的な事情で、回答は四十八時間後ごまで待つことにする。なお、四十八時間以内であっても、こちらに対し攻撃を仕掛けてくる場合にはすべて容よう赦しやなく殲せん滅めつするのでそのつもりで」

　外に向かって一方的に宣言すると、私はロザリーのほうを向き直った。

「これでいいかい？」

　だが、ロザリーは相変わらず無言で首を振るだけだ。

　やれやれ、困った。

「ロザリー。一体これ以上どうしろというのだ。まさか黙って撤てつ退たいしろと言うつもりではあるまいに」

　その時、食堂のドアが開いてリリィのゴージャスな美び貌ぼうと肢し体たいが現れた。だが、何なに故ゆえ？　キチッと外からカギを掛けておいたはずなのに。せっかくのロザリーとの兄妹水みず入いらずの時間が台だい無なしではないかっ！

　まぁいい。私が閉じ込めたと知れたら、また少し面めん倒どうだ。素そ知しらぬ振りをしておこう。

「リリィ。もう、酔いは良いのか？」

「スコニー殿でん下か。私のような者に、そのような温かいお心こころ遣づかい、勿もつ体たいのう存ぞんじます。……シャレは寒うございましたが」

「なにをかしこまっている。そなたと私の間あいだ柄がらではないか。しかも今はバカンスの最中だ。もっと気を楽にして構わんぞ。どうせ他の者はおらんのだ。無ぶ礼れい講こうでよい」

「では、畏おそれながら申し上げます。ただ今、地球人どもへおっしゃったことは一体どういうおつもりなのでしょう？　今回の航こう行こう予定では、地球滞たい在ざい時間は一二〇時間。つまり五日です。なのに、返答まで四十八時間もの余よ裕ゆうを与えてしまっては、もし地球側が抗こう戦せんを選んだ場合、制圧に充てられる日数はたったの三日しかなくなるのですよ」

「なに。三日もあれば充分ではないか。それにそもそも侵しん略りやくというのはスポーツでありレジャーだ。楽しんでやるべき侵略で、あまり結果に拘こう泥でいし過ぎるのは感心せんな」

「お言葉ではございますが、殿でん下かたちの侵略なされた星々は、みな国の貴き重ちような財ざいとなるのですよ。民たみを富ませ、国を豊かにしようというお気持ちがございますのなら、殿下ももう少し真剣に侵略に取り組んでいただきたいのですが。それをレジャーなどと……」

「こら。せっかくのバカンスの最中にまで、そのようなことを持ち出すでない。楽しくやらんか」

「は。出過ぎた発言でした。申し訳ございません」

「いや、よい。気にするな」

「ところで、そちらの方は……？」

　リリィがロザリーへ目をやる。

「あ、ああ。これはロザリーといってな、私の妹だ」

「は、妹……。ロザリー様……でございますか？　一体いつから搭とう乗じようされておられたので？　確か出発時にはお見掛けしなかったと……」

　ギクッ……。つい今しがた、地球から連れてきたなどとは言えん。それではまるで誘ゆう拐かい犯はんだ。もちろん私はロザリーの兄だし、ロザリーは私の妹だ。連れてくることに何なん等ら後ろめたいことなど無い。無いのだが、しかし……。何か適当な口こう実じつを設けねば。

「……じ、実はだな、どうやら貨物室に隠かくれてこっそりついてきたらしくてな。実は私も、気付いたのはつい先さき程ほどなのだ」

「なるほど。……しかし、殿下に妹いもうと君ぎみがおられたなど初はつ耳みみですが……」

「……う、うむ。じ、実は少々ワケありでな。そのことはそれ以上詮せん索さくするでない」

「はっ。申し訳ございません」

「ま、今後よろしく頼む。内気で病びよう弱じやくで人ひと見み知しりが激しいのだが、根は素直で優しい子なのだ。すぐに仲良くなれるであろう」

　ロザリーを膝ひざから降ろし、リリィへ紹介する。ロザリーは私の服にしがみついたまま、顔だけリリィのほうへ向けている。すこし怯おびえているのだろうか。だが、噂うわさでは、リリィは女の子の扱いにかけては右に出る者無なしだという。心配いらぬ。すぐに打ち解けるであろう。

　リリィがロザリーの前にしゃがみ込む。そして、優しい笑顔。

「ロザリー様ですね。初めまして。スコニー殿下の秘書をしております、リリィと申します。以後、よろしくお願いしますね」

　ロザリーは黙ったまま軽く会え釈しやくを返した。リリィが手を差し出す。

「よろしければ、艦かん内ないをご案内いたしますわ。一緒に参られませんか？」

　ロザリーはしばし私とリリィとを見比べていたが、やがてリリィの手を取った。

「では殿でん下か。これより少しロザリー様と艦かん内ないを回って参ります」

「うむ。よろしくな」

「それから殿下」

　行きかけたリリィが立ち止まって振り向く。そして冷たい目で一言。

「妹いもうと君ぎみということは近きん親しんでございましょう。くれぐれも一線を越えたりなさいませぬよう」

　なっ、何を……！　まさか、さっきロザリーを膝ひざの上に乗せていたのを目もく撃げきして誤ご解かいしたのではあるまいな……！　確かにロザリーは、膝上に抱だっこするにはもう大き過ぎる年ねん齢れいかもしれんが、しかし兄妹が仲良くしていて何が悪い……！

　二人は手をつないで、艦の奥へと消えた。私になんの釈しやく明めいもさせずに……。

　まあ良い。どうせ誤解だ。ムキになって弁べん解かいするほうがかえって怪しまれるしな。ロザリーの面めん倒どうはリリィに任せることにしておけば、自然と誤解は解けるであろう。

　それにリリィは生き真ま面じ目めで堅いところもあるが、根は春の日差しのように暖かな女性だ。任せておけば心配いらぬだろう。ロザリーとても、女同どう士しのほうが気楽に話せることもあるであろうしな。例えば……うっぷ。イカン、は、鼻血が……！
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［妹side］




　おいおい、このリリィとかいう女、偉くゴージャスなベッピンじゃねぇか。胸もでけぇし肌はだもキレイだしよ。スーツの襟えり元もとから覗のぞく鎖さ骨こつの具合なんか、よだれが出てきちまうぜ……。あの宇宙人、こんな美人秘ひ書しよがいやがったのか。美人秘書……。な、なんてイヤらしい響ひびきだ！　チキショウ。どうせ雇こ用よう者の立場を利用してあんなことやこんなことやそんなことまでやってるに違いねぇっ！　くそっ、やっぱあの男、生かしておけねぇぜ……。

　おっと、博士から通信だ。なんだよ、せっかくリリィと二人きりだったのに、邪じや魔ますんじゃねぇよ。

〔もえみちゃんよ、何なに故ゆえスコニーから離れる？〕

〔何故ってよぉ、せっかくこんな美人が艦かん内ないを案内してくれるってんだぜ。しかも二人っきりで。あんなヘンタイ男のそばにいるよりこっちのほうがずっといいに決まってんじゃねぇか〕

〔何を言う。スコニーは正常じゃ〕

〔博士から見りゃな……〕

〔それよりワシには、そんな牛うし女おんなにホイホイついていってしまうお前のほうがよっぽど理解不能じゃ〕

〔う、牛女ぁ……？〕

〔そうじゃ。なんじゃ、あのホルスタインのような下げ品ひんな胸は。やはり乳は微び乳にゆうに限る。微乳こそ美び乳にゆうじゃ！〕

〔そうか？　形もイイし、豊ほう満まんでいいじゃねぇか。俺なんか、見てるだけで、後ろから鷲わし摑づかみにしたくなるけどな〕

〔こ、このヘンタイめ……。モニター越しのワシには摑めんと知っていながら、そのような触しよつ覚かく的快かい楽らくを……〕

〔ん……？　ひょっとして博士、俺がこんなゴージャスな美女とお近づきになってるのに嫉しつ妬としてんじゃねぇだろうな？〕

〔バッ、馬鹿を言うでない！　た、確かにワシは現在、姉弟ロボット第二弾『世界のお姉さん・綾あや歌かさん』を製造中じゃが、そしてその必殺技わざは豊満な胸による抱き締めじゃが……〕

〔……なんで妹に関しては堂々としてんのに、お姉さんには照れが入るんだ？〕

〔やかましいっ！　素す敵てきなお姉様を前にして『可愛かわいいおとうと』となった時のワシの心は純粋なチェリーボーイそのものなのじゃ。照れて屈くつ折せつするのは至し極ごく当然であろう〕

〔……やっぱ好きなのか〕

〔そんなことより、スコニーに侵しん略りやくをやめるよう説得することのほうが優ゆう先せん課題ではないのか〕

〔そりゃそうかもしんねぇがよ、一いち応おう艦内の様よう子すも知っといて損はねぇだろ？　なんかさっきの様よう子すじゃ、侵しん略りやくそのものをやめさせるのには手こずりそうだしよ。万まん一いち説得に失敗した場合にも、艦かん内ないの様子が分ってりゃ、動力部をブッ壊すとかなんとか出来るかもしれねぇしよ……〕

〔ほう、お前がそこまで考えていたとは。これは悪かった。見くびっておったわい〕

　お、口から出で任まかせ言ったのに、褒ほめられちまったぜ。

〔艦内に乗ったまま動力部をブッ壊すということは、お前もそのまま死ぬこと間違いなしじゃが、まさかそこまで覚かく悟ごを決めておったとは。さすが男の中の男。健気けなげな妹の鑑かがみじゃな。ワシは惚ほれ直したぞ〕

　げっ…。言われてみりゃ確かにそうだ。こんな上空に浮かんでる状態で、動力部を破壊しちまったら、墜つい落らく間違い無しじゃねぇか。しかし、いったん言っちまった以上は後には引けねぇ。もし説得に失敗したら、俺もこのＵＦＯと心中か。しかも女の子ロボットに乗ったままで……！　男の中の男、岩がん鉄てつ巌いわ男おともあろう者が、女の子ロボット『もえみちゃん』に乗って、シスコン宇宙人の妹ロザリーとして死ぬってのかよ……。くそっ。冗じよう談だんじゃねぇ。そんなの、末まつ代だいまでの恥さらしだ。お、俺は何としてでも説得に成功してみせるぜっ！




「……こちらがこの艦の主しゆ砲ほう、四十六サンチ荷か電でん粒りゆう子し砲ほうです。有ゆう質しつ量りようの荷電粒子を電気的に加速して、初しよ速そくはなんと光速の九十八パーセントにも達します。旧きゆう来らいの火か薬やくの爆発力で推進力を得る方式と異なり煙や二に酸さん化か炭たん素そが出ないため、艦内の空気を常に清せい浄じように保つことが出来ます。このような宇宙船には極めて適した、環かん境きように優しい砲と言えましょう。もう一つ、あちらに見えるのが、レールガン方式を採用した副ふく砲ほうの一五・五サンチ砲で……」

　そんな説明を聞き流しながら艦内を一周してきた。説明の意味はよく分からねぇが、とにかくすごい装備だぜ……。主砲なんか、その気になりゃ星の一つや二つ吹き飛ばせる威い力りよくがあるって話だし、外がい装そうも太陽の中でも三十分は平気だっていうしよ。さすが宇宙人の科学力はスゲェ。こりゃ、地球人の兵器を束にしてかかっても勝ち目ねぇぜ。

　すごいと言や、艦内の装そう飾しよくも随ずい分ぶんと豪ごう華かな造りだよな。廊下に敷き詰められたフカフカの絨じゆう毯たんといい、金ぴかな装飾の施ほどこされた窓まど枠わくやドアといい、ほとんど高級ホテル並みじゃねぇか。軍ぐん用よう艦かんとは思えねぇ。

「ロザリー様」

「……え？」

　びっくりした。いきなり話しかけんじゃねぇよ。でも、声もキレイだぜ、リリィちゃん。

「ロザリー様、先さき程ほどからずっと黙っておられますけど、どうかなさいましたか？」

　い、いや、そういうわけじゃねぇんだが……。とりあえず首を振っておくぜ。

「先程、殿でん下かから病びよう弱じやくでいらっしゃると伺うかがいましたけれど、もしかしてお体の具合がよろしくないとか……」

　くぅ……。同じ気き遣づかわれるにしても、美人の姉ちゃんからだと全然違うぜっ。とりあえず、男たるもの美人にいらねぇ心配かけちゃいけねぇ。平気だってことを示さねぇとな。スマイルだ。レバー入力っ！　うりゃっ！

　よし、リリィも少しホッとしたみてぇだな。

「あの、ロザリー様。もしよろしければ、私の部屋へいらっしゃいませんか？　艦かん内ないの案内と申しましてもかなり広うございましたし、歩き回ってお疲れでしょうから……」

　おお、リリィちゃんの部屋に案内してくれるってか。行くぜ、当然！　女の部屋に誘われて断るなんざ、男じゃねぇっ！　表情はスマイルに入れて、うなずきを二連発だっ！




　リリィの部屋でお茶したり好きなお菓子の話したりしてるうちに、気がついたらもう夜だ。

　………なんで俺は、地球侵しん略りやくにきたコイツらと、当たり前の顔して仲良く食事の準備を手伝ったりしてんだ？　つーか食事の支し度たくなんて、生まれて初めての経験だぜ。しかもロボットに乗って……。

　それはそれとして、リリィとはかなり親しん睦ぼくを深めちまったな。向こうは「女の子同士」って思ってるんでちと後ろめたいが、男たるもの美人と仲良くなれるチャンスをみすみす逃すわけにはいかねぇ。甘える振りしてベタベタしたり出来たしな。あぁ、リリィの乳、でかくて柔らかかったなぁ……。しかもなんか、色いろ々いろ話を聞いたら案あん外がい家庭的なんだよな。子供が好きで、趣味はお菓子作りだとよ。俺も今度一いつ緒しよに作ろうとか誘われちまった。まぁ、リリィとしちゃあ、俺じゃなくてロザリーを誘ったつもりなわけだが。それにしても、話してる時の笑顔、可愛かわいかったなぁ……。最初会った時のきりっとした表情と全然違ってて、いかにも優しいお姉さんって感じでよぉ……。

　あんな素す敵てき笑顔のリリィが休日になるとスコニーの野や郎ろうのために手作りのお菓子作ってるかと思うと……！　くそっ！　羨うらやまし過ぎるぜ、あの変へん態たい王子！　やっぱりアイツだけはいつか殺す！

　がしゃん！

　うおっと。余よ計けいなこと考えてたら、うっかり皿を落としちまった。いけねぇいけねぇ。ったく、宇宙船に陶とう器きなんか積み込んでんじゃねぇ。離り着ちやく陸りくの際に割れちまうだろうが。

　リリィが駆けつけてきた。

「ロザリー様。大丈夫ですか？　お怪け我がは？」

　別に怪我なんざしちゃいねぇ。首振るぜ。フルフル。

「良かった。気をつけてくださいね」

　ホッと安あん堵どすると、リリィはホウキで割れた破は片へんを手早く片付け始める。余よ計けいな手て間ま増ふやしちまったかな。ちょっと申し訳ねぇ気もするぜ。謝っとくか……。

「ごめんなさい……」

　手を止めて振り返るリリィ。

「謝る必要はございません。本来なら家か臣しんたる私がすべて為なすべき仕事ですのに、ロザリー様はわざわざ好意で手伝ってくださっているのですから。私には、そのお気持ちだけで充分ですよ」

　そう言ってニッコリ笑うと、俺の前にしゃがみ込んで頭をなでなで。

「……殿でん下かはロザリー様のようなお優しい妹いもうと君ぎみを持って本当にお幸せだと思います。私は一人っ子でしたから、ロザリー様のような妹が欲しかったですわ」

　ぬあぁ……っ。ふっ、複雑だっ！　こんな美人から好意を示されりゃ俺としたってまんざらじゃねぇが、しかしリリィからすりゃあくまで俺はロザリーでしかねぇとはっ！

〔巌いわ男およ！　今じゃ！　リリィに兄妹愛あい発生電波を照しよう射しやじゃ！〕

〔は？　いきなりなんだ博士？　つか、リリィ相手じゃ女同どう士しだから効かねぇって、さっき言ってなかったか？〕

〔馬鹿もん！　今の台詞せりふを聞いておらなんだのか！　よく聞け。リリィというのを英語から日本語に直せば『百ゆ合り』じゃ！　百合といえば何のシンボルか、言わずとも分かろう！　それがお前を妹に欲しいと言うたんじゃぞ。これならば女同士でも効果てきめんに決まっておる！〕

〔あ、アホか博士は！　リリィはただ親しん愛あいの情じようを表現しただけだろうが！〕

〔アホはそっちじゃ。せっかく素す敵てきなおねいさんをゲット出来るチャンスをみすみす逃すというのか？　妹いもうと力りよくで奴ど隷れいにしてしまえば、後は甘えたい放ほう題だいなのじゃぞ〕

〔ふざけんなっ！　奴隷にして甘えて何が嬉うれしいんだっ！〕

　ったく冗じよう談だんじゃねぇぜ……！　ロザリーの振りして仲良くなってるだけでも情なさけねぇってのに、そんな卑ひ怯きよう臭くさい真ま似ねなんか出来っかよ。

「ロザリー様？　どうかなさいましたか……？」

　おっと。急に黙り込んだせいで心配されちまった。とりあえず、心配いらねぇと首振って、後はにっこり笑顔でも返しとくか。レバー入力！　あらよっと。

　……よし。リリィもホッとしたみてぇだな。とりあえず一緒に割れた皿の片付け手伝うか。

　しっかし見事に割れちまったなぁ。三枚同時だし。ま、別に気にするこたねぇか。割ったって俺の皿じゃねぇし。本物のロザリーも不ぶ器き用ようらしいしよ。それにどうせ安モンだろ、こんなの……。




［兄side］




　久々にロザリーと夕食を共にした。いや、久々どころか、よく考えてみれば初めてではなかろうか。第一、ロザリーとは今日の昼に出会ったばかりだしな。全く、病びよう弱じやくな妹をずっと放ったらかしにして、私も悪い兄だ。反省しなくては。よし。今までのお詫わびに、これからはロザリーのお願いなら何でも聞くと誓ちかおう。

　ロザリーはリリィを手伝って食事の支し度たくなどをしていたが、相変わらずおっちょこちょいなところは直っていないようだ。皿を落として割ること、実に五枚。一枚でも、下しも々じものものなら家の一つも建てられようかという由ゆい緒しよある高級品だというのに。

　だがまあ、幸いケガもしなかったようだし、良かった。何より、ロザリーのあんなに楽しげな顔を見たのは初めてだ。無む論ろん、ロザリーを見たこと自体、今日が初めてなのだが。あの笑顔で見つめられては、皿などどうでもよくなってしまう。少しくらいの不ぶ器き用ようさはかえって微笑ほほえましいくらいだ。本当に、可愛かわいい妹だと心の底から思う。

　リリィともかなり打ち解けてきたようだな。ただ、私とは言葉を交わすが、リリィとはまだほとんど喋しやべらない。うなずくか首を振るか、それだけだ。もともと内気な子だし、まだ少し照れでもあるのだろうか。

　と思っていたら、二人で風ふ呂ろに行ってしまった。なんだ。随ずい分ぶん仲良しではないか。私一人だけ取り残されたようで、少し寂しい気もするな。私も一緒に入ってしまおうか。考えてみれば、リリィと私は恋人同どう士しなのだし、ロザリーとは兄妹だ。何も遠えん慮りよする必要などないではないか。リリィとロザリーを侍はべらせて、両手に花はな状態で入る風呂……ぶはっ！　イカン！　ま、またしても鼻血が……！
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［妹side.2］




　いやぁ、いい風ふ呂ろだったぜ。なんか、初めて「もえみちゃん一号」のことを素晴らしいロボットだと心の底から思えたな。見直したぜ。何だかんだ不満も言ったが、結果的にパイロットになって正解だったな。いい目の保ほ養ようだったぜ。

　背中の流しっことかもしちまったし、俺の人生もはや一いつ片ぺんの悔いなしっ！ってところか。もっとも、残念ながら操そう縦じゆうレバー越しじゃあ肌はだの感かん触しよくやぬくもりは分からねぇんだけどよ。

　そうだ。今日はリリィの部屋へ行って、一緒のベッドで寝ちまうか？　向こうもこっちのことは妹みてぇに可愛かわいがってるし、断りゃしねぇだろ。でへへ……。

　おっと。博士からの通信だ。

〔もえみちゃん！　お前、何を浮かれておるんじゃ〕

〔なっ、なんだよいきなり。っていうか、何でずっと通信してこなかったんだ？　まぁ、こっちからも通信しなかったけどよ……〕

〔かつては硬こう派はの中の硬派じゃったお前が、あんなおねいさんと一緒にデレデレしておる様よう子すなど、情なさけなくてどうして見ていられようか〕

〔ぐっ……！〕

〔一体、お前は自分に与えられた任務の重大さを理解しておるのか？〕

〔そ、そりゃ一応……。スコニーの野や郎ろうを説得して侵しん略りやくを思いとどまらせるんだろ？　世界の平和のためによ〕

〔そうじゃ。昼に艦かん内ないの様子を見て回った時にはっきり分かったが、そやつらの装備には、今の地球人の技術では太た刀ち打うち出来ん。万が一いち開戦となれば、地球人の絶ぜつ滅めつは免まぬがれんのじゃ。貴き様さまは今、全人類の命めい運うんを背負っておるのじゃぞ〕

〔わ、分かってるってばよ……〕

〔分かっておるのなら、さっさとスコニーのヤツを説得せんか。ヤツがこちらに与えた四十八時間のうち、すでに八時間が過ぎ去っておるのじゃぞ。お前はこの貴き重ちような八時間を、リリィとレズビアーンな親しん睦ぼくを深めるためだけに浪ろう費ひしてしまったのじゃ。男のくせに〕

〔俺もリリィもレズじゃねぇ！〕

〔ばかモン。ワシは通信はせなんだが、ちゃんとさっきの背中の流しっこの様子をきっちり録画して分ぶん析せきしておったんじゃ。リリィがもえみちゃん一号の体に這はわせた手の動きには、劣れつ情じようを必死になって抑えようと苦悩する様さまがハッキリとにじみ出ておったわい〕

〔だからそりゃ博士の偏へん見けんだってばよ〕

〔何を言う。ワシはレズに偏見など抱いておらんぞ。むしろ崇すう拝はいしておるくらいじゃ。なにせ可愛い子同どう士しのカップルほど目の保ほ養ようになるものはないからの〕

〔じゃあ何が不満だってんだ〕

〔ワシは何もリリィと親しん睦ぼくを深めることに反対しておるワケではない。ただ、それはリリィを生け捕りにしてきて、地上でゆっくりやれば済むこと。そうすればワシも生なまで観察することが出来て、みんなで幸せになれるというものじゃ。なのにお前は自分一人だけが欲望を遂とげようとして、貴き重ちような時間を八時間も……〕

〔ちっ。そのことは悪かったってばよ。ただしよ、四十八時間以内でも、地球側の攻撃があったら容よう赦しやなく反はん撃げきするとか言ってんだ。そうなっちまったら俺は責任もてねぇぜ〕

〔その点は心配無む用ようじゃ。ちゃんと政府のほうに話はつけてある。もえみちゃん一号が和わ睦ぼく交渉にいっている間は手出しをせんようにとな〕

〔おお。博士、政府にコネがあんのか。見掛けによらず、結けつ構こうな人物じゃねぇか〕

〔なに。そもそももえみちゃん一号の製作を依頼してきたのも政府要よう人じんじゃしな。名は明かせんが〕

〔……そんな国家の中ちゆう枢すうにまで博士の同類が入り込んでんのか。どうりで日本の政治が腐ふ敗はいするワケだぜ〕

〔それより、さっさとスコニーの説得へ行かんか〕

〔い、今からかよ？　もうあいつら、寝てる時間だぜ〕

〔ならば、枕まくらを抱えてスコニーのベッドへ押しかけていくのじゃ〕

〔ベッドに押しかけるだぁ？　それも枕抱えて？〕

〔そうじゃ！　妹が一緒に寝たいとせがんできたら、それを断れる兄など存在せん！　もし断ったとしたら、その時点でそいつは兄失格じゃ！〕

〔……その意見には賛成しかねるが。……分かったよ。とりあえず行ってみるぜ〕

　さすがに、任務のことなんてすっかり忘れちまってた後ろめたさがあるからな。ここはおとなしく従っておくとするか。残り時間も四十時間を切っちまったし。ここでこのまま寝ちまったら、さらに八時間はロスすることになるからな。

　しかし、いよいよ説得か。もう無む口くちの片かた言ことじゃ通用しねぇ……。妹いもうと言葉……。俺の精神が参るのが先か、ヤツが説得されるのが先か。こりゃ時間と根こん性じようの勝負だな。だが俺は根性なら誰にも負けねぇ。くそっ。やってやるぜ！
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［兄side］




　私が寝ようとしていると、ノックの音がした。誰だ？　リリィか？

　ドアを開けると、ロザリーだった。

「兄にい様さま……一緒に寝てもいい？」

　枕まくらを抱えて小こ首くびを傾かしげる。

　くぅ……！　な、なんと言う可愛かわいらしさ……！　しかし、一緒に寝てくれとはなんという嬉うれしい……イヤ、困った申し出だ。こんなところをリリィに見られるわけにはいかん。

「とっ、とにかく、中へお入り」

　部屋に入れると、ロザリーは小走りに私のベッドへ行ってちょこんと腰掛ける。

「どうしたのだ、ロザリー？　一人で寝るのは寂しいか？」

　ロザリーはコクンとうなずく。

　しかし……。いくら兄妹とはいえ、一緒のベッドで寝るのはさすがにまずい。昼にもリリィから、一線を越えないようにと釘くぎを刺されたばかりだ。一緒に寝てやりたいのはヤマヤマだが、白い目で見られたくはない。王子たるもの、欲望に流され……、ではなくて、私し情じように流されているようでは務まらん。愛する妹の願いとはいえ、ここは断らざるを得まい。

「ロザリーよ。一人が寂しいというのであれば、リリィのところへ行ってはどうだ？」

　勿もつ体たいないのを我慢して勧めてみる。

　だが、ロザリーはフルフルと首を振る。

「兄様がいいの」

　うぐぅ……っ！　か、可愛い妹にこんなことを言われてしまっては、断りようがないではないかっ！　ど、どうすれば……。

　はっ。そういえば、私はついさっき、妹のお願いは何でも聞くと心に誓ちかったばかりではなかったか。なのに、誓った矢や先さきからまた妹の願いを断ることばかり考えて……。私はなんという駄だ目めな兄なのだ……。

　イカンぞ。王子たるもの、誓った以上はちゃんと守らねば。人の上に立つ者が信しん義ぎに欠けるような真ま似ねをしては、下しも々じもの者に示しがつかん。

「分かった。お前がそう望むのであれば、一緒に寝ることにしよう」

　大丈夫。リリィが起こしにくる前に起きて、ロザリーを部屋へ戻しておけばよいのだ。それに万まん一いち見つかったとしても、やましいことをしていなければ、何も後ろめたいことはない。堂どう々どうとしていればよいのだ。

　ロザリーを抱いて、布ふ団とんに潜もぐり込む。

　その途と端たんに、ロザリーが私にヒシとしがみつく。よほど寂しかったとみえる。考えてみれば、私は今日までこの子のことをずっと放ったらかしにしてきたのだ。随ずい分ぶん孤独な想いもさせたのだろう。

　私はロザリーの髪をなでてやりながら謝った。

「すまなかった。病びよう弱じやくのお前を今まで放ったらかしたままで。寂しい想いをさせてしまったな」

　ロザリーは黙って首を振る。気にするなと言いたいらしい。な、なんという健気けなげな妹だろうか。病気のくせに、私を気き遣づかって。愛いとおしい。愛おしいぞ。愛おし過ぎて、思わず後ろ指をさされるような真ま似ねをしてしまいそうなほどだぁっ！

「兄にい様さま、あのね……ちょっと、お話があるの」

　ロザリーが切なくあえぐように呟つぶやく。一いつ体たい何の話だろうか。この様よう子すではきっと、言いづらいことに違いないが。言いづらいことか。はて、言いづらいこと……。

　ハ……ッ！　ま、まさかっ！　まさかロザリー、「兄様のことが好き」とか言い出すのではなかろうなっ！

　イヤ、それ以外にあり得ん！　こんな切なげな調子で語りかけるとしたら、色いろ恋こいの話はなし以外にあり得ようか！

　だが、だがそれはマズい！　ロザリーにそんなことを言われてしまっては、私に断ることは出来ない。もちろんそれは、私の理り性せい不足のせいではなく、私の趣味のせいでもなく、ただロザリーのお願いなら何でも聞くと心に誓ちかってしまっているせいだが！　だが、仮にも兄と妹という間あいだ柄がらで、それはあまりにマズ過ぎるではないかっ！

　などという内心の動どう揺ようなど微み塵じんも見せずに、私は穏おだやかに聞き返す。

「なんだい、話というのは？」

「あのね、地球侵しん略りやくのことなの……」

　な？　なんだ……。そうか。そう言えば昼も侵略に反対するような素そ振ぶりを見せていたな。なんだ。そう言うことか。ドキドキして損してしまったではないか。ガッカリさせおって……ん？　ガッカリ？　何なに故ゆえ私がガッカリすることがあろうか。危うく近きん親しん相そう姦かんを免まぬがれたというのに。そうだ。もっと喜んでしかるべきだろう。良かったのだ、これで。本当に良かったと、心の底から喜びが込み上げてくるぞぉ、畜ちく生しようっ！




［妹side］




　おいおい、コイツ、マジで一緒に寝るとは……。博士曰いわく、「妹が一緒に寝たいとせがんできたら、それを断れる兄など存在せん」ってことだったけど、信じられねぇぜ。

　とりあえず、こうなったら逃がさねぇようにしっかり摑つかまえるぜ。ガシッとな。

　ん？　何だコイツ。突然髪かみをなでてきたりして。

「すまなかった。病弱のお前を今まで放ったらかしたままで。寂しい想いをさせてしまったな」

　な？　そう言うつもりでしがみついたんじゃねぇっ！　誤ご解かいすんな、この馬鹿！　とりあえず否定のために首振るぜ。フルフルっと。

　って、何でテメェはそこで涙するんだ？　一体、何をどう勘かん違ちがいしたってんだよ？　わけ分からねぇぜ、コイツっ！

　まぁいい。そんなことより、さっさと本題に入っちまおう。

「兄にい様さま、あのね……ちょっと、お話があるの」

　くうぅ……っ！　やっぱ、この口く調ちようは何べんやってもキビシ過ぎるぜっ！　もう、なんか、やっとの思いで言葉を無理やり吐き出すって感じだな、俺の場合。とてもじゃねぇが、自然な口調なんて不可能だぜ……。だが、挫くじけちゃいけねぇ。己おのれに打ち勝つことなくして真の勝利は摑つかめねぇからな。地球の運命は、すべて俺にかかってるんだ。

「なんだい、話というのは？」

「あのね、地球侵しん略りやくのことなの……」

　ん？　スコニーの野や郎ろう。さっきまで緩みきった顔してたくせに、急に表情が硬くなりやがって。侵略はレジャーとか言ってても、やっぱりそれなりの成果は出してえみてぇだな。ま、当たり前か。俺だって、学校の球きゆう技ぎ大会でさえ勝ち負けにはこだわるしな。そもそも結果に全くこだわらねぇゲームなんざ、面白くも何ともねぇ。

　とはいえ、侵略されるのは困るぜ。

「兄様……。どうして地球を侵略するの……？」

「ロザリー。侵略というのは貴き族ぞくのたしなみなのだよ。これは高こう貴きなスポーツなのだ。それに兄様だって、ただ楽しみのためだけに侵略をしているのではない。昼間リリィも言っていたが、侵略というのは国の領土の拡大であり、つまりは国の民たみに富と財をもたらすのだ。民の暮らしに責任を持たねばならない私たち王族にとって、侵略とは単なるレジャー以上のものなのだ」

　なるほどなぁ……って、それじゃ、侵略される側はどうなるってんだ！　そんなテメェ勝手な理り屈くつが通用するかよっ、このボケ！　よっしゃ。一発泣なき顔で困らせてやれ。

「……でも、そんなことしたら、地球の人たち可哀かわい相そう……」

「だから、それも昼に言っただろう？　地球人などは所しよ詮せんケダモノに過ぎない。私たち人間と同じように考える必要はないのだ。なにもそんなに可哀相に思うことはないのだよ」

　チキショウ……。またしてもケダモノ呼ばわりか。でも俺は一応こいつの妹ってことになってんだから、あんまり地球人に肩入れしちまうとマズかもしれねぇ。とすると、攻めどころは『人も獣けものも命は同じ』ってとこだな。

「……でもね、兄様。地球人だって、兄様や私とおんなじように生きてるんだよ？」

　くっ、くあぁぁぁっ！　いくら地球を救うためとはいえ、さすがに今のセリフはかなり恥ずいぜっ！　「だよ？」がキビシいっ！　「だよ？」がっ！　特に最後の「？」がぁぁっっ！　言ってる自分が大ダメージだぁっ！　最も困難な戦いってのは己自身との戦いだって言うが、まさにそれは真理だぜ！

　しっ、しかし、こちらの恥ずかしさに比例して、効果もデカいみてぇだな。スコニーの野や郎ろう、少し黙りやがった。それがせめてもの救いだぜ。

　ここで追い討うちをかけてぇところだが、さすがに俺のほうもダメージがデカい。少し休んでからでねぇと、これ以上妹いもうと言葉の連発は出来ねぇ。

「ロザリー……」

　チッ。こっちが回復する前に先手を取られたか。

「ロザリー。よく聞いてくれ。どんな生き物であろうと慈いつくしみの心を注そそぐ、お前のその優しさは素晴らしいものだ。だが、悲しいことだが、生きるということは常に……」

　ガクンッ！　ガクガクッ！

　なっ、何だ、この振動は？　とっ、突然もえみちゃん一号の機体が揺れ出した……？

〔胸部バイパスヨリ漏ろう出しゆつシタ冷れい却きやく水すいガ換気ダクトニ混入。強制排はい出しゆつヲ行イマス〕

「どうしたロザリー？　急に咳せき込んだりして？　大丈夫か？」

　分かんねぇよ、んなこと。まさか壊れたりするんじゃねぇだろうな！　ちょっと博士と交信だ。

〔おい！　博士！〕

〔おお、今の振動のことか？〕

〔そうだ。一体何だ、今のはよ？〕

〔機械音おん声せいの説明どおりじゃ。漏れ出した冷却水が換気ダクトに混入したので強制排出しただけじゃ。昼に転んだときに胸部バイパスに亀き裂れつが入っておったからの〕

〔そうか。で、確認すっけど、別に壊れたりはしねぇんだな？〕

〔心配無む用よう。この程度の亀裂で壊れたりはせん〕

〔そうか。なら安心だ。それだけ聞けば充分だ〕

「兄にい様さま、平気だから……」

「そうか。だが無理をするな」

〔ただし言っておくがな〕

〔なんだ？〕

〔機体が壊れる心配はないが、今のまま漏出が続けば、あと丁ちよう度ど二十時間で冷却水はなくなる〕

〔れ、冷却水がなくなったらどうなるんだ？〕

〔冷却水がなくなれば、機体は遠からずオーバーヒートして動けんようになる。ついでにコックピット内も凄すごい熱さになって蒸むし焼きになるかもしれん。重じゆう々じゆう気をつけることじゃ〕

〔な、なにいっ？　蒸し焼きって、そりゃ俺は死んじまうってことかよ〕

〔ああ。じゃがもえみちゃん一号には実質的な破は損そんは生じんから、回収してすぐに元どおりに出来る。安心せい〕

〔そっ、それのどこが安心出来るってんだ！〕

「ロザリー。やはり今日はもう静かに休んだほうが良いのではないか？　話は明日でも良かろう……」

　だっ、駄だ目めだ。行くんじゃねぇ。オーバーヒートしちまう前に説得して、ＵＦＯから降ろしてもらわねぇと、蒸むし焼きになって死んじまう。地球の命めい運うんどころじゃねぇぜっ！

　とっ、とりあえずスコニーの袖そでを摑つかむぜ。上上下下左右左右ＢＡっ！
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［兄side］




「ロザリー。やはり少し静かに休んだほうが良いのではないか？　話は明日でも良かろう……」

　私はそう言うと、ベッドから立ち上がった。私がいてはどうしても話がしたくなってしまうだろうし、それにやはり、一人で広々と寝るほうが体にも良いと思ったからだ。もちろん兄として、ロザリーと一緒に寝てやりたい気持ちはやまやまだったのだが。

　だが、その私の袖そでを、ロザリーの華きや奢しやな手が必死で摑つかんだ。

「どうした……？」

「兄にい様さま……行かないで……」

　何という寂しげな目……。

「そばに、いてほしいのか？」

　ロザリーはコクリとうなずいた。

「……分かった、ロザリー。兄様はここにいる。だから、安心してお休み」

「……」

　ロザリーは黙って首を振る。そして言った。

「兄様。私、こうしてお話し出来るうちにお話ししておきたいの……」

　お話し出来るうちに、だと……！　ま、まさかロザリー。もう長くはないのか……？　可か憐れんな妹に不ふ治じの病は付き物とはいえ、ロザリーの病はそこまで進んでいたのか？　そばにいながら、全く気づいていなかった。なんたること。私は、兄として失格だ……！

　そうと知った以上、やむを得ん。ロザリーのお話しに付き合う他はない。私は再びベッドに戻った。

　その時、ドアがノックされた。今度はリリィに違いない。こんな夜よ更ふけに訪ねてきたということは、その意味するところはただ一つ。ガードの堅い女だったが、ついに結ばれる時が……。はっ！　いかん。ベッドは今、ロザリーが占せん拠きよしてしまっているではないか。それ以前に、ロザリーが私のベッドに寝ているところを見られたら、どうあがいても絶対に何をやっていたか理解され……、ではなく誤ご解かいされることは間違いない！　ど、どうすれば……。

　このままリリィを追い返すなどという勿もつ体たいない真ま似ねは断じて出来ん。かと言って、ロザリーを追い出すことも私には出来ない。い、妹と恋人。なんというジレンマっ！　なんというダブルバインドだっ！　私は一体どちらを取れば……っ！　なんとか三人仲良くやれる方法はないものか……っ！

　再びノックの音。駄だ目めだ。これ以上待たせては、かえって怪しまれる。ドアを開けるしかない。大丈夫だ。私はまだ何もしていない。後ろめたいことなど何一つないのだ。正直に話せばいい。呼吸を整えろ。よし、ドアを開けるぞ。

「やあリリィ。どうした、こんな夜更けに？」

「夜や分ぶん遅く申し訳ございません、殿でん下か。実はロザリー様に、お休み前に何かお飲み物でも差し上げようと、お部屋へ伺うかがったところ、お姿が見当たらなくて……」

「心配いらぬ。ロ、ロザリーならここにいる」

「あ、こちらにおられるのですか。それでしたら安心……」

　言いながら部屋の中を覗のぞき込むリリィ。まずい。ロザリーがベッドの中にいるところを見られたら……！

「……してもよろしいのでしょうか？」

「なっ、なんだ、その冷たい口く調ちようと疑いのまなざしはっ！　い、言っておくが、私はまだ何もしておらんっ！」

「まだ……？　ということは、これから何かなさるおつもりで……？」

「ハ……ッ！　ちっ、違うっ！　なな、何なに故ゆえそなたはそう、物事をねじ曲げて考えるのだ」

「ねじ曲げてはおりません。ただ私は、秘書として誰よりも殿下のことを理解しているだけでございます」

「そ、それは理解ではなく誤ご解かいであろう！」

「私も、そうであってほしいと願っておりますが……」

「だ、大体だな、私にはそなたというれっきとした恋人がいるではないか。なのに、わざわざ別の女に、しかも妹などに手を出すはずがなかろう」

「あら、所しよ詮せん私など、殿下のご趣味を隠かくすためのカモフラージュに過ぎぬのでございましょう？」

「何を言う。私はそなたのことを誰よりも愛している。噓うそではない。私が真に愛しているのはそなただけだ」

「またお戯たわむれを……」

「戯れなどではない。私の目を見ろ。これが噓や冗じよう談だんを言っている目に見えるか？」




［妹side］




　ス、スコニーの野や郎ろう！　この俺様の前で堂どう々どうとリリィを口く説どきやがって……！　当てつけのつもりかテメェ……！

　って、通信だ。何だよ、こんな時に。

〔もえみちゃんよ！　聞こえるか〕

〔ああ、何だよ〕

〔リリィのヤツめはちょいと厄やつ介かいじゃ。あやつの存在のせいで、もえみちゃん一号の妹いもうと力りよくが半はん減げんしておる〕

〔妹力が半減？〕

〔そうじゃ。今、スコニーの心はリリィへの恋心とロザリーへの兄あに心ごころに真っ二つに割れておる。これでは妹いもうと力りよくはスコニーの心の半分にしか作用せん〕

〔なにぃ？　じゃあ、せっかく俺が自分に打ち勝って妹いもうと言葉を連れん射しやしても、効果は半分しか上がらねぇってことかよ〕

〔そういうことじゃ。しかも、今の未み熟じゆくなお前では、精せい々ぜいでもえみちゃん一号の妹力の十分の一程度しか引き出せておらん。したがって、スコニーに与える効果は最大時の二十分の一でしかない〕

〔なっ……！　せっかく俺が死ぬほど恥ずかしい思いをしながら喋しやべっても、たったそんだけの効果しかねぇってのか！〕

〔そうじゃ。このままでは果たしてオーバーヒートするまでに説得出来るかどうか……〕

〔どっ、どうすればいい？〕

〔取るべき手段は二つじゃ。まず第一にリリィを排除し、その上で百パーセントの妹力でスコニーを攻める。それしかない〕

〔リリィを排除？　まさかそれ、殺せって意味か？〕

〔馬鹿もん！　せっかくの素す敵てきなおねいさんを何なに故ゆえ殺さねばならん。言っておくがな、スコニーのヤツめは追い返しても、リリィだけは断だん固ことして地球に引き止めるからの〕

〔……いきなり自分の欲望に素直になったな、博士。『屈くつ折せつしたチェリーボーイの心』はどうしたんだ〕

〔なに、リリィがレズと判明した以上、ワシが『おとうと』化する必要などどこにもないというだけの話じゃよ。今のワシは純粋な一ギャラリーの心しん境きようじゃ〕

〔……あぁ、そうかい。ま、でもまだそのほうが正直で男らしいぜ〕

〔とにかくじゃ。妹力の効果を完全に及ぼすには、まずスコニーのリリィへの気持ちを絶たねばならん。なんとかリリィとスコニーを仲なか違たがいさせるしかない〕

〔仲違いか。要するに、二人の恋こい路じを邪じや魔ますりゃいいんだな？〕

〔そういうことじゃ〕

〔よしっ。任せろ！　望むところだぜっ！　で、百パーセントの妹力ってのはどうやって発はつ揮きするんだ？〕

〔それは簡単じゃ。もえみちゃん一号はパイロットの言葉及び脳のう波はに反応しており、パイロットが妹になりきればなりきるほど、妹力がアップしていくのじゃ。したがって、心の底から妹になりきって妹言葉で喋り続ければ良いのじゃ〕

〔ちょっと待て。俺はさっきからずっと妹言葉を使い続けてるぜ！〕

〔いいや。ずっとではない〕

〔なに？〕

〔現に今ワシとの通信では男おとこ言葉になっておるではないか。それに独り言を言っている時も。これでは心の底まで妹になりきったとは到とう底てい言えん〕

〔ぐっ……！　確かに……〕

〔したがって今よりは、ワシとの通信も、心の中での独り言も、すべて妹いもうと言葉で話すように。あとそれからな、『兄にい様さま』では外部スピーカーがつながってしまう恐れがあるから、ワシのことは『お兄ちゃん』と呼んでおくれ〕

〔わ、分かったよ。仕方ねぇ〕

〔仕方ねぇ？　なんじゃその下げ品ひんな言葉は〕

〔くっ……！　ご、ごめんなさいお兄ちゃん……〕

〔おお、いいんじゃよ、もえみちゃん。ちょっと注意しただけで、何もお兄ちゃんは怒ってはおらんぞ〕

　チッ、チキショウ……！　なんて屈くつ辱じよく的なんだ……！　い、いや。そうじゃねぇ。心の底から妹になりきらなきゃいけねえんだった。ってことは、「あ～んもうっ！　なんて屈辱的なのっ！」ってとこか……じゃなくて、ってとこかな？　………あ～、ヤダもうっ。こっ、心の中でまでこんな口く調ちようを続けなきゃなんないなんてっ。こんなのほとんど地じ獄ごくじゃない。ホントに俺、じゃなくて私、精神崩ほう壊かいしちゃうよぉ～っ！　博士……じゃなくてお兄ちゃんのバカバカバカぁ～っ！

　……ヤ、ヤバい。心の中で独り言言いってるだけで、勝手に自じ滅めつしちまいそうだぜ。

　けど、これでなくちゃ、もえみちゃん一号の妹いもうと力りよくを最大限に発はつ揮きすることは出来ねぇ。この俺様が妹になりきるなんて抵抗ありまくりだけどよ、自分自身に打ち勝ってこそ真の男ってもんだしな。男の中の男になるための試し練れんだってんなら避けて通ることは出来ねぇ。心の底まで妹になりきった時、その時こそ俺が男を極める時だぜっ！　待ってやがれ、ヘンタイ兄あに貴き宇宙人スコニー。男の中の男、岩がん鉄てつ巌いわ男お改め妹の中の妹もえみちゃん一号の妹力を見せてやる。

〔とっ、とにかく博はか……お兄ちゃん。これで後はスコニーとリリィの仲を引き裂けばいいんだよね？〕

〔そういうことじゃ。頑がん張ばれもえみちゃん！　お前の活躍は、しっかりＭＤに録とってあるからの〕

〔やっ、やめてよお兄ちゃん、そういう恥ずかしいマネはっ！〕

〔ぬはぁっ！　はっ、恥じらう妹っ！　たまらんっ！　さっ、最高じゃあぁっ！〕

〔なっ、何言ってんの！　お兄ちゃんのバカっ〕

〔す、すまぬもえみちゃん。じゃが、これも今後の研究のために必要なのじゃ。カンベンしておくれ〕

〔ヤダ。お兄ちゃんなんか嫌いっ。もう口きいてあげないからっ〕

〔ぐふぅっ！　す、拗すねる妹もまた良し……っ！　す、素晴らしいぞ。さっきからまだ一分と経たっておらんのに、すでに妹力は出力五〇パーセントを超えてきておる！　やはりお前をパイロットに選んで正解じゃった。さすがは男の中の男！　まさに天才じゃ！〕

〔へっ！　当然だぜ！〕

　あっ！　し、しまった……！　俺……じゃなくて私、今いま何を……。

〔……今の失言で、再びゼロからやり直しじゃ……〕

　がーん……！　せっかく精神崩ほう壊かいの危機を根こん性じようと男の意い地じでぎりぎり堪こらえながら、体中の穴から血を噴ふき出しそうな思いで頑がん張ばったのに……。

〔とっ、とにかく今からスコニー兄にい様さまとリリィの恋こい路じを邪じや魔まするから、サポートお願いね、お兄ちゃん〕

〔あ、ああ。頑張るのじゃぞ〕
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［兄side］




「……分かってくれたか、リリィ？　私が愛しているのはただ一人、そなただけだということを」

　散さん々ざん言葉を尽くして、ようやくリリィのかたくなな表情が緩み始めた。良かった。ロザリーのことは思いがけぬ危機だったが、かえってリリィを口く説どく千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスとなったようだな。人にん間げん万ばん事じ塞さい翁おうが馬うま。災わざわい転じて福ふくとなす。さすがは私。転んでもただでは起きぬ。

　その時、背後から声がした。

「じゃあ兄にい様さまは、私のことは愛してくれてないの？」

　はぅあ…っ！　ロ、ロザリー……！　なんという切ない声を出すのだ。すまぬ。決してそういうつもりでは……！

「ロザリー。安心するのだ。私はロザリーのことはこの世で一番愛している。当然ではないか」

「でも兄様はリリィが好きなんでしょ……」

「そ、それは確かに否定出来んが、しかしロザリーのこともちゃんと愛している。本当だ」

「じゃあ兄様は、リリィと私のどっちが好き？」

　ぬぐぅっ！　な、なんという答えにくい質問を！　お、落ち着くのだ。こういうところで言葉を誤っては取り返しがつかん。冷静にかつ沈ちん着ちやくに、二兎とを同時に追える言葉を吟ぎん味みするのだ。

「……その、ロザリーに注そそぐ愛とリリィに向ける愛とは似にて非ひなるものなのだ。つまりだな、私はロザリーのことを確かにこの世で一番愛しているが、また同時に……」

「兄様、この世で一番愛してるのは私だけど、あの世にいってまで愛するのはリリィのほうってこと……？」

　はっ！　あ、あの世にいってまで……？　ロ、ロザリー……。そう言えばロザリーはもう長くはないのだ。死期を目前にしたロザリーに対して、「この世で一番」という言い方はあまりにも無む神経ではなかったか。それではまるで、死んだらそれでお終しまいと言っているようなものではないか。見よ、このロザリーの寂しげな顔を。

「ロザリー。安心おし。私はこの世でもあの世でも、ずっとお前のことだけを愛しているよ」

　かたわらに座って、優しく肩を抱いてやる。

「ただな、家族に向ける愛情と、恋人に向ける愛情とは、必ずしも同一のものではないのだ。ロザリーとて、父ちち上うえや母はは上うえ、私などを愛するのと、どこかの男に恋するのとでは違うだろう？」

「でも私、兄様のこと、好きだよ……」

「だ、だからだな、その好きというのは、あくまで家族として好きなのであって、何も私を恋の相手と見なしているわけではなかろう？」

「ひょっとして、私が兄様のこと好きになっちゃ迷めい惑わく……？」

　め、迷惑なわけがあろうか…！　兄として、むしろ望むところだ！　ただ、今は少しまずい。リリィが聞いている。出来ればそういうことは二人きりの時に……。

　とりあえず、リリィに弁べん解かいをした上で、すこし席を外してもらおう。今はそれしかない。

「ロ、ロザリー。すまないが、兄にい様さまは少しリリィと話さねばならんことがあってな。ちょっとだけ待っていてくれるか？」

「ヤダ」

「や、ヤダって、それはまた何なに故ゆえに？　心配せずとも、ちゃんとすぐに戻ってくる」

「兄様、いつもそう言って、結局私のことなんか放ったらかしだもん……」

　はうぅっ！　い、痛いところを……！　確かに、今日までロザリーのことはまるきり放ったらかしていた私だ。かような不安を覚えるのも無理からぬこと。となれば、ロザリーを一人おいて部屋を出るわけにはいかん。

「分かった。もうこれからは決してロザリーを一人にはしないと、約束しよう」

　ロザリーは満足そうにうなずく。

　が、しかしここからどうすれば良いのだ？　この場から離れず、ロザリーの求愛を受け止めつつ、なおかつリリィから白い目で見られずに済むような道が、果たしてあるのか？

　いや、それは不可能だ。少なくとも、いったんリリィとロザリーを別々に隔かく離りしなければどうしようもない。だが、ここでリリィに退さがるよう命じれば、明らかに疑われてしまう。かと言って、ロザリーを決して一人にしないと約束した以上、ロザリーを部屋に返すことも出来ん。ああ、だからお話などせずにさっさと眠っていれば良かったのだ。

　はっ……！　そうだ。それだ。ロザリーが眠ってしまえば、とりあえず当面の危機は回かい避ひ出来る。そして、その間にリリィに弁べん解かいして、私がロザリーの気持ちを受け止めたとしても白い目で見ないよう言いくるめてしまうのだ。これだ。これしかないっ！

「リリィ、すまないが、何か飲み物を用意してくれないか。ロザリーの分と私の分、そしてそなたの分だ。なるべく早くな」

「は、かしこまりました」

　なるべく早くと言っておかんと、リリィを追い出して二人きりになるための口こう実じつと思われては困るからな。もちろんリリィが勘かん違ちがいして気を利かせ、このまま私とロザリーを二人きりにしてくれても構いはしないのだが。

　いや、それは駄だ目めだ。せっかくさっき口く説どいていい感じになったのに、そんなことになったらぶち壊しだ。私は、二兎とを追って一兎も得られないような無能な猟りよう師しとは違う。目の前の獲え物ものは残さず仕し留とめるのが私の流りゆう儀ぎだ。

　いやいや、そうではない。一人よりも二人、二人よりも万人に注そそがれる愛こそが、一国の王子として、人の上に立つ者として、ふさわしい愛のかたちではないか。私は今、その博はく愛あいの精神を実践しようとしているだけなのだ！　何と素晴らしい。まさに愛あい欲よくの権ごん化げ……ではなくて愛の化け身しん！

「お待たせいたしました」

「おお、早かったな」

　カップを手に取りながら、さりげなく睡すい眠みん薬やくを入れる。そしてロザリーに手渡す。本来はリリィに使うつもりで用意してきたものだが、状況に合わせて臨りん機き応おう変へんかつ柔軟な対応をしてゆかねばな。
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　何だろ？　何かこのお茶、変に苦にがい味が……。まぁ、スコニー兄にい様さまは宇宙人だし、地球のお茶とは違うのかな。でも晩ばん御ご飯はんの時は地球とあんまり変わらない食卓だったけど。

　それはそうと、なんだか凄すごく眠い……。ふわぁ……どうしたんだろ、急に……。ダメだよぉ、早く説得しちゃわないと、残り時間がもぉ……。

　あぁ、もうダメ……、起きてられない……、と、とりあえず、表情だけは寝ね顔がおにしておかないと……、うぅ～っ、まさか夢の中で男おとこ言葉に戻って妹いもうと力りよくの出力ゼロからやり直しなんてことは……ないよね……。がくり。すぴ～……………。




［兄side.2］




　飲み干すと、ロザリーは即そく座ざに眠りに落ちた。素晴らしい効き目だ。

　それにしてもなんという無防備な、ではなく、幸せそうな寝顔。見ているだけで、私までなんだかほのぼのしてくる。いつまでもこうやって眺ながめていたいくらいだ。

　だが、残念ながら今はそれは出来ぬ。ロザリーが眠りについている間に、リリィに申し開きをしておかねば。

「リリィ。少し良いか？」

「はい？　何でございましょう」

「うむ……。ここではなんだ。すこし場所を変えよう」

　私はリリィを連れて、ブリッジへと上がった。眼がん下かに広がる夜景が美しい。地球人どもの文明も、こうして我が目を楽しませてくれる分には結けつ構こうなものだ。

　だが、地球人を全ぜん滅めつさせた暁あかつきには、このような夜景はもはや望めんのだな。おとなしく降こう伏ふくしてくれれば良いのだが。私としても、生き物を殺すことはあまり好まん。

　……地球人も、私やロザリー同様に生きている、か。

　しかし、ロザリーは何なに故ゆえ、あれほどまで侵しん略りやくに反対なのだろう。私は常に善ぜん政せいをしいてきたし、領りよう民みんたちは皆幸せに暮らしている。地球とて、我が支配下に入れば必ずや幸福になれるに違いないのに……。

「殿でん下か。お話とは……？」

「あ、ああ。ロザリーのことなのだが……」

　さて、何から話すのが最も効果的だろうか……。

「……実はな、ロザリーはもう長くはないのだ。あの子自身、もはや死し期きを悟さとっているらしい……」

　リリィの顔に驚きの色が浮かぶ。

「病びよう弱じやくとは伺うかがっておりましたが……。まさか、そんな……。まだあんなにお若いのに……」

　効果てきめん。堅い素そ振ぶりはしていても、情じようの厚い女だ。ロザリーとは今日会ったばかりなのに、ここまで悲しんでくれるとは。兄として、なにか感謝したいような気にさえなる。

　だが、ここまで同情してくれるなら、死期の近づいた妹の願いをなんでも叶かなえてやりたいという私の気持ちは充分に理解してくれるはず。これでもはや、誤ご解かいされて白い目で見られる心配はなかろう。

　が、私から言うよりも、リリィから勧められた結果ロザリーの気持ちを受け入れるという体てい裁さいのほうがより好ましい。どんな時でも常に最さい善ぜんを目指すのが私のモットーだ。

　私はリリィに背を向けたまま言った。

「……私は兄として、ロザリーが生きている間はあの子の願いを何でも聞いてやりたいと思っているのだ。だが……」

「……お察しいたします」

　リリィが痛ましげな声を出す。

　私は額ひたいに手を当て、床を見つめた。

「リリィよ……。正直な話、私にはもはやどうしてよいか分からんのだ。私は兄として、ロザリーを心から愛している。兄だからこそ、妹の願いは聞いてやりたい。だが、兄だからこそ妹の想いを受け入れてやれぬ。この皮ひ肉にくな運命を前に、一いつ体たい私はどうすればよいのだ……？」

「殿下……」

「………。兄妹でさえなければ、こんな苦しい思いは……」

　思わず私の目から涙が零こぼれ、床を濡ぬらした。リリィはそんな私を無言で見守る。

　私は顔を背そむけたまま、そっと涙を拭ぬぐった。

「……すまぬ。情なさけないところを見せてしまったな」

「いいえ、とんでもございません。ロザリー様を想う殿下のお気持ちは素晴らしいものです。今零こぼされた涙は称しよう賛さんされこそすれ、決して恥となるものではございません」

　リリィの言葉は静かで暖かい。耳に届くその声は、あたかも揺ゆり籃かごで聞いた母はは上うえの子こ守もり歌のように私の心を和なごませる。私はまるで何も分からぬ幼おさ子なごのようにリリィに問うた。

「リリィよ。教えてくれ。私は一体どうすればよいのだ……」

　しばらく間があった。リリィはしばし睫まつげを伏せる。床を見つめる瞳ひとみが逡しゆん巡じゆんするように動いた。

　やがてリリィは目をあげ、決然と言った。

「一国の王子の秘ひ書しよとしてあるまじき発言ではありますが、私は一人の人間として、時には世間の倫理や道徳あるいは法をやぶってでも守るべきものがあると信じます」

　その断だん固こたる口く調ちように、私は少し驚いた顔でリリィを見る。

　リリィは続ける。

「私は、兄である殿でん下かを慕したうロザリー様を非難しようとは思いません。残された命を殿下のために燃やし尽くそうというのでしたら、その意思を尊そん重ちようすることがロザリー様の尊そん厳げんを守ることだと考えます」

　リリィは少し言葉を切る。そして、緊きん張ちようして続きを待つ私に、穏おだやかな微笑で言った。

「もちろん殿下は殿下の可能な範はん囲いで、ロザリー様のお気持ちを受け入れて差し上げればよいと存じます。無理をなさる必要はございません」

　その言葉はまるで、暗あん雲うんの隙すき間まから差し込む光のように、私の心に入り込んだ。

「私の可能な範囲で……」

　私の辞書に不可能の文字はない。ということは、私の可能な範囲で受け入れるということ、これすなわち全面的に受け入れるということ。おお、リリィがそこまで言ってくれるとは。世の独占欲よくの権ごん化げのような女どもとはやはりひと味違う。さすが私の見込んだ女。

　リリィが穏やかな微笑に微かすかな憂うれいを交えて言った。

「先さき程ほど、私を愛しているとおっしゃったことは、しばしお忘れください。今はただ、ロザリー様のことだけを考え、ロザリー様のためだけに生きて差し上げてくださいませ」

　なんという健気けなげで切ない台詞せりふ。

　だが、今の発言はつまり、「私はいつまでも待ってますから」という意味だ。すなわち、当面はリリィは保ほ留りゆう状態にしておいて、ロザリーに全力投球しても構わんということだ。しかも、ロザリーに全力投球していても、リリィは決して白い目では見ませんと、そういうことだ。

　なんと素晴らしい。完かん璧ぺきだ。まさに私の計画どおり。二兎とを同時に追うのではなく、一兎は保留状態にして確実に一兎ずつ仕し留とめる。一人一いつ殺さつの心構えだ。とにかくこれで安心して、思う存ぞん分ぶんロザリーに添そい寝ねしてやれる。

「そなたの進言、有あり難がたく思うぞ」

　私は心から礼を述べた。そしてリリィを部屋へ退さがらせると、自分の部屋へ取って返した。

　ロザリーは相変わらず幸せそうな寝ね顔がおだ。あまりの無防備……いや、無む邪じや気きさに、思わず笑みが零こぼれる。私は隣となりに横になると、ロザリーの小さな体を抱いて寝た。
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　……朝か。どうやらあのまま寝ちま……ゃったみたい。あ、アブないアブない。もう少しでうっかり男おとこ言葉で考えちゃうとこだった。けど、寝起きですぐの寝ぼけた状態でもちゃあんとこの口く調ちようを維持してるなんて、さっすが私。意思の固さじゃ世界一っ！　着実に男を極めつつあるよねっ！　えへへっ。

　そ、そんなことより今いま何時だろ。昨日の晩の十一時で、冷れい却きやく水すいがなくなっちゃうまで残り二十時間だったから……。時計はどこかな……。

　って、な、何っ？　なんでスコニー兄にい様さまが一緒の布ふ団とんで寝てるのっ？　……あ、そうか。ここって、スコニー兄様のベッドだっけ。私から一緒に寝てって頼んだんだった。

　けど、寝てる間に変なコトされたりしてないでしょうね……。男おとこ道みちを爆ばく走そう中の私が男にイタズラされちゃったりなんかしたら、ホントに泣くに泣けなくなっちゃうよ。

〔心配は無用じゃ、もえみちゃん〕

〔…って、お兄ちゃん？　唐とう突とつに何？　ってゆーか、何で私の考えてること……？〕

〔そりゃもう、お兄ちゃんはいつでももえみちゃんのコトを思っておるからな。もえみちゃんの考えることは何でも分かる〕

〔う、嬉うれしいような気き色しよく悪いような……。それよりホントに大丈夫なの？　何もされてない？〕

〔うむ。ワシも多た少しよう心配で一晩中起おきて監かん視ししておったが、一いつ切さい手出しはせなんだ〕

〔わりと理性的なんだね……。ちょっと意外。少し見直したかも〕

〔まぁ、眠ってしまった妹なぞ、ただの年下の女の子に過ぎんからな。やはり『お兄ちゃん』と呼び掛けてくれてこその妹じゃ。スコニーとやら、よくわきまえておる。敵ながら、実にあっぱれな兄っぷりじゃ〕

〔…………〕

〔それより、現在の時刻は八時二十分。冷却水がなくなるまで残り時間は十時間と少しじゃ〕

〔え～っ！　もうたったのそれだけ？　どうしよ～っ。急がないと……〕

〔慌あわてるでない。現時点ですでに冷却水は四〇パーセント以上漏ろう出しゆつしておる。機体の冷却能力もそれだけ低下しておるから、焦って激しい運動をしてはいかん。機体温おんが冷却能力以上に上昇すれば、冷却水が残っていようとオーバーヒートするのじゃから〕

〔はぁい。今日は一日ベッドでおとなしくしてます……。くすん〕

〔そ、そんな悲しげな顔をせんでおくれ。お兄ちゃんはただ、もえみちゃんの身を気き遣づかって……〕

〔分かってる。ただ、もうお外で遊べないと思ったらちょっぴり悲しくなっちゃって……〕

〔ぬうぅ……！　おそるべし。もはや身も心も完全に『明るく無む邪じや気きだけど病びよう弱じやくな妹』になりきっておるな。表面的に硬こう派はであればあるほどその内面の奥おく底そこには熱き性せい戯ぎの炎ほのおが萌もえ盛っておるというが、まさにそのとおりじゃの〕

〔そりゃ、私は正義のヒーローだもん〕

〔くっ、惜しい！　そこは『私はお兄ちゃんの妹だもんっ』がベストじゃったのじゃが……。とにかく、今や妹いもうと力りよくは出力九〇パーセントを超えておる。これでスコニーめを叩たたけばイチコロじゃ〕

〔うん。分かった。とにかく叩き起こすね〕

〔いや、叩き起こしてはならん。何度か呼び掛けた後にやおら馬乗りになって、ホッペをグリグリするのじゃ。台詞せりふはもちろん『起きないとイタズラしちゃうぞ～っ』で決まりじゃ！〕

〔そ、そんなのでホントに起こせるの……？〕

〔それで起きなんだら、それこそまさに千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス！　超ちよう必ひつ殺さつ技わざ、『ドキドキしながらお目覚めのチュウ』をかますのじゃ〕

〔お、『お目覚めのチュウ』……？　そ、そんな、ハズかしい……〕

〔それじゃ！　その恥じらいとときめきと好こう奇き心しんが三さん位み一いつ体たいとなって放たれた『お目覚めのチュウ』の前には、どんな兄も無力じゃ！〕

〔…………〕

　ま、まぁ、どうせ機体越ごしだからいっか。とりあえず、まず何回か呼び掛けて……。

「兄にい様さま。スコニー兄様……」

「ああ、ロザリー……。おはよう」

　げっ。な、何でこんなに寝起きがいいの？　呼び掛けただけで起きちゃった……。まぁいっか。『お目覚めのチュウ』なんて、やっぱり悍おぞましいもんね。

　スコニー兄様がベッドから起き上がる。そしてこっちに手を差し出す。

「さあ、ロザリー。一緒に目覚めのシャワーを浴びにゆこうか」

「え？　い、一緒に……？　って、兄様……」

「何を戸と惑まどっている？　昨夜、約束したではないか。どんな時でも決してお前のことを一人にはしない、と」

「そ、それはそう……だけど……」

　ど、どうしよぉ～っ。

〔お兄ちゃん、今のスコニー兄様の発言、聞いてた？〕

〔ああ、聞こえておったぞ〕

〔ど、どうすればいいかな？〕

〔そりゃ当然、仲良く一緒にシャワーに行くしかあるまい〕

〔……だ、大丈夫かな？〕

〔安心せい。自分からは決して手出しをせず、ひたすら妹から迫ってくるのを待つ。それが正しい『お兄ちゃん道どう』というものじゃ。それに見たところ、スコニーとやらは相当鍛きたえられた「お兄ちゃん」と見える。もえみちゃんがスコニーに迫らん限り、何の心配もいらぬ〕

〔だ、だけど……。お湯なんか浴びちゃったら機体の温度が上昇しちゃわない？〕

〔安心せい。水シャワーにすればむしろ機体は冷やされる。心配無む用ようじゃ。第一、兄妹でシャワーという美お味いしいシチュエーションをみすみす逃すような勿もつ体たいない真ま似ねは出来ん〕

〔……勿体ないって、お兄ちゃん、スコニー兄にい様さまのハダカなんかに興きよう味みあるの？〕

〔ハッ！　い、言われてみれば確かに、もえみちゃんの目カメラに映るのはスコニーのヤツめの裸体のみ！　もえみちゃんのシャワーシーンはワシのモニターには映らんっ！　ワ、ワシとしたことが、兄妹で仲良くお風ふ呂ろというシチュエーションに目を曇らされておった……！〕

〔………〕

〔と、とにかくそうとなれば話は別じゃ！　断だん固ことしてスコニーの誘いは断れ！　そんなヤツと一緒にシャワーなど、お兄ちゃんは断じて許さん！〕

〔お、怒んないでよ。私だって初めっから断るつもりだったよぉ。だから、どうやって断ったらいいの？〕

〔仮け病びようじゃろうな。熱っぽいとかなんとか言えばよかろう。なに、普段から病びよう弱じやくなお前のこと。疑ったりはすまいて〕

〔はぁーい、分かった。やってみる〕

　なるほど。仮病かぁ。

　あ、スコニー兄様が急せかしてる。

「ロザリー。どうした？　行かぬのか？」

「う、うん……。ちょっと熱っぽいから、シャワーはやめとく」

「なに？　熱があるのか？　ちょ、ちょっとおでこを出してみろ」

　ぴったりとおでこをくっつけるスコニー兄様。こんなに顔が接近すると、ちょっとゾクッとしちゃうかも。悍おぞましくて……。なーんてねっ。こんな口く調ちようで考えてる私のほうが、よっぽど悍ましいよね。てへっ。

　あ、スコニー兄様がおでこを離した。

「むっ！　す、すごい熱ではないか……。今日は一日、おとなしくしていたほうがいいかもしれんな」

「うん……」

〔仮病なのに、ホントにすごい熱だって……〕

〔うむ。常に露ろ出しゆつしておるおでこと、細かく分かれているため表ひよう面積の大きい髪の毛とは、放熱板ラジエーター（10）として使用しておるからな。いつ触っても、かなりの高温になっておるハズなのじゃ〕

　そこへリリィが来た。相変わらずの極上の笑顔で優しく声を掛ける。

「殿でん下か。ロザリー様。もうお目覚めですか？　朝食の支し度たくが調ととのいましたけれど」

「ああ、ありがとう。顔を洗ったらすぐに行く」

　あれ？　なんでこの二人、こんなに穏おだやかなの？　私、昨日あんなに頑がん張ばったのに……。

〔もしもし、お兄ちゃん〕

〔なんじゃ？〕

〔スコニー兄にい様さまとリリィの仲なか違たがい、失敗しちゃったみたい〕

〔いや、そうでもないようじゃぞ〕

〔え？　でもだって……〕

〔うむ。確かに相変わらず仲は良いようじゃが、しかしスコニーの気持ちは今、もえみちゃんに向かって全力疾しつ走そう中じゃ。もはやヤツに迷いはない。リリィへの恋心は完全に凍とう結けつしておる〕

〔へー。そうなの？　でも、それなのにあんなに二人ともにこやかって、一体どういうことなのかな？〕

〔さあな。別れてもいいお友達であり続けるという、地球人には有ゆう史し以来誰だれにも不可能じゃった芸げい当とうも、こやつらの星では出来るのかもしれん。じゃとしたら恐るべし……〕




　朝食が済むと、リリィが声を掛けてきた。ケーキを作るけど、一緒に作りませんか、だって。けど私、まだ細かな操作に慣れてなくて不ぶ器き用ようだし、それにあんまり動き過ぎないほうがいいってお兄ちゃんも言ってたし……。けど、リリィと仲良くケーキ作り、やりたいよぉ……。

〔もしもし、お兄ちゃん〕

〔なんじゃ？〕

〔ケーキ作りくらいなら、やっても平気かな……？〕

〔ケーキ作りか。確かに、『手作りケーキ』という触しよく媒ばいは妹いもうと力りよくを瞬しゆん間かん的に倍ばい増ぞうするが……〕

〔だったらいいよね？　ケーキ持って説せつ得とくしたら、スコニー兄様もきっと簡単に落とせるでしょ？〕

〔……………。うむ。分かった。じゃが、あまりオーブンに近づき過ぎぬようにな。機体温おんが上昇してしまうからの。オーブンの準備などはすべてリリィに任せるように。それだけは約束しておくれ〕

〔うんっ。ありがと。お兄ちゃん、大好きっ！〕

〔ぐぼぁぅ……っ！　お、教えてもおらんのに、いつの間にそんな必ひつ殺さつ奥おう義ぎを……！　必殺技わざに対するこの勘かんの冴さえ、末すえ恐ろしいほどじゃ！　もはや間違っても巌いわ男おなどとは呼べぬ！〕




［兄side］




　キッチンから漏れ聞こえる声をＢＧＭに読書をするというのもなかなか乙おつなものだ。ときどきロザリーの奴やつが失敗している声も聞こえてくるが、あの子はそれがかえって可愛かわいらしい。しかし、ＢＧＭは選択を誤ると、リラックスするどころかかえって心がかき乱されるな。先さき程ほどから一ページも読んでおらんではないか。

　まあよい。読書よりも、こうしてキッチンから漏れる二人の笑い声に耳を傾けるほうが、有意義な時の過ごし方だ。そもそも、本の中にばかり埋もれてしまって、生きた現実の世界から遠ざかってしまっては意味がない。書物に埋まい没ぼつして生きた民衆を知らぬ愚おろかな学者どもには、本当の政治は行えぬ。やはり王子たるもの、こうやって目の前にある悦よろこばしき光景にじかに向き合うことは重要なことだ。

　人が何を喜ぶのか、人にとっての幸せとは何なのか。それを知らずして、民たみを幸福へと導くことは出来ん。そして、人の幸せを知るにはまず、己おのれにとっての幸せを見つめることから始めねばならぬ。

　私にとっての幸せ。それはすなわち、ロザリーの笑顔を見ること。そして、ロザリーとリリィが仲なか睦むつまじく戯たわむれる様よう子すを眺ながめることだ。なにもロザリーがかような美少女でリリィがあのような美女だから、眺めているだけで目の保ほ養ようになる、などということではない。私が言いたいのはつまり、愛するものの幸福こそが、自分にとって幸福なのだ、ということだ。それだけのことに過ぎん。

　このように言うと必ず「だったらロザリーやリリィが不ぶ細さい工くな女でも、見てて幸せなのか」などと聞いてくるへそ曲がりがいる。が、私は敢あえて答えよう。「否いな」と。何な故ぜなら、愛するものが不細工に見えるなどということはあり得ぬではないか。あばたもえくぼ、という言葉もあるように、ともかく「不細工な女」と見えた時点で、その女達を愛してはおらんのだ。そして、愛せぬ者たちを眺めていて幸せになれるなどというはずがない。眺めているだけで幸せになれるのは、ただ愛していればこそである。

　そう。逆に言えば、愛する者が一人でもいれば、その者を見ているだけで人は幸せになれるのだ。見ているだけで。触れたり出来なくともよい。何も出来なくても幸せなのだ。愛。なんと素晴らしい力。愛こそが、すべての幸福の鍵かぎだ。そして私はロザリーを心から愛している。ゆえに私は今、こうしてキッチンから漏れる声を聞いているだけで幸せになれるのだ。

　……うむ。やはり、私の心には後ろめたいものなど一いつ切さい存在しない。妹を愛するということは当然であり、むしろ素晴らしきことであり、そこには何なん等らやましいことなど存在しないのだ。まぁ、そんなことは初めから分かっていたことだが。

　などと考えているところへ、突然リリィが駆け込んできた。

「殿でん下か！　大変です。ロザリー様が……！」

「ロザリーが？」

　キッチンに行ってみると、ロザリーが倒れていた。すごい熱だ。そういえば今け朝さから熱っぽかった。何なに故ゆえ私はロザリーに安静にするよう言いつけておかなかったのだ。私は兄として、保ほ護ご者として、失格だ……！

「ロザリー！　しっかりしろ」

　声を掛ける。だが、ロザリーはぐったりとして動かない。

「リリィ！　解げ熱ねつ剤ざいがあったろう。持って来い！」

　リリィが薬を持ってくる。わが星の最さい先端の医い療りよう技術を駆く使しして作られた、どんな高熱でもたちどころに冷ます万ばん能のう解熱剤だ。風か邪ぜだろうがインフルエンザだろうが知恵熱ねつ、情熱、恋の病だろうが、これで冷ませぬ熱はない。効き目が強すぎるため安易には使用出来ぬが、今の場合はこれに頼る他あるまい。

「ロザリー様。お薬です」

　リリィが水と一緒に薬を示すが、ロザリーはピクリとも動かない。いや、動けないのだ。このままでは薬を飲むこともままならん。どうすれば……。

　はっ。そうだ。こんな時は口くち移うつしだ。口移ししかない。今は緊きん急きゆう事態なのだ。恥ずかしがったりしている時ではない。薬を飲ませてやらねば、ロザリーが危険なのだ。誰かが口移しをやらねばならぬ。となれば兄として、断だん固こ私が敢かん行こうせねばなるまい。妹の命を救うのは兄として当然の義務だ。私がやらずして誰がやるというのだ。

　と思ったら、すでにリリィが口移しで飲ませてしまっているではないか。しまった。この私ともあろう者が、下らぬ逡しゆん巡じゆんをしている隙すきにリリィに先を越されてしまうとは……。ではない。要はロザリーに薬を飲ませることが出来ればよいのだ。誰が口移しをしようが、そんなことは問題ではない。誰がロザリーの唇くちびるを奪おうと。私はむしろ、すすんで口移しを行ってくれたリリィに心の底から感謝したいくらいだ。

「さぁ、ロザリー様。きっとこれですぐ良くなります」

　リリィが安心させるように声を掛ける。だがロザリーは相変わらずぐったりしたままだ。

「一つでは効かぬのではないか。どれ、私がもう一いち錠じよう飲ませてやろう」

　口移しをしようとした私を、リリィが止めた。

「薬というのは、規定量以い上じよう飲んだからといって効果が上がるものではありません。むしろ、不要な副ふく作用を引き起こす恐れがあります。このまましばらく様よう子すを見るべきかと」

　む……。確かに正論だ。私はただ兄として、妹ロザリーのことを心配するあまりの行動だったのだが。引き下がらざるをえん……。私はあと数ミリまで迫った唇を引き戻した。

　とりあえずロザリーをベッドまで運ぶ。リリィが冷たい水を汲くんできて、濡ぬれタオルを頭に載せてやった。

　体温を計ると、体温計の目盛りを超えてしまった。一体何なん度どあるのだ？

「兄にい様さま……熱い……。からだ冷やして……」

　ロザリーがあえぐ。だが、熱い時には単純に冷やしてもよいのか？　熱を出した時は暖かくするのが原則だ。しかし熱のある時は普通寒さむ気けを感じるものだ。本人が熱さを感じていてなおかつ体温が高いという場合、一体どうしたらいいのだろう？

　リリィのほうを見る。

「ロザリー様本ほん人にんも熱さを感じており、実際に熱もあるのですから、ここは冷やして差し上げるのがよいかと……」

「そうか。ならばとりあえず、濡ぬれタオルで体を拭ふいてやろう」

　私はロザリーの服のボタンに手を掛けた。もちろんのことながら、変な下した心ごころなど存在しない。今は緊きん急きゆう事態だ。私は一刻も早く、ロザリーを熱さから解放してやりたかったに過ぎん。

　が、リリィが割って入った。

「ロザリー様は殿でん下かの妹いもうと君ぎみではございますが、もう子どもではありません。殿との方がたの前に裸ら体たいを晒さらすことには当然羞しゆう恥ちもございましょう。私が拭いて差し上げますから、殿下はしばし席をお外はずしくださいませ」

　ちっ。こんな時にまで、堅かた苦くるしい女だ。せっかく非常事じ態たいだったのに。

　だが悲しいかな、私は妹の羞恥を慮おもんぱかることすら出来ぬような愚おろかな兄ではない。強すぎる己おのれの理性を呪のろいつつ、私はおとなしく席を外した。
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　あ、熱ぅ～っ。オーバーヒートしちゃった。コックピットの中までじわじわと熱くなってきちゃった……。大丈夫かな……。

〔お兄ちゃん。冷れい却きやく水すいがなくなるまでもうちょっと時間はあったはずなんじゃないの？〕

〔うむ、冷却水はまだ半分残っておるが、泡あわ立だてと、コンロの前でシロップを煮に詰つめていたのとで、一気に機き体たい温度は上昇してしまったようじゃ。すでに冷却能力を大おお幅はばに超えてしまった〕

〔そ、そっか……。コンロの前に立ってたら、温められてるみたいなもんだもんね〕

〔うむ。じゃが、それより泡立てによる温度上昇のほうが激しかったようじゃな。あれほどカロリーを消費するとは知らなんだ。これからは、ケーキ作りが趣味の女の腕力には警けい戒かいせねばならんな〕

〔それで、私もう動けないの？〕

〔当分の間は動くのはムリじゃ。とにかく今は冷ますしかない。スコニーに頼んで、全身を冷やしてもらうのじゃ〕

〔喋しやべるのは出来るの？〕

〔表情を動かすことと会話することくらいなら、なんとか可能じゃ〕

　よし。とりあえず、スコニー兄にい様さまにお願いしよう。

「兄様……熱い……。からだ冷やして……」

　スコニー兄様は少しリリィと相談してから、こっちを向いた。って、いきなり服のボタンに手をかけるって？

　や、やだっ！　そりゃ、濡ぬれタオルで冷やしてくれるつもりなんだろうけど、でも私、一応男なんだよっ。そりゃ機体は女の子だけどっ。ホントは男なのにスコニー兄様に服脱ぬがされたりして、何だかまるでホモみたいじゃないっ。やだやだやだぁ～っ！　はっ、ハズかしいよぉ～っ！　それにスコニー兄様、目が怖いよぉ～っ！　その目、やっぱりお兄ちゃんと同類の目してるよぉ～っ！

　あ、リリィが割って入ってくれた。

「ロザリー様は殿でん下かの妹いもうと君ぎみではございますが、もう子どもではありません。殿との方がたの前に裸体を晒さらすことには当然羞しゆう恥ちもございましょう。私が拭ふいて差し上げますから、殿下はしばし席をお外はずしくださいませ」

　ホッ……。助かった。やっぱりリリィは同性として私のキモチもよく分かってる。……ん？　同性として？　いや、違うよね。私、男だもん。そうだよ。ちゃんと、コックピットの中の私は長ランに身を包んだ硬こう派はな男だもんね。今はこんな口く調ちようだけど、これも私が男の中の男だからこそ耐えられてるんだもんね。この口調を維持し続けられるってコトこそが、私が男の中の男だっていう証しよう拠こだもんね。

　けど、そうするとリリィに服を脱がされるのは異い性せいの前にハダカを晒さらすってことで、やっぱりちょっとハズかしいかも……。いや、でもこの機体は女の子だし、別にいいのかな？　ん～、でも、何で男同どう士しはイヤで女同士は別に平気なんだろ？　なんかヘンなの……。

　とか考えてるうちに、いつの間にか全部脱ぬがされちゃった。しかも何で靴下だけ履はいたまま……？　ま、待って。ダメ。私たち、女同士でそんな……。

　裸はだかになった私をリリィがぎゅっと抱き締める。

「そんな不安な顔をなさらなくても大丈夫です。きっとすぐに良くなりますから」

　いや、あの、不安顔がおを入力したのはそういう理由じゃないんだけど……っ。

　あっ！　体を拭ふいてくれてるリリィの手が、ど、どんどん下に……。やっ！　だっ、だめっ！　そ、そんなとこ触っちゃヤぁ……！　はあぁっ……ん……っっ！

〔ナイス表情じゃもえみちゃん！　こんな時じゃというのに何だかワシはワクワクしてきたぞ！〕

〔ばっ！　ばかぁっ！　何でズボン下ろしてるのよぉっ！〕

〔す、すまん！　もえみちゃんのその切ない表情を見ておったらつい条件反はん射しやで……〕

〔もぅっ！　お兄ちゃんのヘンタイ～っっ！〕

　リリィが呟つぶやいた。

「すごい熱と汗……。異常だわ……」

　ま、まぁそりゃロボットだしね。普通の生物の体温とは比べものになんない温度かも。そ、それからついでに言っておくけど、体が濡ぬれてるのは漏れた冷れい却きやく水すいだから。汗でもないしそれ以外の何かでもないからね……？　どきどき……。

「ロザリー様。寒くはないのですね？」

「うん……。熱い……」

　リリィは少し考え込むと、私の体を抱き上げた。

「シーツ、お借りしますね」

　そう言うとベッドからシーツを引きはがして、汲くんできた水に浸ひたした。どうする気だろ……？　って思ってたら、リリィは濡らしたシーツで私の体、っていうか私の乗ってる機体を包み込んだ。

「水は蒸発する時、周囲の熱を奪います。こうしていれば、水に入るより更に体温を下げられるはず。日につ射しや病の応おう急きゆう手当てなどでも行う処しよ置ちです。空調が効いて室内の湿度が下がっていますから、それなりに効果が期待出来るはずです。冷え過ぎないよう、寒さを感じたらすぐおっしゃってください」

「……お医者さんの心こころ得えもあるの？」

「いえ、まさか。私が知っているのは精せい々ぜいで応急手当て程度でございます。けれど、ロザリー様のご病気はきっと治してご覧らんにいれますから、ご安心ください」

「うん」

「それに、そろそろ薬も効いてくる頃です。そうすればすぐに良くなりますよ。心配いりません」

　優しく微笑ほほえむリリィ。私も一応スマイルをお返し。

　けど……。オーバーヒートしたロボットに解げ熱ねつ剤ざい飲ませたって、効くワケないんだけど。ってゆーか、もえみちゃん一号じゃなくて私が飲んじゃったし……。

　……そういやアレ飲んでから、妹いもうと言葉を使うことの身を焦こがすようなハズかしさってのがなくなっちゃった。兄にい様さまって呼び掛けるのも平気になっちゃったし。薬が羞しゆう恥ちのほてりを鎮しずめたのかな？　って、何にでも効く解熱剤っていっても、さすがにそんなのにまで効くワケないか。

　……ってことは何？　私、ひょっとしてこの口く調ちように完全に慣れちゃったってこと？　あれほど辛つらかったこの口調を、ついに我が物としたってことなの？

　ってことは……！　私、とうとう自分自身に打ち勝ったの？　自分自身を乗り越えたのね？

　ウソぉ！　すごい！　私、とうとう真の男を極めたんだっ！　やった！　とうとう私、長ラン裏の昇のぼり竜りゆうに恥じない男になったんだっ！　お兄ちゃん、私やったよ！

　そうとなったら、今すぐにでもスコニー兄様に侵しん略りやくをやめるよう説せつ得とくしなきゃ。冷れい却きやく水すいが完全に無くなったらそれこそもう動きようがないし。真の男を極めておきながら地球が守れなかったら意味ないもんね。手作りケーキはどうなったかな。

「あのね……、ケーキはもう出来た？」

「はい。生き地じはすでに焼き上がって、後はバタークリームをぬってからピーナッツシュガーでコーティングすれば出来上がりです。仕上げはロザリー様にとってありますから」

「私、早く兄様に食べさせたいな……」

　そして妹いもうと力りよく二百パーセントでスコニー兄様を説得するの。

　リリィは私の手を握りながら微笑む。

「ええ、回復したらみんなでいただきましょうね。ですから早く良くなりましょう。さ、今はとにかく、少しお休みになられるのがよろしいかと……」

　そう言うと、部屋の電気を消してリリィは立ち去っちゃった。ちょっと待って。行かないで。私、さっさとケリつけちゃいたいんだよ。冷却水がなくなる前にっ。

　って、動けないから袖そで引っ張りで引き止めることも出来ない。どーしよー。もう時間がないってのに～っ。




［兄side］




「どうだ、ロザリーの様よう子すは」

　部屋を出てきたリリィに尋たずねる。

「はい。とりあえず、濡ぬれたシーツで全身をお包みして参りました。それより、薬をお飲みになられてからすでに十分以上経けい過かしているのに、未だ何の効き目も見られないことが気になります……」

「うむ。確かにあの薬は飲んでから三分もすれば効き目を顕あらわすハズなのだが……」

「しかし、あの解げ熱ねつ剤ざいでさえ効かないとなれば、私どもにもはや打つ手は……。そもそもロザリー様は一いつ体たい何の病なのでしょうか」

「ロザリーの病か……」

　そういえば私も知らん。病びよう弱じやくで不ふ治じの病という設定には決まっているのだが、病名は一体なんであろう。

「すまぬ。病名は分からんのだ。不治の病なのだが」

「正体不明の病、ということでございますか。確かにそれでは我が星の最さい先端の医い療りようでも手の施ほどこしようがございませんね……」

　リリィが目を伏せる。気き丈じように振る舞おうとしているが、内心ひどく動どう揺ようしているのが手に取るように分かる。そもそも、日頃からリリィが生き真ま面じ目めで堅かた苦くるしい態度を崩さないのは、優し過ぎる心が不用意に動揺し過ぎるのを防ぐためなのだ。

　私はリリィをそっと抱き締めた。

「リリィよ。構わぬ。ロザリーのために泣いてくれるのであれば」

[image: ]

「殿でん下か……」

　張り詰めた気持ちが一いつ瞬しゆん緩みかけるリリィ。だが、すぐ気き丈じように強がってみせる。

「いえ、秘書たるものがそのように取り乱すわけには」

「今はバカンスの最中だ。職しよく務むはしばし忘れよ。そなたが昨夜言った言葉を返そう。ロザリーのために流してくれる涙は、なんら咎とがめられるものではない」

　リリィの目が、堪こらえきれず涙を一いつ滴てき零こぼした。涙を拭ぬぐいながら謝る。

「……申し訳……ございません。……ロザリー様、……まだあんなにお若くていらっしゃるのに……、私、何もして差し上げられない……お助け出来ないと思うと……、私……」

　私の胸に顔をうずめて泣くリリィ。私の前でこれほど感情をあらわにしたのは初めてだった。だがこのことで、二人の親しん密みつ度どは一気にアップ……いや、この言い方は何か下げ世せ話わな誤ご解かいを招きそうだからよそう。第一、ロザリーが危ないという状況下で、親密度うんぬんは些いささか不ふ謹きん慎しんな響ひびきを帯びている。そうだな、言い換えるとしたら、愛。そうだ。愛だ。この一文字こそが私の純粋で清らかな気持ちを最もよく表している。とにかく私は、リリィ（11）との間に深い愛を再さい確認したのだった。
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［妹side］




　濡ぬれシーツのおかげか、多少熱ねつは冷めたみたい。コックピットの中も何とか耐えられる温度になったし、少しくらい動けるかな。だけど、この間にも冷れい却きやく水すいはどんどんなくなってるワケだし、下へ手たに動いてまたオーバーヒートしちゃったら……。冷却水が完全になくなっちゃった状態でオーバーヒートしちゃったら、それこそホントに動けなくなっちゃうし。どうしよっかな。ちょっとお兄ちゃんに相談してみよう。

〔もしもし、お兄ちゃん〕

〔どうした、もえみちゃん〕

〔あのね、少し動けるようになったし、今からスコニー兄にい様さまの説せつ得とくに行こうかなって思うんだけど、どう思う？〕

〔そんなムリをするでない。あのスコニーが病びよう弱じやくなお前をいつまでも一人で置いておくワケがない。すぐに様よう子すを見に戻ってくるハズじゃ。その時説得すればよい〕

〔だけど急がないと、冷却水が完全になくなっちゃったら……〕

〔いいや、焦りは禁きん物もつじゃ。どうせ今の状態ではすぐまたオーバーヒートしてしまう。それでは、説得した後あと戻ってくることさえ出来んではないか。それより、おとなしくして完全に冷却してしまえば、冷却水無なしでも多少は動ける。そのほうがずっとマシじゃ〕

〔そうかな。でも、冷却水無しでどれくらい動けるの？〕

〔そうじゃな。とりあえず、激しい運動をしなければそこそこは……。ゆっくり歩く分には五分間くらい保もつじゃろう。安全弁セイフテイを解かい除じよすれば更に十五分はいけるか〕

〔安全弁セイフテイ？〕

〔うむ。過か熱ねつし過ぎてコンピューターがイカレたりエンジンが異常膨ぼう張ちようして破は損そんしたりせぬよう、一定温度を超えるとすべての運動を停止するようになっておるのじゃ。手元の操作パネルに解かい除じよボタンがあろう〕

〔あ、これ？　でも、これ解除したら今すぐに動けるんじゃないの？〕

〔な、何を言うのじゃ。ダメじゃダメじゃ。絶対そんなことをしてはいかん。お兄ちゃんが許さん〕

〔なんで？　いいでしょ？　冷却水が刻こく々こくと漏れてくのにこんなふうにじっと待ってるだけなんて、私、耐えられないよぉ〕

〔よく聞くのじゃもえみちゃん。機体の温度が上がり過ぎれば、内蔵のコンピューターは狂うわチューブは溶けるわワイヤーは焼き切れるわ、下手したら外装の人工皮ひ膚ふまで焦こげるかもしれん。第一、コックピット内の温度が人間の生存可能な範はん囲いを逸いつ脱だつしてしまう。命を粗そ末まつにしてはいかん〕

〔……そっか。お兄ちゃん、私のこと心配してくれたんだね。ありがと。それと……ゴメンね、わがまま言って〕

〔そっ、その台詞せりふと口く調ちようっ！　も、もはやどこから見ても完かん璧ぺきに病びよう弱じやくで健気けなげな妹じゃ！　お兄ちゃんはもう切なくてかなわん！　妹いもうと力りよくもとうとう出力百パーセントに達しおった。お兄ちゃんはお前をパイロットに選んで本当に良かったと思うぞ！〕

〔うん。私もお兄ちゃんの妹でホントに良かったって思う〕

〔うぼぉっ！　も、もうカンベンしておくれ、もえみちゃん……！　それ以上やられると、お兄ちゃんは気がおかしくなってしまいそうじゃ〕

〔ごめんなさい……。でも私、この口調を続けないと妹力が下がっちゃうから……〕

〔そ、それはそうじゃが。いや、というより、何もその口調を嫌がっておるワケでは全然ない。もえみちゃんは何も悪くはないんじゃよ〕

〔ありがと、気を使ってくれて。……ゴメンね。なんか私、いっつもお兄ちゃんに迷めい惑わくかけてばっかりだね〕

〔いやいや、なにが迷惑なものか。むしろお兄ちゃんは、こうやってもえみちゃんとお話ししているだけで、心の底から幸せな気持ちが止めどなく湧わいてくるのじゃ。気がおかしくなると言ったのも、幸せ過ぎてヘンになりそうというだけに過ぎん。イヤよイヤよも好きのうち、という言葉もあるじゃろ。カンベンしてくれと言いつつ、お兄ちゃんの本音は実は、もっとやってほしいと思っておったのじゃよ〕

〔ホントに……？〕

〔ああ、ウソなものか。もえみちゃんの言葉一つ一つがお兄ちゃんに最高の悦よろこびをもたらしてくれるのじゃ。それがお兄ちゃんとの会話であろうと、スコニーとの会話であろうとな。じゃから、遠えん慮りよせず思いきり喋しやべって、きっとスコニーの奴やつを説得しておくれ。ワシはいつでも聞いておるよ〕

〔うん！　頑がん張ばる。けど、早くスコニー兄にい様さま来てくれないかな。じっとしてるの、いい加か減げん退たい屈くつ……〕

〔耐えるのじゃ、もえみちゃんよ。今はまず、完全に機体を冷れい却きやくするのが先決じゃ。動けなくては、説せつ得とくしたはいいがそのままスコニーの星まで連れて行かれることになってしまうからの。もえみちゃんがいなくなってしまったら、お兄ちゃんは寂しくてもう生きておれん。冷却されるまでは、例えスコニーめが来ても寝たふりじゃ。よいな〕




［兄side］




「具合はどうだ、ロザリー」

　一時間ほどしてから、私はロザリーの部屋へ入った。だが、ロザリーは目を閉じたまま、静かに眠っている。うなされている様よう子すはない。幸せそうな寝ね顔がおだ。見ているこちらまで思わず微笑ほほえんでしまいそうなほどの無む邪じや気きな寝ね顔がお。これが病気だとは、それも、目前に死し期きが迫っているなどとは、俄にわかに信じがたい気持ちだ。

　……いや、信じがたいというより、むしろ本当は信じたくないのだ。現実から目を背そむけていても仕方ないとは分かっているものの、人としての弱さはなかなか捨てきれぬ。

　額ひたいにのせた濡ぬれタオルを触ると、かなり熱くなっている。慌あわてて冷たい水で絞り直してやる。体を包んでいる濡れシーツも替えたほうがよさそうだ。そっとシーツをとろうとして、私はロザリーが裸はだかなのに気づいた。

　もちろんこれは不ふ慮りよの事故だ。私はロザリーが裸の上にシーツをまとっているなどとは、全くもって知らなかったのだから。

　確かに、冷静に考えれば、服の上から濡れたシーツをかぶせたりするはずはない。従って、シーツをとればその下は全ぜん裸らであろうことは、容易に想像がつくことではある。

　しかし、今の私はロザリーのことが心配で、とても冷静な精神状態ではなかったのだ。私はただ、ロザリーのことが心配で心配でたまらなかっただけなのである。

　突然現れたあらわな裸ら体たいに私は不意を突かれてしばし呆ぼう然ぜんとたたずんだ。もちろん、呆然としている間にも、ロザリーの未だ成せい熟じゆくしきっていないがすでに充分に成長しきった肢し体たいは、私の視覚にいやおうなしに飛び込んでくる。

　が、それは決して私が見ようと意志して見たものではない。何度も言うが、これは不慮の事故なのだ。

　とはいえ、なんというラッキー……ではない。なんたる不幸な事故だ。寝ているからまだマシなものの、妹に羞しゆう恥ちを抱かせるような真ま似ねをしてしまうとは。心安らかに眠るロザリーをこれ以上辱はずかしめるわけにはいかない。極めて理性的なる私は、即そく座ざにリリィを呼んだ。

「ロザリーのシーツが、随ずい分ぶんと熱くなっている。替えてやってくれ」

「かしこまりました」

「私は理性と分ふん別べつある兄として、ちゃんと部屋を出ているからな」

「そんな当たり前のことをいちいちおっしゃらなくても結けつ構こうです」

「そうか。確かに私が理性的であることはあまりにも当然のことであったな。ともかく、ロザリーは寝ているようだから、起こさないよう気をつけてやってくれ」

「はい。お任せください」

　私は、少し後ろ髪の引かれる思いとともに、部屋を後にした。もちろん、ロザリーの容よう体だいが気になっていたのが、後ろ髪を引かれた唯ゆい一いつの理由であることは、付ふ言げんするまでもない。
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　……あれから八時間。スコニー兄にい様さまとリリィ、十分おきに様よう子す見に来てはシーツ替えてってくれてる。全然休まずに。水汲くんでくるだけでも重いはずなのに。さっきちらっと見たら、二人とも指ゆび先さき真っ赤になって皮が剝むけてた……。なのに、文もん句く一つ言わないで、それどころか眠ってる振りしてるだけの私に励はげましの言葉かけてくれたりして……。私、ホントはスコニー兄様の妹なんかじゃないのに。二人にとったら敵の、地球人なのに。

　侵しん略りやくに来たなんていうから最初は凶きよう悪あく宇宙人って思ってたけど、ホントは二人とも優しい人たちなんだよね。リリィが優しいのは昨日から知ってたけど、スコニー兄様だって、妹いもうと思いの優しい兄様だもん。兄様のこと、お兄ちゃんと同類のヘンタイだなんて思ってたけど、あれは私が兄様の優しさを素直に受け入れられなかったせい。人の優しさを素直に受ける勇気が持てなかったせい。無む償しようでこんなに優しく出来る人が実在するなんて信じられなかった、ちっぽけな私の偏へん見けんだったよ。

　だからきっと、話せば分かってくれるはずだよね。話し合いの余よ地ちがあるなら話し合ってみなきゃ。大丈夫。兄様、本当はこんなに優しいんだから、侵略なんてマネ、やめてくれるに決まってるよ。

〔もえみちゃんよ、聞いておるか？〕

　あ、お兄ちゃんから通信だ。

〔何？　聞こえてるよ〕

〔やっと、機体の温度が正常な値あたいに戻った。もう動いても大丈夫じゃ〕

〔ホントに？〕

〔うむ。ただし、冷れい却きやく水すいはもうほとんどないに等しいからの。座ってベッドで説せつ得とくし、それが終わったら即そく、地上に戻るのじゃ〕

〔うん。分かった。次にスコニー兄様が来たら、手作りケーキと一緒に説得するね。きっと、説き伏せてみせるから〕

〔うむ。期待しておるぞ〕




［兄side］




「ロザリー。入るぞ」

　小さく声を掛けて、部屋に入る。どうせ寝ているのだから声を掛けるのは無む駄だなようだが、しかし眠っていても声は聞こえるものだ。特に、外での出来事が夢の中に出てくることはよくある。ならば、声を掛けて安心させてやることは、悪あく夢むを除き安あん眠みんを得るためには有ゆう益えきであろう。

　と思って部屋へ入ると、ロザリーは起きていた。私を見て体を起こそうとする。私は慌あわてて押しとどめた。

「いや、寝たままでよい。ムリをするな」

　ロザリーはおとなしく従った。

　私はベッドの脇に座り、ロザリーの手を優しく握った。少しはマシになっただろうか。何より、少し前には動くことすら出来なかったのが、今は私を見て起き上がろうとしたくらいだ。ある程度小しよう康こう状態にはなっているのだろう。だが、額ひたいを触ると相変わらず熱い。とても回復したとは言えん。このまま熱が下がらなければ、あるいはもはや……。

　私は思わず浮かんできた恐ろしい考えを慌あわてて退しりぞけた。ロザリーに声を掛ける。

「何か、して欲しいことはあるか？」

「うん……」

　ロザリーがうなずく。

「何が望みだ？　何でも言ってくれ」

「……あのね、私がリリィと作ったケーキ、早く兄にい様さまに食べてほしい」

「ケ、ケーキを食べてほしい？　それが望みなのか？」

「うん。私の見てる前で食べてほしいの。それで、美お味いしいって言ってくれたらもっと嬉うれしい」

　い、一体どういう願いだ？　自分が食べたいというのなら分かるが、私に食べてほしいとは。およそ病人の要求するところではない。ロザリーは一いつ体たい何を考えている？

　だが、むやみに問い質ただすわけにもいかない。病人というのは、喋しやべるだけでも体力を消しよう耗もうするのだ。とにかく、言うとおりにするしかあるまい。

「分かった。とりあえず、ここにケーキを持ってきて食べよう」

　私はリリィを呼ぶと、ケーキを持ってくるよう命じた。まだ仕上げをしていないという話だったが、それはリリィにやらせた。

「さぁ、ロザリー。お前の作ったケーキだ。今から兄様が有あり難がたくいただくからな。よく見ていろ」

　一ひと切きれたいらげる。その私を、ロザリーのつぶらな瞳ひとみがじっと見守る。

「美味しい？」

「ああ。美味しいとも」

「良かった。頑がん張ばった甲か斐いがあった……」

　ロザリーは力なく微笑ほほえむと、リリィのほうを見た。

「自分で食べるより、好きな人に食べてもらうほうがずっと幸せってホントだね」

　リリィはうなずく。だが沈ちん黙もくしたままだ。きっと、口を開けば堪こらえきれずに泣いてしまうのだろう。

　ロザリーは再び私に視線を戻した。

「私、ずっと兄にい様さまにケーキ作りたいって思ってたの。動けるうちに作れて良かった」

　そ、そういうことだったのか。なんとも健気けなげな妹ではないか。もう死にそうだというのに、私が美お味いしそうに食べる姿が見たかったとは。動けるうちに作れて良かったとは。

　隣となりで聞いていたリリィが、くるりと背中を向けた。その肩が細かく震える。ロザリーのあまりの健気さに、もはや涙を押しとどめることが不可能となったものらしい。

　それは私も同様であった。が、ここで私まで泣いてしまえばロザリーに要いらぬ気を遣つかわせることになる。私はぐっと涙を堪こらえると、リリィの泣く姿を隠かくすようにして再びロザリーの手を取った。

「ロザリー。他にもっと、何かして欲しいことはないか？　何だっていい。美味しいケーキを食べさせてくれたお礼だ。どんな無む茶ちやなわがままであろうと、きっと叶えてやる。遠えん慮りよなく言ってくれ」

　ロザリーは私の目を見つめてしばし沈ちん黙もくした。

「兄様……」

「何だ？　思いついたか？」

「……あのね、昨日私が言ったこと、憶おぼえてる？」

「ああ。憶えているとも。兄様のことを愛してくれているというのだろう？　私もロザリーのことを愛しているよ」

「……うん。……だったらね」

「だったら？」

「……地球侵しん略りやく、やめてほしいの」

　ま、またしてもその話か？　ほとんど死にそうな体でも、一番気になるのは地球なのか？　一体ロザリーにとって、地球とはなんなのだ？　何なに故ゆえそこまで侵略に反対する？

「ロザリー。お前の望みとあれば、侵略はやめにしても構わん。だが、聞かせておくれ。ロザリーは何故そこまで地球侵略に反対なのだ？」

「だって……地球人だってみんな一生懸けん命めい生きてるのに……、殺しちゃ可哀かわい相そうだよ」

「だ、だが、相手は所しよ詮せん地球人に過ぎんのだぞ……？」

「ううん。地球人だって人間だって、生きてたいって思う気持ちは同じだよ。私だって、もっと生きてたいって思うもん。生きてるって素す敵てきだなって思うもん」

　ぬうぅ……！　し、死し期きを目前にしたロザリーに言われると、言葉の重みが違い過ぎる。

　確かに地球人だろうと人間だろうと、命は命。生きることはそれ自体で素晴らしいのであり、その貴とうとさに上下貴き賎せんの別はない。ロザリーはそう言いたいのだ。

　病びよう弱じやくで余よ命めい幾いく許ばくもないロザリーには、生きることの価か値ちが誰よりもよく分かっているのだろう。なのに私は「所詮地球人に過ぎん」などと。浅はかな発言だった。

「……分かった。では、地球人がどうしても抵抗の構えを崩さぬようであれば、その時は戦火を交える前におとなしく撤てつ退たいすると約束しよう」

「そんなのダメ。いますぐ黙って引き返してくれなきゃおんなじだよ」

「そんなことはない。向こうが無条件降こう伏ふくさえしてくれば、私はたった一いつ滴てきの血さえも流すつもりはない。それに、私の領りよう民みんとなれば、安全で豊かな暮らしが保証されることは疑いないではないか。現に我が公国の犯はん罪ざい発生率は帝てい国こく内で最低だし、ＧＤＰは常にトップだ。失業率もほとんどゼロに等しい。私に忠ちゆう誠せいを誓ちかえば、それはすぐさま幸福に結び付くのだよ」

　ロザリーは、激しく首を振った。

「そんなことない」

　驚いてロザリーを見つめる私。その私の前で、ロザリーは泣きそうな顔で続ける。

「私、兄にい様さまの言いつけだったら何だって従うけど、でもそれは私が兄様のこと好きだからだよ。兄様のこと好きだから、何でも言うとおりにしたいって思うから、だから言うこと聞いてて幸せだけど、でも無理やり言うこと聞けって押しつけられて幸せになんかなれっこない。兵器で脅おどされて言うこと聞かされたって、幸せになんかなれっこないよ」

　ロザリーの言葉に、私はハンマーで殴なぐられたようなショックを受けた。

　確かに、民たみの幸せというものは単純に犯罪発生率やＧＤＰ、外がい貨か準備高だかなどの数すう値ちで計られるものではない。そのような数値ばかりに頼っているようでは、現実の世界から遊ゆう離りした馬ば鹿か学者どもと同じではないか。一人一人の生きた顔を知らずして民を幸福へ導くことは出来ぬとは、私の持じ論ろんではなかったか？　その私ともあろう者が……。

　ショックを受けている私に、ロザリーはなおも言葉を浴びせてくる。

「昔の兄様はそんなんじゃなかった。もっと優しくて、暴力なんか絶対に振るわなかった。脅したり命令なんかしなくても、みんな兄様のこと尊そん敬けいして喜んで兄様に従ってたじゃない。私、ずっとそんな兄様が誇りだったのに。そんな兄様に憧あこがれてたのに……」

　ポロポロと涙を零こぼすロザリー。

　言われてみれば、ロザリーの言うとおりだ。

　かつての私は虫一いつ匹ぴき殺さぬ心優しい純じゆん粋すいな少年だった。あの頃もやはり私は同世代の子供たちのリーダー格ではあったが、確かに一方的に命令したり、暴力で服ふく従じゆうさせたりということは一切しなかった。それでも皆、私を慕したっていたし、リーダーとして認めていたものだ。そして仲間たちは皆、腕わん白ぱくでイタズラ好きではあったが、朗ほがらかで仲良しで誰もが平等だった。時に喧けん嘩かもあったが、しかしそれとて、幼い子どもがお互いを理解していこうと努力する上でのつたない表現手段だったに過ぎん。力で屈くつ伏ぷくさせることを目的とした争いとは全く異なる性質のものだった。

　だが、王子として成人し、ひとたび政治の世界に入ると、もはやそれではやっていけなくなった。王国内での派は閥ばつ争いと、他国との勢せい力りよく争い。その渦か中ちゆうにあっては、中立派は真っ先につぶされ平和主義は格かつ好こうの餌食えじきにされていく。そこで働くのはただ力の論ろん理りのみ。ただ勝ち抜いて他人を支配することだけが目指される世界だ。国民一人一人の幸せなどはそこでは何の意味も持たない。

　私はそんな現状を忌いみ嫌い、改革を志こころざした。だが、若く世せ間けん知らずだった私が何を提てい言げんしたところで、受け入れられるはずもない。だからこそ私は敢あえてパワーゲームの世界に積極的に身を投じた。国の内外でも認められるだけの勢力を身に付け、政治の世界の頂点に君くん臨りんし、上からこの世界を変革しようと志したのだ。

　だが、自分でも知らぬ間に、私の心は力の論理に染められていたらしい。いつの間にか私は、侵しん略りやくという手段に何の疑問も抱かぬようになっていた。力ずくで民たみを従わせることに、何の違い和わ感かんも抱かぬようになっていたのだ。もちろん他の貴き族ぞくたちに比べれば、私の侵略にかける熱意は取るに足らぬものでしかない。だが、そんなことは何の言い訳にもならぬ。全く、ミイラ取りがミイラになるとはこのことだ。

　うちひしがれている私に、ロザリーが哀あい願がんする。

「昔の兄にい様さまに戻って。私の大好きだった優しい兄様に。それが最後のお願い……」

　私は今こそ理解した。ロザリーは何も地球の侵略に反対していたわけではない。地球に限らず、侵略行為そのものに反対していたのだ。いや、もっと言えば、知らぬ間に力の論理に支配されていた私に異い議ぎを申し立てていたのだ。自分を見失っていた私に、本来の姿に戻ってほしいと願っていたのだ。

　自分の死し期きを悟さとりながら、それでもなお兄である私のことを気に掛けていたとは。ロザリー。お前はなんという立りつ派ぱな妹であろうか。さすが我が妹。それに引き換え、この私は……。

「分かった。ロザリーよ。このたびの地球侵略は中止としよう。いや、それだけではない。今後一切、侵略は行わないと誓ちかおう。困こん窮きゆうにあえぐ民が我が領りよう民みんとなりたいと申し出るならすべて受け入れるが、こちらから出向いて我が支配下に入るよう強きよう要ようするようなことは、決して行わないと約束する。どんな時でも、民衆の幸せを第一に考えると、改めて誓おう」

　ロザリーはそれを聞くと、ほっとした笑顔を見せた。

「では、早さつ速そく武装を解かい除じよしてくるとしよう。少しだけ待っていてくれ」




［妹side.2］




　や、やったぁ！　スコニー兄様、侵略やめてくれるって！　やっぱり話せば分かってくれる人だったんだ。私、つい勢いで「昔の兄様は…」なんて知りもしないこと口走っちゃったけど、あれも結けつ構こう効いたみたいだね。でも私、今の兄様見てたら昔の兄様もきっと優しかったハズだって分かるもん。勢いで口走ったとはいえ、まるっきり出まかせってワケじゃないよね。

　とりあえず、説せつ得とくに成功したってお兄ちゃんに通信しなきゃ。

〔もしもし、お兄ちゃん〕

〔もえみちゃんか。よくやった。見事な説せつ得とくじゃったぞ〕

〔あ、聞こえてた？　とにかくこれで任にん務む完了だね。私も少しは男を上げたかな？〕

〔うむ。大したものじゃ。ワシの手元にある記録音声をｍｐ３に変へん換かんしてネットで流せば、一いち躍やく世界のヒーロー間違いなしじゃ〕

〔そ、そうかな。えへへ、ちょっと照れちゃうね〕

〔なに、照れることはない。もえみちゃんの手て柄がらじゃ。堂どう々どうとしておればよい〕

〔ううん。私一人の手柄じゃないよ。だって、結局スコニー兄にい様さまがあんな優しい人じゃなかったら説得なんてムリだったハズだし。……それに何より、お兄ちゃんがもえみちゃん一号を作ってくれたからこそ、私はこうやって地球を救うことが出来たんだしね〕

〔おお、な、なんとも凄すさまじい健気けなげさを身に付けたものじゃ！　この成長ぶり、おそるべし！〕

〔成長なんて……。でも私、なんだかやっとお兄ちゃんの言ってたことが分かった気がするよ〕

〔ワシの言ってたこと？〕

〔うん。暴力では何事も解決しないって。地上に平和をもたらすのは愛のみだって〕

〔……？　そんなこと言ったかの？〕

〔照れなくてもいいのに。私が初めてもえみちゃん一号に乗り込んだ時、お兄ちゃん確かにそう言ったよ〕

〔そういえばそうじゃったな（……またいい加か減げんな出まかせを言ったのじゃろう。全く記き憶おくにない）〕

〔私ね、最初は問もん答どう無用でぶちのめせばいいなんて思ってたけど、間違ってた。暴力では何も解決しないって、そのとおりだよ。スコニー兄様が攻めてきた時、問答無用で喧けん嘩かふっかけてたら、こんないい人たちだなんて絶対気づかなかったもん〕

〔そ、そうか……〕

〔うん。そしたらきっと、お互いに相手を野や蛮ばんで残ざん虐ぎやくな人間と思い込んだまんまで、例え私が勝っても殺さつ伐ばつとした気持ちが残るだけ。そんなの意味ない。そんなの、ホントに平和を守ったって言えないよね。平和って、危険がないだけじゃなくて、みんなが穏おだやかで優しい気持ちになれてる状態のことなんだから。私、スコニー兄様とリリィに優しくしてもらって、やっと本当の平和ってのが何なのか分かった気がする。今の私、二人のおかげですっごく平和な気持ちだよ〕

〔それは良かった（何を言っておるのかよく分からんが……）〕

〔出動した時、お兄ちゃんから『侵しん略りやくをやめるよう可愛かわいくお願い』しろって言われて、何言ってるんだろって思ってたけど、まだまだ度ど量りようが小さ過ぎたんだね。でも、今ならお兄ちゃんの言ってたこと、よく分かる。真の男ってのは暴力は最後の最後まで使わないものなんだよね。お兄ちゃん、私を男と見込んだからこそパイロットに選んだんだよね〕

〔ま、まあ、そういうことじゃな……〕

〔私ね、もえみちゃんのパイロットになって、心の底まで妹になりきって、やっと真の男のなんたるかが分かったよ。お兄ちゃんとスコニー兄にい様さまのお陰だね。もちろんリリィも。私、みんなの妹になれて良かった……〕

〔そうじゃな……。ともかく、もえみちゃんは今や押しも押されぬ男の中の男にして世界一の妹じゃ。ワシはそんなもえみちゃんを誇りに思うぞ〕

〔うん。ありがと〕

〔まあそれはそうと、スコニーめが戻ってきたら、すぐ地上に降ろしてもらうよう頼むのじゃぞ。このまま奴やつの星に連れて行かれたりせんようにな〕

〔うん。でも、その前に少しだけ別れを惜しんでもいいよね。お別れしたら、きっともう二度と会えなくなっちゃうから……〕

〔む……。ま、まぁ、分からぬではないが……。ともかく、無事に地上に戻ってこれるようにだけは気をつけておくれ〕

〔うん。それはもちろんだよ。私だってお兄ちゃんから離れて遠くの星になんか行きたくないもん〕

〔そ、それだけ聞けば安心じゃ！　全くワシは良い妹を持ったわい〕
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　私は部屋を出ると、武ぶ装そうを逐ちく一いち解かい除じよして回った。ついて来たリリィが、黙って手伝う。

「リリィよ。良いのか？」

　私は思わず尋たずねた。

「はい？　何がでございますか？」

「いや、常つね日ひ頃ごろ、あれだけ侵しん略りやくに力を入れるよう口を酸すっぱくしていたそなたが、黙って武装解除の手伝いをしているものだから……」

「ロザリー様の最後の願いとあれば、どうして反対出来ましょう？　それに……」

　リリィは少し言いよどむ。

「それに？」

「……いえ、一国の王子の秘書たるもの、国こく政せいに反対するような発言は致すべきではございません」

　そういって、黙もく々もくと作業に打ち込むリリィ。その様よう子すを見て、私はリリィが何を言いかけたのか、すぐに理解した。つまり、リリィも本心では侵略に反対だったのだ。彼女の穏おだやかな気き性しようからして当然だが。私に口うるさく侵略を迫ったのも、本当は自分自身を駆り立てるためであったのだろう。己おのれを説せつ得とくし、奮ふるい立たせねば、侵略などという残ざん虐ぎやく行為に参さん与よ出来なかったのだ。そうであれば、侵しん略りやくするよう急せかす時のあの感情を押し殺した事務的で無表情な顔も理解出来る。ロザリーの願いは、私だけでなくリリィにも、本来の自分を取り戻させたようだった。

「私たち二人とも、ロザリーに借りが出来たな」

　私の言葉に、リリィは小さくうなずいた。
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　スコニー兄にい様さまとリリィはしばらくして戻ってくると、私に向かって優しく笑った。

「ロザリー。今、すべての武ぶ装そうを解かい除じよしてきた。弾たまはすべて抜いたし、ビームのエネルギーも切った。これからはもはや、あれらの兵器を侵しん略りやくに使用することは決してない。ただ、国家の防衛のためだけに用いるとしよう」

「兄様……ホントに？」

「ああ。本当だとも。お前にウソをつくはずがあるまい？」

「兄様ありがとう！」

「ロザリー。礼を言うのはむしろこっちのほうだ。兄様は、自分を見失っていた。だが、お前が私を本来の道に戻してくれた。すまなかった。感謝している」

　スコニー兄様が私の手を取る。こんなふうに感謝されるのって、なんだかちょっぴり照れくさい。

　リリィが紅茶を淹いれて来た。

「さぁ、一ひと仕し事ごと済んだところで、少しお茶でもいただきましょう。ロザリー様、まだご自分のお作りになったケーキ、お食べになってらっしゃらないでしょう？　二人でいただきましょう」

　明るい調子でニッコリ笑う。

「おい、リリィよ。二人で、って私の分はどうした？」

「殿でん下かは一人だけお先にお食べになったじゃありませんか」

「一人だけお先にって、それはロザリーがだな……。おい、ロザリー。何とか言ってやってくれ」

　普ふ段だん気取ってるスコニー兄様が慌あわててる。何だかおかしい。そんなに私のケーキ、美お味いしかったのかな？

「私の分、半はん分ぶん兄様にあげてもいいよ」

「あら、ロザリー様ったらなんてお優しい。それでしたら私は、半分ロザリー様にお分けしますね」

「それならば、初めからリリィが私に半分くれれば良いのではないか？」

「民たみの幸せを第一にお考えくださるのでしたら、ロザリー様が殿下にお分けしたいと望んでらっしゃるお気持ちを尊そん重ちようなさってください。それからついでに、私がロザリー様にお分け致したいという気持ちも」

「む……。一いち理りある……」

　リリィにたしなめられて、スコニー兄様が黙る。何だか、母親と子どもみたい。兄様、ちょっぴり可愛かわいい。くすっ。

　でも、なんだかほのぼのとしてて一家団だん欒らんって感じだね。って私、一家団欒なんて今まで経験したことないけど。でも、こういうのって平和で幸せだよね。

　とか思ってたら、突然艦かん内ないに警けい報ほうが鳴り響ひびいた。な、何、一体？

「右う舷げん前方部通つう風ふう孔こうより侵しん入にゆう者発見。乗員はただちに非常警けい戒かい態勢に入ってください。繰り返します……」

　機械音おん声せいのアナウンスを聞いてスコニー兄にい様さまの顔色が変わる。慌あわててテレビみたいなのを点つけ、チャンネルをいじる。画面に侵入者の姿が映った。

　迷めい彩さい服ふくに身を包んだ兵隊さんたちが、マシンガンで武ぶ装そうしてなだれ込んでくるのが見えた。どうして？　私が交渉してる間は何もしないって話だったじゃない？

〔ちょっと、お兄ちゃん！〕

〔な、なんじゃもえみちゃん？〕

〔どういうこと？　私が説得する間、自じ衛えい隊たいは動かないって約束だったでしょ？〕

〔うむ。確かにそうなのじゃが、スコニー（12）たちが武装を解いたのを知った国こく連れん軍が勝手に動いてしまっての。国際社会での発言力など皆かい無むに等しい我が日本政府には、止めることは出来んかったのじゃ。それどころか、他国の圧あつ迫ぱくを受けて、自衛隊も出動することに……〕

〔何それ！　約束違い反はんじゃないっ！〕

〔いや、お偉えら方がたの言い分では、自衛隊が動かないと約束したのはあくまで説せつ得とくする間。もはや説得は終了したのだから、自衛隊が動くことになんら問題はない、ということなのじゃよ……〕

〔そんなの屁へ理り屈くつじゃない！　お兄ちゃん、それであっさり引き下がったの？　サイテーだよ！〕

〔そ、そう責めんでおくれ。市し井せいの一マッド・サイエンティストに、国の決定を阻はばむ力があろうはずはないのじゃ。ましてや国連軍やアメリカ様を止めることなど……〕

〔そ、そりゃそうだけど……。でも、スコニー兄様はおとなしく帰るって言ってるのに、なんで攻めて来るの？　おかしいよ〕

〔異い星せい人じんの科学技術は誰しも大いに興味のあるところじゃからの。各国とも、なんとか押おう収しゆうしたいのじゃ。それに、生物学者にとっては異星人のからだの仕組みも大いに関心がある。つかまえて解かい剖ぼうしたくなるのは科学者の性さがというものじゃ〕

〔か、解剖って……。そんなことしたら死んじゃうじゃない！〕

〔う、うむ……。じゃが安心せい。リリィの身み柄がらはわしの研究所で引き取ることになっておる。死ぬのはスコニー一人じゃ〕

〔お兄ちゃんのバカっ！　何よその言い方！　スコニー兄様は死んでも構わないっていうの？　お兄ちゃんだって、スコニー兄様のこと立りつ派ぱだって褒ほめてたくせにっ！〕

〔い、いや、確かに奴やつの兄っぷりには、ほれぼれするところがあったのは事実じゃが……〕

〔だったら協力してよ。何とかスコニー兄様とリリィが無事でいられるように！〕

〔そ、それは、もえみちゃんのお願いとあれば、お兄ちゃんには断るという選択はあり得んが……〕

　スコニー兄にい様さまが立ち上がった。剣を摑つかむ。

「ロザリー。リリィ。お前たちはここにいろ。私が出向いてくる」

　リリィが引き止める。

「いけません殿でん下か。あの様よう子すでは、彼らに話し合いを受け入れる準備はございません。争いになれば、剣では到とう底てい……」

「あのような雑ぞう兵ひようごとき、剣けん一本で充分だ。それに万まん一いち後れを取ることがあろうとも、お前たちが脱出する時間さえ稼かせげればそれでよい」

　部屋を出ようとする兄様。ダメだよ！　せっかく全部うまくいくとこだったのに。ここで争いになっちゃ、ぶち壊しだよ。兄様が死んじゃったら、いくら地球が守れたって意味ない！　止めなきゃ！

「待って、兄様！」

　スコニー兄様は振り返った。私の顔を優しくなでる。

「安心しろ。何があろうと、お前のことだけは必ず守り抜いてみせる」

「やめて。行っちゃダメ！　殺されちゃう！」

「ロザリー。たとえここでじっとしていても、いずれ彼らはここへ踏み込んでくる。それくらいなら、こちらから出向いていったほうがまだ、お前たちが脱出する時間が稼げるだけマシだ」

「逃げるんだったら、兄様も一緒に逃げて！」

「無理だ。脱出用の小型艇ていは二人乗りなのだ。どのみち誰かが一人、残らねばならん」

「だったら私が残るよ。どうせ私、動けないんだから。だから、兄様とリリィで逃げて！」

「ロザリー。よく聞け」

　私の手を握って、スコニー兄様は微笑ほほえんだ。

「確かに、お前に残された命は短い。だが、だからこそ私は、その残り少ない貴き重ちような余よ生せいを大切にしてほしい。あのような兵士どもの手で、お前の人生の最期を汚けがさせたくないのだ。私は、お前の魂たましいの尊そん厳げんを守りたい。分かるな？」

「分からないよ！　私なんかのために命を捨てるなんて！　兄様が私の命を大事に思ってくれるのと同じように、私だって兄様の命は大事なんだよ？　お願いだから、自分から死にに行くようなマネはやめて！」

　袖そで引っ張りをする私の手を払いのけて、スコニー兄様は無言で立ち上がった。背中を向けたまま言う。

「リリィよ。ロザリーのことを頼む」

　そのまま部屋を出て行くスコニー兄様。

　なんで？　なんでなの？　今の私、妹いもうと力りよく百パーセントのハズなのに。なのになんで、スコニー兄様は私のお願い聞いてくれないの？　ＥＸ必ひつ殺さつ技わざの袖引っ張りが通用しないの？

〔無む駄だじゃ、もえみちゃん〕

〔お兄ちゃん？　どういうことなの？　百パーセントの妹いもうと力りよくでかかれば、言うこと聞かない兄なんて存在しないんじゃなかったの？　なんで私、スコニー兄にい様さまを止められないの？〕

〔もえみちゃんの妹力が上がれば上がるほど、妹を守ろうとする兄としての本能も強くなっていくのじゃ。従って、お前がスコニーを必死になって止めればそれだけ、スコニーめは何とかお前を守りたいという気持ちになっていってしまうのじゃよ〕

〔そんな……！　じゃあ私、かえってスコニー兄様を死し地ちへ追いやってたの………？〕

〔まあ、結果としてはそういうことになるか……〕

〔ウソ……。それじゃ、スコニー兄様が死んだら私のせい……〕

　お兄ちゃんと通信してる間に、リリィが私を脱出用の小型艇ていに運び込んだ。私を座席に座らせる。

「申し訳ございませんが、ここでお別れです」

「リリィ？」

　ブツッ！　あっ！　しまった。外部スピーカーがっ！　うっかり『兄様』以外の呼び掛けしちゃったよぉっ！

「殿でん下かをお一人で死なせるわけには参りません。ロザリー様の面めん倒どうを最後までみられないのは心残りですが……」

　ま、待ってよ！　そんな、リリィまで……！

「操そう縦じゆう方法はお分かりですね？　大たい抵ていのところへは目的地を言うだけで自動操縦で連れて行ってくれます。それ以外に自分で操作なさる時は、ギアをドライブに入れて、ハンドルとアクセル、ブレーキで操縦します」

　オートマ車と一緒だね……じゃなくて！　お願いだから、自分から命を捨てるようなマネしないでよぉ……！

　泣き顔入にゆう力りよくした私に向かってリリィが優しく微笑ほほえむ。

「短い間でしたが、ロザリー様のお世話が出来て幸せでした……」

　リリィ……。

　私が惚ほうけてる間に、リリィはエンジンを掛けて目的地を入力しちゃった。エンジンがすごいうなりを上げる。ドアを閉めようとするリリィ。やめて！　私、どうせ地球人だから平気なんだよ。だから、兄様とリリィの二人で逃げてくれて、全然構かまわないんだよぉっ！

「最後に一度でいいから、ロザリー様に『お姉ねえ様さま』と呼んでいただきとうございました……」

　私の手の甲こうに口づけするリリィ。切なげな瞳ひとみでじっとこっちを見る。けど私、『お姉様』じゃ外部スピーカーつながんない……。

　リリィは寂しげに微笑んで、ドアを閉めた。

「ご無事で……」

　なんで？　なんで私、兄にい様さま以外の呼び掛け出来ないの？　死を覚かく悟ごしたリリィの最後の希望なのに、たった一言『お姉ねえ様さま』って呼んであげるだけでいいのに、なんでそれすら出来ないの？　スコニー兄様もリリィも、あんなに優しく看かん病びようしてくれたのに、なのになんで私は何にもしてあげられないの？　なんでお返し一つしてあげられないの？

　小型艇ていが発進する。それを見届けて、リリィは艦かん内ないへ取って返した。

　ダメだよ。これじゃ私、一人だけ逃げてる卑ひ怯きよう者じゃない。しかも、機体を冷れい却きやくしてもらっておきながら、あんな軍隊を引き込んじゃって……。男の中の男どころか、恩おんを仇あだで返す裏切り者だよ。これじゃ私、最低のクズヤローだよぉ……。

〔もえみちゃん！　聞こえておるか？〕

〔なに？　お兄ちゃん〕

〔小型艇に乗り込んだのはラッキーじゃった。そのまま地上へ戻ってくるのじゃ。これで確実に地上に生せい還かん出来る〕

〔でも私、操作方法よく分かんない〕

〔さっきリリィが説明しとったじゃろうが。大たい抵ていの目的地へは音声入力だけで勝手に連れて行ってくれるそうじゃ。じゃから、地球上へ進路変へん更こうと言えば、勝手に地上に連れてきてくれるハズじゃ〕

〔……そう。とりあえず、外部スピーカーつなぐね……〕

「兄様……」

　………。

〔……どうした、もえみちゃんよ？　早く新たな進路を入力せんか〕

〔……うん〕

「目的地変更……」

　私、ホントにこのまま地上に戻っていいの？　ホントにそれで、男を貫つらぬいたって言えるの？　私……。

〔どうした？　何を戸と惑まどっておる？〕

　お兄ちゃん……。心配そうな声してる。当然だよね。この機体、もう冷却水は残ってないし、まともに動けるのはあと五分程度だもんね。それまでに地上に戻らなきゃ、私もう生還出来ないかもしれないんだもんね……。

　だけど……。お兄ちゃんに心配掛けたくないけど……。ごめんなさい。でも私、やっぱり……。

「目的地、スコニー兄様の宇宙艇ていへ！」

〔な？　なんじゃと、もえみちゃん？　今いま更さらＵＦＯ内へ戻ってどうしようと言うのじゃ！〕

〔ゴメンね、お兄ちゃん。でも私、やっぱりこのまま兄様とリリィを見殺しになんて出来ないよ〕

〔そ、そのことなら今ワシが必死になって国連事務総そう長ちよう（13）とホワイトハウスに話をつけておるところじゃ。ＥＵはすでに抱き込んだ！　じゃからもえみちゃんはいったん戻ってくるんじゃ！〕

〔……ゴメンなさい。たとえお兄ちゃんの言うことでも、それだけは聞けない〕

〔よく聞くのじゃ、もえみちゃんよ。もえみちゃんが戻ってきたら、ワシがさっさと修理して、それからお前の妹いもうと力りよく百パーセントで国こく連れん事務総長とペンタゴンのトップを説せつ得とくするのじゃ。そうして大急ぎで緊きん急きゆうの停てい戦せん決議をしてもらう！　それが一番安全で確実な方法なのじゃ！〕

〔そんなのんびりした手段なんてとってられないよ！　説得してから攻撃中止命めい令れいが末端の兵士に伝わるまでに、きっと兄にい様さまたちは殺されちゃう〕

〔だからといって、今のもえみちゃんが戻ったところで動けるのはせいぜい五分。すぐにオーバーヒートしてしまうのじゃぞ！　そうしたらもう、助けてくれるものはおらん。それどころか、艦かん内ないをうろついておったら兵隊どもに宇宙人と間違われてしまうかもしれん！　そうなったらマシンガンでブッ壊されることは確実じゃ。中にいるお前も絶対に助からんぞ〕

〔兄様は命を捨ててでも私を逃がそうとしてくれたんだよ！　だったら私だって命いのち懸がけで助けに行かなきゃ！　私、こんな恩おんを仇あだで返すような事態になっちゃって、その上さらに二人を見殺しにしちゃったら、一生かかったって償つぐないきれないよ！〕

〔お前まで死んで何になると言うのじゃ！　命を粗そ末まつにしてはいかんと言うたじゃろうが！　自分の命も大事に出来ん奴やつに、他人の命を尊そん重ちよう出来ようはずがない！〕

〔ゴメンなさい。でも、もうＵＦＯに着いちゃった〕

〔もえみちゃんよ。頼むからおとなしく戻ってきておくれ。第一、もともとパワーもない上に、ろくに動けもせんお前が行ったところで、一いつ体たい何が出来る？　どうやってスコニーたちを救うというのじゃ？〕

〔分かんない。分かんないけど、でも……！〕

　ドアを開けて、兄様たちがいるほうへ走る。コックピットの中がどんどん熱くなってく。静かに歩いて五分動ける程度なんだから、走ったらあっという間に機体温おんは上昇するに決まってるんだけど。

　あっ！　今、銃じゆう声せいが聞こえた。近くだ。兄様たち、すぐ近くにいる！　あそこの角を曲がれば……！

　その時。

　ガクッ！

　え？　と、突然動うごけなくなった？　もしかしてオーバーヒート？

　そ、そんなぁ！　もう、すぐそこに兄様たちがいるっていうのに、ほんの目の前なのに、なんでこんなところで……！

〔もえみちゃんよ。ほれ見たことか！　だから言わんこっちゃない。大丈夫か？〕

〔お兄ちゃん……〕

〔もはやどうしようもない。そのままそこでじっとおとなしくしておくしかない。下へ手たに動こうとして機き体たいが壊れたら、それこそ一巻の終わりじゃからな〕

　その時、また銃じゆう声せいがした。続いてスコニー兄にい様さまの声！　撃うたれたんだ！

　早く行かないと殺されちゃう！　けど、どうしよう。オーバーヒートしちゃったのに、どうやったら動けるの？

　そうだ！　安全弁セイフテイ。安全弁、解かい除じよしたらいいんだ。これ解除すれば、さらに十五分は動けるって、確かお兄ちゃん言ってた。その代わり、機体はぼろぼろになるしコックピット内の温度は確実に生せい存ぞん不可能な温度に上昇するって言ってたけど…………。でも、そんなこと言ってる場合じゃない。早くしないと兄様たちの命が危ないんだから！

　えいっ、安全弁セイフテイ、解除っ！

〔な？　も、もえみちゃんよ！　今何をした！〕

〔安全弁、解除しちゃった〕

〔ばっ、馬鹿な！　それでは機体ももえみちゃんの命も……〕

〔ごめんなさい、お兄ちゃん。でも私、お兄ちゃんの妹もえみであると同時に、スコニー兄様の妹ロザリーなの。ロザリーにとってスコニー兄様は、命を賭かけても守りたい大切な兄様なの……〕

〔ぬ、ぬうぅっ！　何たる健気けなげな台詞せりふ……！　こ、ここに来て妹いもうと力りよくは更に上昇しておる！　百二〇パーセント、百五〇パーセント、二百パー……、馬鹿な！　まだ上昇しておる……！〕

〔ゴメン。私、行くね。でも、お兄ちゃんのことも大好きだよ……〕

〔もっ、もえみちゃん……！　いや、敢あえてロザリーちゃんと呼ぼう。ロザリーちゃんよ！　もはやこうなっては、止めはせん！　じゃが、ワシにも兄として最後に一つだけ助言させておくれ〕

〔なに？〕

〔今のロザリーちゃんは妹力五百パーセントに達しておる。かつてこれほどの数すう値ちを見たことはないから断言は出来んが、これだけのパワーならば複ふく数すう同時攻こう撃げきをしても充分に有効なハズじゃ〕

〔ってことは……〕

〔うむ。たくさんの兵隊さんたちを一いつ斉せいに説き伏せられるかもしれんということじゃ！〕

〔ホントに？〕

〔ああ、大切なロザリーちゃんにウソをついたりするものか。それからな、一般家庭の出身が多い末まつ端たん兵士たちに対する呼び掛けは、『兄様』よりも『お兄ちゃん』に切り替えたほうが一いつ層そう効果的なハズじゃ〕

〔分かった。ありがとう！　お兄ちゃんの忠ちゆう告こくに逆らっちゃった私にそんな助言くれるなんて、やっぱりお兄ちゃんて優しいね〕

〔なに。ワシは、ロザリーちゃんがもえみちゃんとしてワシの元に生せい還かんしてくれる可能性を少しでも高めたいだけじゃ。礼には及ばぬよ〕

〔ありがと……。私、きっと生きてお兄ちゃんの元に帰ってみせるね。絶対だよ。約束する〕

　よぉしっ！　やるぞぉっ！　角を曲がったら、まず兄妹愛あい発生電でん波ぱを照しよう射しやして、それから一気に仲ちゆう裁さいだっ！
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［兄side］




　くうぅっ！　地球人どもめ。なかなかやるではないか。この、防ぼう弾だんブラウスと防弾チュニックと防弾スカーフと防弾コートと防弾マントと防弾グローブと防弾ブーツと……つまり全ぜん身しん完全防弾している私に手て傷きずを負わせるとは。

　しかもこちらはロザリーとの約束の手前、こやつらに致ち命めい傷しようを負わせることは出来ん。せいぜいで峰みね打うちどまりだ。これではいつまでたっても埒らちが明かん。倒した奴やつ等らもしばらくしたら意識を取り戻して戦せん線せん復帰してくるからな。

　奴等が重じゆう火か器きを使用出来ないのがせめてもの救いか。下へ手たしてこの艦かんを破壊して墜つい落らくさせてしまっては、向こうも共とも倒だおれだからな。それに地球の防弾チョッキと違って、５・５６ミリ口こう径けいの突撃銃アサルトライフル程度なら我が国最さい先せん端たんの防弾装そう備びならば持ち堪こたえられるし、奴等の弾だん薬やくもそろそろ尽きて来たようだ。

　とはいえ、不利な形けい勢せいに変わりはない。何しろ数が違い過ぎる。最さい新しん鋭えいのトレーニングマシンとドーピング技術によって常じよう人じんの十倍のスピードとパワーを誇るこの私だが、持じ久きゆう力が無限に続くわけではない。このままでは突破されるのも時間の問題だ。ロザリーたちはもう脱出しただろうか。

　などと一いつ瞬しゆん他のことに気がいっていたスキに、兵士の一人が頭上から飛び掛かってきた。一瞬反はん応のうが遅れる。

　しまった。つかまってしまうと、多た対一いちでは圧倒的に不利だ！

　その時。

　突然、鋭いピンヒールが兵士のアゴに突き刺さった。そのまま蹴けり飛ばされる兵士。

「殿でん下か！　ご無事で？」

「リリィか！　そなた、一体どうしてここへ？」

「ご安心を。ロザリー様は確かに脱出させて参りましたから！」

「そなたも一緒に脱出するよう命じたではないか！　何なに故ゆえ戻ってきたのだ！」

「主あるじを盾たてにして逃げる臣しん下かがどこにおりましょう。お救い出来ないとあれば、せめて共に戦って死ぬことが忠ちゆう義ぎを尽くす道と存じます」

　そう言って穏おだやかに微笑ほほえむリリィ。

　……馬鹿な女だ。ただ死ぬためだけに戻ってくるとは。相変わらず、情じようにもろく律義りちぎで愚ぐ直ちよくで……。だが、その気持ちは嬉うれしいぞ。彼女はやはり、死なせるには惜しい女だ。少なくとも、私と結ばれるまでは死なせるわけにはいかん。私に死し姦かんの趣味はないからな！

「リリィよ！　何も死ぬと決まったわけではない。こやつらを追い返したうえで、この艦で引き上げればよいのだ。なにより、ここで我らが死んでしまってはロザリーが悲しもう。あの子の余よ生せいを悲しみで埋めてしまうわけにはいかぬ！　生きて帰るのだ！」

　敵兵をなぎ払いながら声を掛ける。

　その時、視界の隅すみに、リリィを狙っている敵兵の姿が見えた。

　いかん！　リリィは普通の布の服とエプロンだ。ロザリーの看かん病びように追われて、今け朝さケーキ作りをしていた時のまま、着替えておらん。

　慌あわてて飛び出し、身を盾たてにする。それと同時に鳴り響ひびく銃じゆう声せい。

「うぐぅっ！」

　弾だん丸がんは唯ゆい一いつ防御の薄い大だい腿たい部ぶへと食い込んだ。

　……いや、唯一ではない。考えたら顔もむき出しではないか。今ごろ気づく私も私だが、何なに故ゆえ地球人どもは、このむき出しの顔を狙わなかったのか。やはり、あまりに美し過ぎるものを前にすると、傷つけるのが恐ろしくなるということなのか……？

　どうでもいいことに思いを巡らせる間にも、太ふと腿ももから血が噴ふき出す。さすがは我が最さい先せん端たんの防ぼう弾だんズボンだけあって、この至し近きん距離から喰らったにもかかわらず肉にく片へんが噴ふき飛ぶことはなかったが、しかし銃じゆう弾だんは深ふか々ぶかと腿ももに突き刺さっている。体重を支えることが出来ず、体がよろけた。

　無ぶ様ざまに片かた膝ひざをついた私に、リリィが駆け寄る。

「殿でん下か！」

　私たち二人を、地球人どもが取り囲んだ。一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向ける。

　もはや、これまでか。この私ともあろう者が、レジャーがてらに立ち寄った星で果てるとは……。

　だが、今まで無む慈じ悲ひな侵しん略りやくを繰り返してきた者として、当然の報むくいかもしれぬ。

　ロザリーを逃がしてやれたことが、せめてもの救いか。すまぬ、ロザリー。決してそばを離れぬと誓ちかったが、どうやらこれでお別れだ……。最後まで妹を放ったらかしの駄だ目めな兄を許してほしい……。

　私が目を閉じたその時、艦かん内ないに大きな声が響き渡った。

「お兄ちゃん！」

　まさか？　この声……！

　振り向いた私の目に、ロザリーの姿が飛び込んできた。壁にもたれるようにして、よろけながらこちらへ向かってくる。馬鹿な！　何故？　何故戻もどってきたのだ！

　突然の闖ちん入にゆう者に、兵士たちが一いつ斉せいに銃口を向ける。

「ロザリー！　来てはならん！　逃げるのだ！」

　ロザリーは私の声を無視して、一歩一歩近づいてくる。そして、兵士たちに向かって泣き叫んだ。

「お兄ちゃんたち、乱らん暴ぼうなマネはやめて！」

　一いつ瞬しゆんにして、兵士たちの間に動どう揺ようが走った。ざわめく兵士たちに、ロザリーは更に叫ぶ。
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「この人たち、何もしないで引き上げるってちゃんと約束してくれたんだよ？　なのにどうしてそんなひどいことするの？　しかもたった二人にそんな大勢で、卑ひ怯きようだよ。そんなお兄ちゃんたち、見たくないよ！」

　兵士たちの動どう揺ようが更に高まった。それと同時に、ロザリーに向かって口々に聞いたこともない娘の名前を叫ぶ兵士たち。しかもそのどれ一つとして、同じものはないのだ。

　だが、兵士たち以上に動揺したのは私だ。「お兄ちゃんたち」？　お兄ちゃんたちだと？　どういうことだ？　何なに故ゆえこの兵士どもが、それも地球人が、ロザリーの兄なのだ？

　私が混乱している間にも、ロザリーは兵士たちと何やら言葉を交わしていた。やがて、兵士たちの指し揮き官かんとおぼしき男が帰き投とう命令を下した。整然と隊たい列れつを組んで引き返していく兵士たち。最後の一人が立ち去るのを確認すると、ロザリーはその場に倒れ込んだ。

「ロザリー！」

　撃うたれた左足を引きずりながら、慌あわてて駆け寄る。リリィが一足早く、ロザリーを抱き起こした。

「ロザリー様。しっかり！」

　ロザリーは苦しげに私のほうを向いた。無理をして微笑ほほえんでみせる。

「兄にい様さま……。無事で良かった……」

「ロザリー。何故……？」

　そう呟つぶやきかけて私は言葉を止めた。一いつ体たい何を尋たずねようとしたのか自分でも分からなかった。何なに故ゆえ逃げなかった？　何故戻もどってきた？　何故あの地球人どもを兄と呼んだ？　何故あの兵士たちはおとなしくロザリーの言葉に従った……？

「ごめんなさい。驚いたでしょ……？」

　ロザリーの微笑に、かすかに陰りが混じった。

「……私、本当はロザリーじゃないの。本当は私、兄にい様さまに地球侵しん略りやくをやめてくれるようにお願いにきた、妹ロボット『もえみちゃん』なの。……ううん、もえみちゃんはこの機き体たいの名前で、操そう縦じゆうしてる私はホントは岩がん鉄てつ巌いわ男おって言うの……」

「ろ……ロザリー？」

　何を言っている？　熱に浮かされての譫うわ言ごとか？　だがしかし、先さき程ほどの兵たちとの様よう子すは……。それに、考えてみれば私たちが初めて出会ったのもこの地球上でだ……。まさかロザリー、本当に……？

　当とう惑わくしながらも私はロザリーの肩を抱きかかえた。

「とにかくベッドへ行こう。立てるか？」

　ロザリーは力無く首を振る。

「……ごめんなさい。この機体、限界超えて無理しちゃったから、もう動けないの。コックピットの温度もそろそろ限界だし。兄様と喋しやべれるのも、これが最後みたい……」

　ロザリーの体から、オイルの焦こげるような臭いがただよってきた。この臭いは……。思わず鼻を押さえる。

　ロザリーは悲しげに視線を落とすと言葉を続けた。

「……ゴメンね、ずっとウソついてて。優しくて親切なスコニー兄様をずっと騙だまして、そんなケガまでさせちゃって……、私って悪い子だね……」

「何を言う。お前が説せつ得とくしてくれたお陰で、私は自分を取り戻したのだ。ロザリーが謝ることなど何一つない！」

「兄様……」

　私の言葉に、ロザリーは少し驚いた目をする。その瞳ひとみが潤うるむのが見えた。

「……まだ私のこと、ロザリーって呼んでくれるんだ……。嬉うれしい……」

　瞼まぶたから熱い涙が一ひと筋すじ、頰ほおを伝って床を濡ぬらす。

「当然だ！　たとえお前が本当は地球人であろうと、本名がガンテツであろうと、私がお前を愛している事実に変わりはない！　私にとってお前は最愛の妹ロザリーだ！」

　本心だった。本当に偽いつわらざる心からの言葉だった。正体を打ち明けられた今でもなお、私にとって目の前の少女は、この世で最も大切なたった一人の妹だった。愛すべき妹だった。

　ロザリーはそんな私にそっと微笑ほほえむ。

「ありがと…。私も兄様のこと、大好きだよ……」

　囁ささやくようにそう言うと、ロザリーは静かに目を閉じた。同時に、プシューッと蒸気の抜けるような音。そしてそれが、ロザリーの最期の言葉となった。

「ロザリー？　おい！　ロザリー！」

　思わずロザリーの肩を抱いて激しく揺さぶる。だが、ロザリーはもはやピクリとも動かない。動くはずのないことは分かっていた。それでも、呼び掛けずにはいられなかった。揺り起こそうとせずにはいられなかった。

　やがて、ロザリーの目が開くことはもう二度とないこと、ロザリーは永遠に私から去っていってしまったことを悟さとると、私は黙って涙を拭ぬぐった。

　そして静かにロザリーの体を抱き上げた。

「殿でん下か。どちらへ……？」

　リリィが問う。

「……たとえ地球人であろうと、私の愛した妹だ。せめて、故こ郷きようの土に還かえしてやりたい」

「ですが……」

　発言を途中で飲み込むリリィ。何を言いたいのかは分かる。先さき程ほど乗り込んできた兵士たちは追い返したとはいえ、地上に降りれば再び新たな敵が押し寄せてくる。地上に降りるのは自殺行こう為いだと言いたいのだろう。それくらいは私とて分かっている。

　黙って見つめる私に、リリィは言った。

「……殿下のお気持ち、ごもっともです。私も付き添ってよろしいでしょうか……」

「ああ……、そうしてくれればありがたい。ロザリーもきっと喜ぶ……」

　リリィに太ふと腿ももの応おう急きゆう手当てをしてもらうと、宇宙艇ていを地上に降ろした。
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［兄side］




　宇宙艇ていを出ると、辺りに軍隊の姿はなかった。白はく衣いに身を包んだ初しよ老ろうの男が一人、出迎えた。

「スコニー殿でん下かとリリィじゃな？」

「そなたは……？」

「ワシはそのもえみちゃん一号を製作した、石いわ走ばしり足たる巳みというマッド・サイエンティストじゃ。無線を通じて、事情はすべて分かっておる」

「そうか…。すまぬ。私のせいでロザリーは……」

「謝ることはない。おぬしの兄っぷりは見事じゃった。それより、もえみちゃんは壊れたが、中のパイロットはまだ死んではおらん。早く脱出させて治ち療りようすれば助かる」

「な……。それは本当か？」

「無む論ろんじゃ。じゃから、早く病院へ」

　私は石走という男の後について、大急ぎで病院へ向かった。足の痛みなどは忘れて走った。

　ロザリーは生きている。まだ、生きているのだ。たとえ姿は変わろうとも、生きていてくれさえすればそれでいい。私が愛したのはロザリーの清らかで純じゆん粋すいな魂たましいなのだから。




　ロザリーが意識を回復するまでの間に、私も足の治療を受けた。わが国の医い療りよう水準と比較すれば原始的ではあるが、まあ適切な処置であったと言えよう。

　しばらくして、先さき程ほどの石走という男がやってきた。

「お陰でどうやらパイロットは意識を取り戻したようじゃ。改めて礼を言わせてくれ」

　私は立ち上がった。

「礼には及ばぬ。当然のことをしたまで。それより、意識が戻ったのなら面会させてはくれまいか」

　石走は表情を曇くもらせた。

「いや、出来ればこのまま会わずに帰ってやってはくれんか。本人は会いたくないと言っておる」

「なぜだ？　まさか、ずっと私を欺あざむいていたことを気に病やんでいるのか？　それならなおさら会わねばならん。会って、何も気にすることはないと、はっきり伝えてやらねば！」

「そうではない。もえみちゃん一号の外見とパイロット本人の外見とでは、違いがあり過ぎるのじゃ。奴やつは、おぬしにだけは、本当の自分の姿を見られたくないのじゃ。分かってやってくれ。世の中には知らないほうが幸せなことだってあるんじゃ」

「外見がどれほど変わろうと、ロザリー本人であることに違いはない！　会わせてくれ。例えどんな姿になろうと私の愛は変わらぬ！」

　石走を押し退のけて、私は病室へ踏み込んだ。

「ロザリー……！」

　ベッドの上にいたのは、包ほう帯たいを巻かれた武ぶ骨こつな男だった。

　目を見開いて言葉を失う私。

「ロ、ロザリー……？　本当にお前がロザリーなのか……？」

　かろうじて問いを発すると、男はうつむいて苦にが々にがしそうに吐き捨てた。

「すまねぇな、兄にい様さま。けど俺はもうロザリーじゃねぇ。今の俺は、ただの岩がん鉄てつ巌いわ男おだ……」

　それを聞いて私は激げつ昂こうした。

「ふっ、ふざけるな！　き、貴き様さまのどこがロザリーだぁっ！」

「だからもうロザリーじゃねぇっつってんだろ！」

　怒ど鳴なり返す男。私は混乱した頭で考えた。そうだ。これは冗じよう談だんだ。こいつらは私を騙だましてからかおうという肚はらなのだ。本当のロザリーはきっと別の場所に隠かくれているのだ。そうに違いない。なんというタチの悪い奴やつ等らだ。

　私は男に詰め寄った。

「悪あく質しつな冗談はよせ！　一体ロザリーをどこに隠した！」

　そこに、石いわ走ばしりが入ってきた。

「スコニー殿でん下かよ。落ち着くのじゃ。もえみちゃん一号すなわちロザリーのパイロットは、間違いなくその男じゃ」

「馬鹿な！　あんな可か憐れんで健気けなげではかなげなロザリーの正体が、こんないかつくて武骨な男だというのか？」

「……だから会いたくねぇって言ったんだ」

　男の顔に、忌いま忌いましさと恥じらいの混じった表情が浮かんだ。

　この男の目。この目は、噓うそをつける男の目ではない。ということは、やはりこいつが……！　記き憶おくの中の可憐で健気なロザリーが、目の前の武骨な男に侵しん食しよくされていく。ロザリーの顔はこの岩鉄とかいう男の顔に置き換えられ、ロザリーの声は岩鉄の濁だみ声ごえに変わっていく。

　私がロザリーのために流した涙は、実はこの男のために流したものだったのか？

　ロザリーが最後に呟つぶやいた、「兄様のこと、大好きだよ」というあの台詞せりふは、この男が吐いたものだったのか？

　ああ、私の美しい思い出が……！

　……世の中には知らないほうが幸せなこともある。確かに事実だ。今や我が最さい愛あいの妹ロザリーはこの世から消えてしまっただけでなく、私の思い出の中からも永遠に失われてしまった。

　だが、この男を責めるまい。この男がいたからこそ、愛いとしきロザリーも存在したのだから。そもそも私は、たとえ姿が変わろうとも、ロザリーを愛する気持ちは変わらぬと誓ちかってしまったではないか。今思えばとんでもないことではあるが、男が一度誓ったこと。覆くつがえすワケにはいかん。

　私はマントを翻ひるがえしてドアへ向かった。

「岩がん鉄てつとやら。貴き様さまのことは忘れよう。私にとってのロザリーは、あくまでも一人の少女であって、ロボットでもなければ操そう縦じゆうしていたパイロットでもない」

「……兄にい様さま」

「すまなかった。会いたくないというそなたの希望を無視して押し込んだのは私の責せきだ。赦ゆるせ」

「………」

「さらばだ。そなたの健気けなげさ、大事にするがよい……」

　私が男に対して出来る愛など、精せい々ぜいで傷つけぬように別れることのみ。私は静かに別れを告げると、リリィとともに速すみやかに地球を去った。
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［兄side］




　帰りの宇宙艇ていの中、どんどんと小さくなっていく地球を無言で見つめていると、リリィがそっと慰なぐさめた。

「……殿でん下か。元気をお出しください」

「うむ……」

「考えようによっては良かったではありませんか。あのロザリー様が地球からきたロボットだったということは、本物のロザリー様はちゃんとご健けん在ざいだということでしょう？　それでしたら……」

「ほ、本物のロザリー……？」

　はっ！　そういえば確かに私は、ロザリーのことを本国からこっそりついてきた妹として紹介していた！　マズい。マズいぞ。ロザリーとはこの地球で初めて会ったなどとバレたら、そしてそもそも私には本当は妹などいないとバレたら、どんな目で見られることか……！　せっかくアップした好こう感かん度どが大幅下げ落らくすることは避けられん……っ！

　突とつ然ぜん言葉を失った私を、リリィはただ不ふ思し議ぎそうに見つめるだけだった。




［妹side］




「スコニー兄にい様さま、立りつ派ぱな男だったな……」

　ＵＦＯを見送りながら、俺は呟つぶやいた。ロザリーの中身が俺だと知って、てっきり怒り狂うと思ってたのによ。なのにあの態度。俺のことを責めもせず、男のくせに妹に成りすましてた俺を馬鹿にすることもなく、それどころか別れ際に俺の健気けなげさなんか褒ほめてくれたりしてよ。俺には真ま似ね出来ねぇ……。

　お兄ちゃん……じゃなくて博士がうなずく。

「うむ。あれこそ兄の中の兄。男の中の男じゃった」

「……俺にゃ、到とう底てい敵かなわねぇぜ。妹になりきったくらいじゃ、まだまだ真の男は極められねぇってことだな」

「巌いわ男おもスコニーのような男を目指すか」

「ああ。あの高こう潔けつさは見習わねぇとな。男として、一生の目標だぜ」

「そうか。ワシも応援するぞ」

　そういって何やら冊さつ子しを取り出す博士。

「まずはこれをすべて読どく破はするのじゃ。真の男への道はそこから拓ひらける」

「な、また参考書類かよ。しかもこれ、『お兄ちゃん入門』『はじめてのお兄ちゃん』『お兄ちゃんのＡＢＣ』って……」

「スコニーを目指すなら、まずは『お兄ちゃん道』を極めることじゃ」

「ばっ、馬鹿野や郎ろうっ！　俺が見習いてぇって言ったのはそういうことじゃねぇっ！」

「愚おろか者がっ！　己おのれを超えることなくして真の男は極められん！　お前は今回の戦いで何を学んでおったのじゃ！」

「う、うぐ……っ！」

「それにな、お前の要よう請せいを受けて、今ワシは男おとこ兄弟ロボットを開発中じゃ。その名も『お兄ちゃんロボット・道みち孝たかくん三号』をな。これを使えば、世界中の女の子を妹にしてしまえるのじゃ。そうすりゃモテモテじゃぞ」

　な……！　そういうことなら話は別だ！　……いや、硬こう派はな俺としては、モテるとかなんとかってのは別に関心はねぇんだけどな。ただ、そういうのを作ってるんだったらちゃんと乗りこなせるようにしておかねぇと、せっかくの博士の苦労が無む駄だになっちまう。それに、今の地球はまだまだ男おとこ社会でも、女性の社会進出は着実に進んでるんだし、宇宙からの侵しん略りやく者の中には女おんな社会の星からきた奴やつだっているかもしれねぇし……。

「ようし！　分かったぜ、博士。きっと立りつ派ぱなお兄ちゃんになってみせらぁ！　そして地球はこの俺がずっと守りとおしてやるぜっ！」

「おおっ！　さすがは巌いわ男お。男の中の男じゃ！　そう言ってくれると信じておったぞ！」

　見ててくれ、スコニー兄にい様さま。きっと、あんたの妹として恥ずかしくないような立派なお兄ちゃんになってみせるぜ。そしていつか一緒に、宇宙に真の平和をもたらそうぜ。

　俺は博士から渡された本を抱き締め、夕焼け空を見上げながら、そう堅く心に誓ちかったのだった。


終










註 （※本文に戻るには註釈の数字をタップしてください）





（１）対たい戦せん格かく闘とうゲームの基礎フォーマットを決定づけたカプコンの超ちよう有名対戦格闘ゲーム『ストリートファイター２』に出てくる技。半はん回転しながらジャンピングアッパーを放つ。右、下、斜め右とＺ字型にレバーを入れてからパンチボタンを押すと出る。今でこそ「昇しよう龍りゆう拳けんコマンド」として一般名めい詞し化かしているが、ゲームが出た当時は高こう難なん易い度どコマンドで、自在に出せる人のほうが少なかった。

（２）長ちようランとはロングコートのように裾すそを長く改造した学ランのこと。一ひと昔むかし前の硬こう派はな不良は皆これを愛用していた。裏には刺し繡しゆうが入れてあり、それによって格かく付づけが分かる。昇のぼり龍りゆうが最高で次点が虎とら、最低はこけしだとされるが、諸しよ説せつあり地域によっても差さ異いがある。

（３）この名前は志し貴きの皇み子この「石いわ走ばしる　垂たる水みの上の　早さ蕨わらびの　萌もえ出いづる春に　なりにけるかも」（万まん葉よう集しゆう巻八）の歌より取られたとの説が有力。後に出てくるロボットの名前もこの説を裏付けるものと考えられている。

（４）消しよう費ひ税ぜいが３パーセントだった時期がある。その時期を指しているのか、或あるいはこの作品の舞台となっている世界では更に消費税が上がっているのか、どちらであるかは研究者の間でも諸説あり未だに決着がついていない。

（５）前出の註（３）を参照のこと。

（６）よく知られているところでは、日本神話のイザナギ・イザナミ、エジプトのオシリスとイシス、ギリシャ神話のゼウスとヘラなど。道どう祖そ神じんも兄妹にして夫婦であることが多い。

（７）三十年以上昔むかしのオリジナルエロ同人など、今の若い子には到とう底てい使用に耐えうるものではない。それを含めての「すまん。許せ」であろう。

（８）『妹いもうと言葉のＡＢＣ』（石いわ走ばしり足たる巳み、白はく液えき社、一九六三年）p.210参照

（９－１）（９－２）ibid. p.132

（10）冷れい却きやく水すいの熱を外部へ放出するためのもの。もえみちゃん一号初しよ期き型がたの場合、髪の毛一本一本に冷却水が通っているため、髪を切られるとそこから漏ろう水すいしてしまうという致ち命めい的な欠けつ陥かんがあった。後に改善され、全身の毛け穴あなから少しずつ冷却水を蒸発させる皮ひ下か通つう管かん式しきが主流となる。ただし皮下通管式では蒸発で失われた水をいかに補給するかが新たな問題となった。また皮下通管式では全身に毛穴を開けるため、毛穴に汚れが溜たまって黒ずむという恐るべき欠陥を伴う。そのため耐たい用よう年数は長くて十四年程度となってしまった（この十四年という年数に、ナボコフ著『ロリータ』との対応関係を見る研究者もいる）。

（11）こんな時でもリリィを口く説どくことを忘れない、一流の狩人かりうどなスコニーだった。

（12）冷静に考えるならスコニーたちは地球を離れてから武ぶ装そう解かい除じよすべきだったが、主人公岩がん鉄てつ巌いわ男おのすさまじい妹いもうと力りよくによって、正常な判断力が狂わされたと読むべきである。

（13）ヨーロッパやアメリカにも美少女オタクは存在する。向こうのオタクは概がいしてマッチョが多い。沖おき縄なわ基地の駐ちゆう留りゆう米軍にも、戦闘機きのノーズペイントにアニメ絵を描いてるパイロットや、「アニメの聖せい地ち日本を防衛するために命を懸かけるぜＨＡＨＡＨＡ！」と言ってる海かい兵へい隊員がいたりする。











解説





おかゆまさき






　本書『ロボット妹』の著者である佐さ藤とうケイさんは、僕、おかゆまさきより二年も先にデビューされた、いわば〝先せん輩ぱい作家〟であり、なおかつ電でん撃げき小説大賞の『金賞』受賞者なのであります。

　一方僕はといえば、なんだかよくわかんないうちに電撃文庫でデビューしてしまった、いったいどこの馬の骨のなんの部分なのかちっともわかったものじゃない作家なわけです。

　……つまり、僕がなにを言いたいのかと申しますと、僕のようなモノが〝解説〟を書いちゃっていいんですか？　というコトです。

　もっと、なんというか、電撃文庫のドンである鈴すず木き編集長や、ケイさんの同期である渡わた瀬せさんや三さえ枝ぐささんのような方に書いて頂いたほうが良いのではないでしょうか。

　ちょっと本当に心配になってきたので、佐藤ケイさんの担たん当とうさんである、通つう称しようジャスミンさんに電話でお伺うかがいしてみます。




おかゆ「あ、いつもお世話になっています。おかゆです。あの、ご相談なんですが、本当に僕が解説を書いちゃっていいんですか？」

ジャスミンさん『相談もなにも、私がいいって言ってるんだから、文もん句く言わずに書いて。ケイくんにはまだ聞いてないけど』

おかゆ「ケイさんには聞いてないんですか!?　ぼ、僕が後でケイさんに怒られても知りませんよ!?」

ジャスミンさん『平気よー。ケイくん心、広いし』

おかゆ「それは、担当さんには広いかもしれませんけど……。と、というか解説って、そもそもなにを書いていいかわからないですし……」

ジャスミンさん『そうねえ、それは自分で考えて？　なにか文献しらべるとかさ。気のきいたことを書いてくれればそれでいいのよ。あ、今から会議だから、あとはよろしくー』

おかゆ「あ、あ……っ!!」




　というわけで、おかゆはがんばって解説を書いてみたいと思います。社会っていまだによくわかりません。大人おとなって少し怖いです。それではよろしくお願いします。




　　★




　突然ですが、僕がこの『ロボット妹』を読み進めていく最中、「う、うわー、うわー」と、どうしようもなくわき上がってきて、僕の脳内をいっぱいにしてしまったキーワードがあるのですが、みなさんちょっと聞いてください。

　それは、『本気』というキーワードです（これは〝マジ〟とは読まずに、そのまま〝ほんき〟と読んでください）。

『たいへんだ！　この小説は〝本気〟なんだ！』

　と、僕は何度も心の中で叫びました。主人公である男の中の男、超ちよう高校級武ぶ闘とう派は高校生・岩がん鉄てつ厳いわ男おや、マッド・サイエンティスト、石いわ走ばしり足たる巳み。宙そらからの侵しん略りやく者、Ｃ・スコニーに加え、もちろん我らの妹・もえみちゃんの生き様ざま。そしてなにより、作者である佐さ藤とうケイさんが展開する小説作法。どれをとっても僕は『本気』だと感じたのです。




　もちろん、作家はどんな時でも『本気』で小説を書きます。けれど、それとは別の次元での『本気』を、僕は『ロボット妹』を通じて、佐藤ケイさんに感じてしまったのです。

　ここで僕は、はたと気がつきます。

　この『本気』というキーワードは、僕が個人的に佐藤ケイさんご本人に抱いている感想と、一致しているコトに。

　そして確信します。

　もしかしたら、この小説『ロボット妹』を解説するよりも、実は佐藤ケイさんご本人のコトをみなさんに解説するほうが、却かえって一番解説への近道になるのではないか？　いやむしろ、ケイさんのパーソナリティ抜きでこの小説を語るコトなど不可能！　と。

　本書を読どく了りようされた方なら、もうおわかりでしょうが、この『ロボット妹』はとんでもない小説です。僕は、自分の書いた『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん』という小説も、いいかげんやっちゃった小説だと自覚していたのですが、この佐藤ケイさんの『ロボット妹』はちょっと次元が違います。

　本書『ロボット妹』にあるのは、今までになかったまったく新しい感かん触しよくであり、全ての読者が今までに触られることなんて考えもしなかった部分の心を打たれる物語です。そんな既き存ぞんの概がい念ねんを〝突破した〟小説を語る時に使用されるべき言葉は、同じく既存の概念を〝突破した〟言葉であるべきです。

　ゆえに、この解説で本文について触れるとなれば、僕は新しい言葉を以もつて文章を紡つむぐコトになります。それはきっと、常には無い快感をともなう作業になるはずです。

　しかしながら、読書に快楽を求め、ついには物語を作り出すコトを生なり業わいとするに至った書き手側が、本来は読者のみなさんのモノであるべきその悦よろこびを奪うことなどできません。

〝『ロボット妹』はこういう小説である〟的解説文章は、本書を読了した後にくる快楽の余よ韻いんを著いちじるしく損そこなうモノだと僕は思うのです。

　なので、僕が今から解説しますのは、『ロボット妹』本編についてでは無く、みなさんがこれから行われるであろう本書への論ろん議ぎ、そしてさらなる読書の快楽への手助けになればという、『佐さ藤とうケイさんという人間についての、おかゆの視点的〝解説〟』です。そこに的まとを絞しぼって、以降を書き進めていきたいと思います。




　　★




　さて、佐藤ケイさんを語る上でのキーワードは『本気』です。

　ここで、僕が実際にお会いした際、そして、極ごく秘ひルートで手に入れた機き密みつ文書で知り得た佐藤ケイさんの情報をみなさんにちょこっとだけ、箇条書きでお教えします。




【佐藤ケイさん[image: まるひ]情報】


・心理学、哲学、現代思想などに造ぞう詣けいが深い（大学で専せん攻こうされていた）。

・英語、フランス語、ラテン語を操あやつる。

・趣味としてピアノ、手品、イラスト、お菓子作り、占いなどをたしなみ、どれも素人しろうとの域いきを超えている。

・企画などのプレゼンテーション能力がずば抜けている。

・小説家としてとんでもないコトをしている。






　列れつ挙きよしてみると、改めてその勢いに混乱します。なんでしょう、ラテン語って……。ラテン語には動詞の活用が一単語につき一五〇とかあるそうなのですが、それをケイさんはだいたい覚えてるといいます。そしてフランス語検けん定ていは二級という──。

　他にも『某ぼう作家さんの誕生日に手作りのデコレーションケーキを贈った』とか、『年賀状はいつも手書きのオリジナルイラストである』とか、伝説は限りなくあるらしいのです（ジャスミンさん経由の情報）。

　僕などはこのようなケイさん情報の一端に触れただけで『佐藤さんは、本気だ……！』と、うめくようにつぶやくほかありません。




　僕が初めて佐藤さんにお会いしたのが、二〇〇三年の夏。新宿東口にほど近い喫茶店です。

　その時から、僕のケイさんへの印象は今となっても（と言っても、お会いしてまだ一年くらいなのですが）変わっていません。

　僕がケイさんに、どんなにくだらない質問をしたとしても（例えば、『僕、萌もえが全然書けないのですが、どうしたらいいんでしょう……』という質問に対しては、『それはね、おかゆくん。キミがお兄ちゃんと心の底から呼べるヒトを持っていないからだよ』と）本気の目で答えてくださるのです。

　なので、ハンパな気持ちではケイさんの前には立てません。生なま半はん可かなこちらの反論などは、あっというまに論ろん破ぱされてしまうからです。

　そう、まるでこの『ロボット妹』に出てくるマッド・サイエンティスト、石いわ走ばしり足たる巳みのように、悪魔の論ろん理りを瞬しゆん時じに展開、僕たちの思し考こうを無力化してくるのです。

　なんだか、どんどん思い出してきました。

　過か日じつ、とある所用で関東の作家さんたちで京都に行ったのですが、そこで大阪にお住まいの佐さ藤とうケイさんと夜半に合流。旅館の部屋にて、『今日の夜はみんなでコレを見る。そして全員感想を述べよ！』と、〝瓶びん詰づめ妖よう精せい〟というアニメを一話から最終話一つ手前まで見ることになったのです。

　僕たちが『早く寝たいのに、どうしてそのようなコトを……！』と、反論すると、今度は宙そらからやってきた侵しん略りやく貴き族ぞく、Ｃ・スコニーのような論理を展開、結局全員で見た後、感想を言い合うコトになりました。

　おかげで、瓶詰妖精のＤＶＤボックスを買ったヒトが出ました。凄すさまじい影えい響きよう力です。

　……あれ？　まってください。

　僕は『ロボット妹』を読んで、この小説の存在自じ体たいを佐藤ケイさんに重ねていたのでしょうか……!?

　そういえば、キャラ達の持っているパーソナリティはケイさんの一部そのものな気が……。

　わぁ！　なんだかすごい結論でた！　この『ロボット妹』は、佐藤ケイさんの持っている『本気の一面』そのものズバリだというのですか!?

　いや、そうすると全てのつじつまがあう！　僕は本書『ロボット妹』を解説するよりも、作者であるケイさん本人を語ったほうが早いと先ほど述べました。それは根っこの部分で間違っていなかったのです。

　つまり、この小説は極めて、『僕が感じている佐藤ケイさんが具現化したような』物語と言えるのですから!!




　　★




　僕はいつの頃からか、佐藤ケイさんをヒソカに心の中で、『マジカル人間』だと思うようになっていました。『マジカル人間』とは、僕たちの知るコトができない物事の本質を体たい得とくし、なおかつ、それを誰にでもわかりやすく表現できるヒトのコトを言う、僕の造ぞう語ごです。

　無論ですが、僕はマジカル人間である佐藤ケイさんを、ご本人の前では決して言えませんが、尊そん敬けいしています。

　ケイさんの他の作品、この『ロボット妹』と対ついを成すとご本人が言い張る『LAST KISS』。そして『天国に涙はいらない』シリーズにも一いつ貫かんして見られる、『己おのれの本気、信念をみごとにエンターテイメントに昇しよう華かする』その手腕には感かん服ぷくするほかありません。

　僕は今さらながらに、この解説を書いているというコトの重大さに気がつきます。この一冊は、確実にライトノベルの新たな方向性を切り開いていく作品なのです。

　本書は、新しいエンターテイメントの地ち平へい線せんを僕らに見せてくれました。一緒に向こう側へと行くも行かないも、あなたの自由です。しかし、佐さ藤とうケイさんが見せてくれた地平は、これから限りない可能性を僕らにもたらしてくれるはずです。ここから先は僕らのタメに用意された未知の領りよう域いきなのです。

　お祈りは済みましたか？　周囲にヒトの目はありませんか？　振り返らないと誓ちかえますか？

　ならば共に、さあ、遠えん慮りよせず、この〝突破している〟物語、『ロボット妹』について語り合い、その第一歩を踏み出そうではありませんか。







あとがき




　どうも皆さんこんにちは、あるいは初めまして。佐さ藤とうケイです。

『ロボット妹　改め　人類皆みな兄妹！～目め醒ざめよ愛の妹いもうと力りよく～』、いかがだったでしょうか？　楽しんで頂けたなら幸いです。




　この作品は、冒ぼう頭とうに掲けい載さいした「電でん撃げきヴんこ版序文」にもあるように、一度ボツを喰らった小説でした。しかも、友人たちに「担たん当とうさんからボツ喰らった」と嘆なげいたら、皆が皆一いち様ように口を揃そろえて「担当さんが正しいだろう」と即そく答とうしたという哀かなしい過去を持つ作品なのです。

　それでも私にとってこれは、デビュー前に書いた大変思い入れのある作品でしたので、他の原稿が書けなくて落ちそうになるたびに、「万が一の場合は『ロボット妹』を代だい理り原稿に……」と訴えては却きやつ下かされるという日々が続きました（と書くと、毎回原稿を落としそうになっていたかのように読めますが、実際その通りです。ごめんなさい担当さん）。

　やがて、私のそのあきらめの悪さが功こうを奏そうしたのでしょうか。ある日、ついに担当さんが「今度出す電でん撃げき文庫公式海かい賊ぞく本『電撃ヴんこ』になら『ロボット妹』を載せてもいいよ」とおっしゃってくださったのでした。更に、「読者様の反はん響きようがあった時には文庫化するかもよ？」という約束までしてくださったのです。その時の担当さんは挑ちよう発はつ的な視線で言げん外がいに（まぁあり得ないと思うけど）という空気をバリバリと漂わせておられましたが、それでも、自分が書いた大切な作品が世に出せるというだけでも、私は天にも昇る思いでした。文庫化なんて高望みは最初からしていませんでしたし。ところがこれが意外にも好評を得られたらしく、あれよあれよという間に文庫化決定。担当さんも「悔しいけど私の負けです」と、河原でガチンコのどつき合いをした後のライバルのような爽さわやかな笑顔で認めてくださいました。やっぱり人間、真っ正直に一生懸けん命めい生きていればいつかは報われるんだと感動したことは、今でも忘れられません（電撃ヴんこ版序じよ文ぶんの後に、読者の皆様に組織票を送ってくれと姑こ息そくな呼びかけをしていたことについては、プライバシーにも関わる問題なので答えるつもりはありません）。




　そんな感じで、紆う余よ曲きよく折せつはありましたがやっと堂どう々どう公開です。

　今回の本の表紙イラストや挿さし絵えは、「熱い男」を前面に押し出す形でお願いしますと担当さんに頼んだら、「全部分かってるから任せときなさい」と言わんばかりの極上の笑顔を返してくれました。ラフのチェックさえ回ってきていないので、どんなイラストが上がってくるのか現時点ではまだ一切不ふ明めいですが、担当さんは信頼出来る方なので、今から期待でいっぱいです。




　更に、今回は特別におかゆまさき君が解説を書いてくれることになりました。おかゆまさき君は、『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん』（電撃文庫刊）という小説で一大ブームを巻き起こした新進気き鋭えいの作家さんです。一部ではすでにカリスマ作家となっているので、彼が解説を書いているというだけでこの本を買ってくださる方がいっぱいいると思います。ちゃんと事前に本人に対して「『ロボット妹』の売り上げはひとえにおかゆ君の双そう肩けんにかかっています」とプレッシャーもかけておきましたから、仕込みはバッチリです。労せずして他人の読者様をゲットしてしまえるなんて、なんだかとってもリーズナブルですね。おかゆ君、ありがとう。大好きです。うふふ。




　ちなみにおかゆ君とは「ギャグものを書いてると作者自身までバカだと思われちゃうから、インタビューとかの機会があるとついつい『自分はホントは色いろ々いろ計算して書いてるんだぞ』って見み栄え張はりたくなるよね」と激しく共感し合って以来、血よりも濃い絆きずなで結ばれたブラザーなので、きっと私の本についても私自身についてもあることないこと並べて褒ほめ倒してくれるはずです。でも読者の皆さんは、それを読んで真まに受けるかどうかは自己責任でお願いしますね。解説を見てから本文を読んで「騙だまされた！」と思っても、おかゆ君を責めないでください。佐さ藤とうケイからのお願いです。




　最後に、序文でも触れられている『ロボット妹』の姉し妹まい作さく『病びよう弱じやく妹いもうと』こと『LAST KISS』ですが。

　こちらもすでに文庫となって出ています。『ロボット妹』同様、病弱な妹と、妹を気き遣づかう兄の、心の触れあいをテーマにしたお話です。『ロボット妹』とは少しだけ違った視点から切り込んでいますので、同一テーマの作品とはいえ一いつ風ぷう違った味わいになっていると思います。本来、両方合わせて一冊として出したかった作品ですので、興味のある人は読み比べてみて頂けたら幸いです。




　それでは、また次の機会にお会い出来たら嬉うれしいです。





佐藤ケイ
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佐さ藤とうケイ

趣味は筋トレ！　毎日朝食前に二十キロのウェイトを背負って腕立て伏せ百回が俺の秘密の健康法さ！　……ごめんなさい噓つきました。今回は内容に合わせて男らしくいこうかな～とか思って……。すみません。※画像はイメージです。
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イラスト／さがのあおい

４月28日生まれのおうし座。北海道出身。漫画家兼イラストレーター。趣味はゲームで遊んだり散歩をしたりすること。

美味しいスフレを作るため、まずはオーブンを買いたいです。
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ロボット妹いもうと




改あらため 人じん類るい皆みな兄妹きようだい!～目め醒ざめよ愛あいの妹いもうと力りよく～








佐さ藤とうケイ
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